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お わ り に

ThisarticledealswiththeAlmanakMelajoepublishedin IndonesiaduringtheperiodofDutch

colonialrule･ From thelatterhalfof-thenineteenthcenturyvariouskindsofalmanacswere

publishedinthelargecolonialcities･ Thesewerewidelycirculatedalloverthecountrywiththe

developmentofcolonialbureaucracyandthespreadof'publishingfirms･ AsfarasIknow,there

werethreemainAlmanakMelajoe,almanacswrittenintheMalaylanguageofthosedays. Onewas

publishedbyAlbrecht,Batavia;onebythegovernment-sfX)nSOredBalaiPoestaka)Batavia;and

onebyBuning,Yogyakarta･

Ofthesethree,theAlmanakMelajoepublishedbyBuningisthemostinteresting,sinceitportrays

vividlytheeventsthatoccurredinYogyakartaeachyear･ Theseeventsarenarratedinthestyle

orsJa汀,traditionalMalayverse,andweremostlycomposedbyTanTjookSam,aPeranakanabout

whom weknow verylittle･ Heedited theAlmanakand composed theSJairduringtheyears

between1889and1904･ ThesubjectsofthesJaけVaryfrom theproliferationofbanditsinthecity

totheofhcialvisitofKingChulalongkorntoYogyakartain1897,andthespreadofoplum firms

acrossthecountry.

The丘rstchapterorthisarticlediscussestheoutlineofthealmanacs･ Thesecond chapter
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describesthefirsttwoAlmanakMelajoe,publishedbyAlbrechtandBalaiPoestaka,focuslngmainly

on theirreadership and usage. Chaptersthreeand fourmainlydiscusstheAlmanakMelajoe

publishedbyBuning･ ChapterthreeoutlinestheAlmaTZak什om theperspectiveofitsreadership

andthepublisher'sstrategy丘)rincreaslngSubscriptlOnS･ The丘nalchapterdescribesinparticular

thesJaZraPPearlngintheAlmanak･Thesehaveneverbeenconsideredbythosestudentsofthe

socialhistoryoHndonesia. ByexaminlngthesesJalr,afullerplCtureCanbeobtainedofcolonial

societyinthelatenineteenthandearlytwentiethcenturies.

は じ め に

アルマナック (英語表記で almanac,インドネシア表記で almanak) は,本来,磨,暦書を

意味するが,転 じて世界各国の国勢 ･スポーツ ･娯楽などの記録,情報を集めた年鑑,ガイ ド

ブックの意味でも用いられる｡ そもそもはヨーロッパの伝統的な生活磨,日の出や日没の時

刺,月相,聖人祝 日,祝祭などのほか,重要な歴史的事件や健諺などを記載 したものである｡

もともとヨーロッパで生まれたアルマナックはいまや世界中に行き渡っているが,インドネ

シアとて例外ではない｡町の本屋に入ればアルマナックという名を冠すると否とにかかわりな

く,年間の暦 と祭事 と公式行事を記 したほか,さまざまに有用な情報をコンパク トにもり込

み,個人の予定表や備忘録としての機能を併せ持った出版物が,幾種類 も出まわっている｡

それでは,現在のことはともか く,このようなアルマナックは,いつ頃どのようにしてイン

ドネシアに出現 したのか｡また,アルマナックにはどのような種類のものがあり,それぞれに

どのような内容が盛 り込まれたのか,さらに,それらは時とともにどのような変化を示 したの

か｡あらためていうまでもなく,人々がアルマナックになじみ始める時代 とは,伝統的な年中

行事や暦法の上に,別の新 しい暦が提示されるとともに,時の推移が印刷物によって示される

時代である｡個人の生活史や季節の変化が,｢客観的｣な共通の尺度において計 られるように

なる時代であるといってもよいだろう｡

これから本稿で取 り扱うのは,インドネシアにおけるアルマナックの起源と展開ということ

であるが,とくに,19世紀末から20世紀初めの状況が重点的に扱われる｡ それがアルマナッ

ク,とくにムラユ語版 (インドネシア語版)のアルマナックについて考える上で重要な時期で

あるだけでなく,オランダ植民地支配下にあったインドネシア,とくにジャワ島の社会と文化

のあ りようとその年々の変化をユニークな視点から示 していると考えられるからである｡

だから以下で扱われるのは,暦とかカレンダーそのものであるよりも,｢アルマナック｣ と

いう名を冠されている出版物そのものであ り,それが年ごとの社会と文化をどのように反映し

ていたのかということがらである｡ それにしても,アルマナックそのものを考察するとはどう

いうことなのか｡何故そうするのか｡先ずそれについて述べておきたい｡

筆者はこの数年来,19世紀末から20世紀初頭にかけてのインドネシアで新 しいタイプの都市
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文化が生まれ,それが植民地社会の各地に拡散 ･拡大 していくことに関心を寄せてきた｡新 し

い様式の風景画,クロンチ ョン音楽,新 しい様式の大衆演劇などがそれであり,それらは,20

世紀に先がけて時代の新 しい気分を伝えるとともに,インドネシアにおける文化統合を ｢草の

根｣ の レベルですすめてい くもの として, とりわけ興味深い ものであった [土屋 1988;

1991] ｡

筆者がムラユ語のアルマナックに出会ったのも19世紀末の文化状況にかかわる史料を渉猟 し

ている過程においてであった｡このことは,植民地インドネシアにおいてアルマナ ックが商業

出版物 として出まわるようになる時期が,はからずも上に述べた新 しいタイプの都市文化の誕

生する時期 と重なり合っていたことを示 している｡

なかで も,これから述べるアルマナックとくにジョクジャカルタで刊行されていたブニン

(Buning)社販のアルマナックが,ムラユ語の物語やシャイ-ル (詩編) をさかんに掲載 して

いたことはまことに興味深いことであった｡それらは,ジョクジャカルタというジャワの伝統

的王都がその当時にどのようにして時代の新 しい空気を呼吸 していたかを生き生 きと伝えてい

た｡それはまたジョクジャカルタの時代状況を伝える稀有の作品であるというだけでなく,そ

のテーマ と語 り方において,まさにその当時 (19世紀末年)から植民地支配の中心都市バタ

ヴイア (現在のジャカルタ)を主要な出版地として出現 し始めたムラユ語大衆文芸に連なるも

のであ り,それ-のユニークな寄与をなすものであった｡ しかし,アルマナックとムラユ語の

文芸作品という組み合わせが思いがけなかったためか,これらの諸作品はインドネシア文学史

の上でまったく軽視されてきた｡そもそも当時のムラユ語の文芸作品そのものが ｢正統な文学

史｣の彼方にあって長らく問題とされてこなかったという状況にあった｡これらについて関心

が寄せ られるのはようや く近年のことにす ぎない [Pramoedya1982;Sumardjo1992;押川

1986;土屋 1987] ｡

そして筆者の知る限り,アルマナックに掲載された諸作品はムラユ語の大衆文芸を論 じた近

年の諸研究においてもまったく言及されてこなかった｡その意味でアルマナックは思わぬ盲点

であったといってよいだろう｡

従って以下本稿で中心的な課題 となるのはこれらの作品群である｡ しかし先ずはアルマナッ

クそのものについて論 じなければならない｡筆者の主要な関心は, 19世紀 と20世紀を断絶の相

において捉えることでなく,それを連続する変化のつみ重なりとして捉えようとすることであ

り [土屋 1986],アルマナックはそれを考えるための一つの有力な手掛 りとなるからである｡

いうまでもなく,アルマナ ックこそは ｢年が経つ｣ というそのこと自体をテーマとしてこれを

印刷 という ｢書き言葉｣のうちに定位するからである｡

以下に本稿の扱う対象と本稿の編成について具体的に述べておきたい｡

本稿は,オランダ王立言語民族文化研究所 (KITLV:KoninklijkInstituutvoorTaal-,Land-
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envolkenkunde)所蔵の,植民地時代にインドネシアで出版 されていた各種のアルマナックの

うち, とくにムラユ語版アルマナックを対象とする｡

本稿はすでに述べた通 り,筆者がこれまでにこころみてきたインドネシアの都市文化の成立

と展開についての研究とつながる一方,将来,アルマナックを用いてより本格的な研究を行う

際の予備的考察 となるべ きものである｡ とくに,後に述べる通 り,三種のムラユ語版アルマ

ナックのうち本稿で主にとり上げるのは,ジョクジャカルタブニン社版であり,これよりは発

行部数がはるかに多かったと考えられるバライブスタカ版については,その刊行主体 も時代状

況もさらに形式内容 もブニン社版のものとは大いに異なるので,後日あらためて論ずることと

する｡

以下本稿の構成は次の通 りである｡

Ⅰでは,KITLV所蔵の ものに限ってどのようなアルマナックが植民地時代のインドネシア

で刊行 されていたのかが概観 される｡ なかでも,植民地政府それ自身が刊行 してきたアルマ

ナック (オランダ語版)はもっとも基本となるものであるので,その概要が示される｡

次に,ムラユ語のアルマナックとしては三種がある｡ それぞれ,アルブレヒト (Albrecht)

版,ブニン社版,バライブスタカ (BalaiPoestaka)版 と呼ぶことができる｡

Ⅰでは,これら三種のムラユ語版アルマナックのうち,ブニン社版のものを除 く二つのアル

マナック,すなわちアルブレヒト版とバライブスタカ版に限ってその全容を概観する｡ 併せて

又,そこにどのような時代相が反映されているのかということについていくつかの要点を述べ

る｡

Ⅲ以下では,ブニン社版のアルマナックが扱われる｡先ずⅢでは, 1880年から1912年にかけ

ての編成を年ごとに概観 し,それを通 じてこのアルマナックの読者層,販売ネットワーク,販

売政策などを考察する｡ さらに,このアルマナックが暦 日やカレンダーを通 してどのような時

間の観念を導入 しようとしていたのか,そのような時間観念が植民地支配のどのような局面と

関連 していたのかについて考究する｡

Ⅳでは,ブニン社のアルマナックに載せられたシャイ-ルに焦点が絞られる｡先にも述べた

ように, 19世紀末年から20世紀初めにかけて毎年のようにムラユ語のシャイ-ルが載せられて

いた｡それらのシャイ-ルの多 くは,さまざまなテーマを扱いながらそれぞれにその時々の世

相 と事件のありようをうたい上げていた｡それらは,このアルマナックをきわだって特徴づけ

るものであった｡そこで,Ⅳではそれぞれについて概観 しいくつかのものについてはやや詳 し

く紹介 し,最後にそれらが時代の状況とその変化のありようをどのように反映していたのかに

ついて論述する｡

なお,本稿で頻出するムラユ語はマレー語ないしインドネシア語と表記することも可能であ

るが,ここで扱うのが主として19世紀から20世紀の初めにかけての時期であることと,アルマ
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ナ ックのタイ トルが何れも ｢ムラユ｣ と記されているのでそれに従うことにする｡また,綴 り

字は何れもそれが記された時点での綴 り方に従 う｡ 従って例えば ｢ムラユ｣は現在の綴 り字に

よれば Melayuとすべ きだが,その当時の綴 り字で Melajoeと綴られる場合にはそれに従う.

Ⅰ 植民地政府刊行のアルマナック

植民地時代のインドネシアではさまざまなアルマナックが刊行されていた｡KITLV所蔵の

ものについてその概要を述べてみよう｡

1. 植民地時代のアルマナック

植民地時代にどれだけの種類のアルマナックがどれだけの期間にわたって刊行されていたの

かをすべて知ることはできない｡KITLVのカタログに限ってそこから窺えるのは次のような

ことである｡

(1)アルマナックはそのタイ トルから察する限り,い くつかの種類のものが数種の言語にわ

たって刊行 されていた｡

特にキリス ト教徒向けに作 られたアルマナック,中国暦を中心に編集されたアルマナック,

ジャワ農民のアルマナ ックなどのように内容の特定されたものが,通常のアルマナ ックのほか

に刊行されていた｡これらのアルマナ ックの使用言語 も,ムラユ語,オランダ語,ジャワ語の

ほかスンダ語にまで及んでいて,さまざまな読者層が想定されていたことを示 している｡l)

(2) これらのアルマナ ックが刊行された時期 もさまざまである｡ 次に述べる植民地政府刊行

のアルマナック (Regeringsalmanakken)はすでに18世紀初めか ら刊行されてもっとも長期に

及んでいるが,これを別にすると, 19世紀の後半に入って,いくつかのアルマナ ックが刊行さ

れ始めたらしい｡

その先鞭を切 ったのは,ジャワ語版アルマナ ックで,1854年以来刊行 され,第12巻 (1865

午)以降は,当時の著名なジャワ語 ･ジャワ文学の研究者であった A.B.CohenStuart編 と銘

打たれスマランの G.C.T.vanDorp社 を出版元 としていた｡stuart編 という記載は1878年当

1)KITLV所属のアルマナ ックのうち,これに関するアルマナ ックとして次の ものが挙げられる｡なお

記載 された年度は,その所蔵年を示す｡

AlmanakorangMafehipadaTahocn1881･

AlmanakdcngantafelpembitjaraLi'nElkitab,jangloenjoek∫aJaharinal∫bagitahoen1891-96&1898-1901. Batavia.
Almanak(Ned.-Chin.)1861-1920. Batavia. 1908.

Almanak(Soendance∫che)″oor1900,1903･

Almanak(Takwin)hitoenganhart,boelan,tahoenorangMaJehi. 1877.
AlmanakTani. 1925-1933.

AlmanakTaniDjaw a1929-30,

AlmanakuanbetIndoLogischeSiudentencorpsDoor1898199･Delft･ 1898.

117



東南アジア研究 30巻 2号

時には表紙から姿を消すが,vanDorp社の刊行物 としてその後 も出版 され,KITLV では,

第52巻1905年版まで所蔵 されているので,少なくとも半世紀以上にわたって,このジャワ語版

アルマナックが刊行されていたことが窺えよう｡2)

ムラユ語版アルマナックは後に述べる通 り少な くとも三種の主要なものが刊行 されたが,

もっとも早いものは,1877年以来ジョクジャカルタのブニン社から出版された｡この版は,第

36巻1911年迄のものが所蔵 されている｡3) (以下本稿で主 として扱 うのは,このブニン社版の

アルマナックである｡)

このほかに,1896年から97年にかけて,バタヴイア (現在のジャカルタ)のアルブレヒト社

から別のムラユ語版アルマナ ックが出されている｡4) しか しこれがその後どうなったのかは走

かではない｡同じくムラユ語のアルマナックで特にキリス ト教徒向けに編纂されたと考えられ

るものが,1881年,さらに1891年から1901年にかけて刊行されている｡

こうしてみると,アルマナックはつ とに植民地政府からオランダ語版で刊行 されていたこ

と,それが,19世紀後半になって先ずジャワ語のものが出され,ひき続いて1870年代後半から

はムラユ語のものが出され始めたことがうかがえる｡また,ジャワ語版,ムラユ語版 ともにバ

タヴイア,スマラン,ジョクジャカルタなどに所在する民間の出版社から刊行されたことも知

られる｡

さてⅠ以下でムラユ語のアルマナックについて詳論するのに先立って,植民地政府刊行のア

ルマナックの概要をみておきたい｡これが唯一公式のアルマナックであるとともに,1942年 日

本軍の侵攻によって植民地政府が崩壊するまで連綿として刊行されてきたものだからである｡

2. 政府刊行アルマナック

現在 『政府刊行アルマナック』 (Regeringsalmanakken)として分類 されているアルマナック

のうち,KITLV に所蔵されているもっとも初期のものは,1735年版である｡以後1736年から

45年にかけて,47年から51年にかけて,1795年から1802年にかけての各年は散逸 しているが,

それ以外の各年については,1942年に至るまで所蔵されている｡ これらが植民地史,植民地政

策史,植民地統治機構 と人事等について基本的な資料 となることはいうまでもないが,ここで

は ｢アルマナック｣ という点に視点を限って概観 しておこう｡

2)標題等は次の通りである｡

AlmanakUauaansche)Door1865-71,78179,81-85,87-89,1891-1901,1903-05(12-18),25-26,28-32,34-36,
38-48,50152,tahoen)onderredaktieDanA･B･CohenStuart･ Semarang,vanDorp.

3)標題等は次の通りであるo

Almanak(Malei∫che)4-7Jaargang(1880-83)onderredaciiePanF･L･Winter13123(1889-99)en25127(1901103)

∫amenge∫telddoorTanTjiookSamYogyakarkz(1879-1902),28-36(1904112). Yogyakarta,Buning･
4)標題等は次の通りである｡

AlmanakMelajoe,akangoenalahoenI896-97iahoenke1-2･Batavia-Solo,Albrecht･
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(1)先に述べた通 りこれらは現在 ｢政府刊行アルマナック｣として一括 されているが,実

は,アルマナックの語が最初に用いられるとともにその内容に暦にかかわる情報が盛 り込まれ

るのは,1807年のことである｡ それ以前は,植民地政府に関係する人々の ｢人名録｣であり表

紙にも ｢名鑑｣(Naamregister)とだけ記されていた｡例えば所蔵中もっとも古い1735年版は

10×5cm程度の小型版でページ数も94ページ,そのなかにオランダ東インド会社及び西イン

ド会社関係の人名が記載されている｡

このスタイルは18世紀中を通 して一貫 しており､版のサイズが拡大したりページ数が増えた

りはしても､会社設立以来の総督名,高級将校と高級役員,各職域の担当者名を記載 していく

ことは不変である｡周知の通 りオランダ東インド会社は1799年に解散 し,19世紀以降植民地は

オランダ政府の直接支配下に置かれることになるが,｢人名録｣ (名称は18世紀以降 Naamboek

と変更)というタイトルもその内容 も継承された｡

(2)ところが1807年以来アルマナックとして刊行され内容 もそれにともなって変化するよう

になった｡｢イエスキリス ト生誕1807年のグレゴリウス方式に基づいて新 しく改良されたアル

マナック｣という長いタイ トルが表紙に記された｡そしてアルマナックと改称 したことにとも

なって次の事項が新たに記載されるようになった｡それらは,西暦年,キリス ト教の祝 日,イ

スラム教の12カ月の名称,イスラム教の祝 日,星座表,12カ月の暦,日の出 ･日の入 ･月のみ

ちかけ表,バタヴイア及びその周辺の定期市,重量等の単位表,船舶運行予定 (到着 ･出発)

衣,香料の値段表である｡ これに加えて,従来通 り人名録が載せ られたから,この年以来政府

刊行アルマナックはアルマナックと人名録という二重の機能を併せ もつようになった｡

(3)ヨーロッパのナポレオン戦争の余波が植民地にも及んだ結果,ジャワは周知の通 り,

1811年から16年にかけて英国の支配下に入 りラッフルズ (T.S.Rafnes,1781-1826)の下で統

治されることになるが,その期間も引き続いて政府刊行アルマナックは出版された｡1816年版

をみると,英語で ｢ジャワ年鑑及びアルマナック1816年版｣ と表紙に記され,内容も英語で記

載されている｡ その内容は従来通 り暦と政府高官,各職域官吏の名簿,船舶運航予定,度量衡

単位換算表,商品情報等を主とするが,新たに次のことがらが記載されている｡ すなわち,港

湾倉庫に関わる条令,これにともなう郵送料一覧,著名なクラブ (Society)の編成,ヨーロッ

パ人居住者 (ヨーロッパ人及びその子孫)の職業 と居住地,同じくヨーロッパ人居住者の結

鰭,誕生,死亡者名の一覧である｡ ここに新たにつけ加えられた事項はそれ以降オランダが植

民地に復帰 したのちも引き継がれるとともに,アルマナックの重要な記載事項となっていく｡

ちなみに,この年約14,000名が居住者として記載され,その職業は貿易商,仕立商,床屋,

靴屋,宝石商,書店主,械塔商など,書記や役人に限らず各分野にわたっていたOまた,この

年にはこのアルマナックの定期購読者一覧が記載されている｡ それによると総計163名で全員

がヨーロッパ名,その居住地はバタヴイアをはじめ,スマラン,スラバヤ,ボゴール,レンバ
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ン,ジョアナなどジャワ島の各地に及んでいた｡

(4)上に述べたことは,ラッフルズ統治の時代にそれ以前のアルマナックの内容が継承され

ただけでなく,新たにいくつかの情報が掲載されそれがその後のアルマナックのスタイルを作

り上げたことを示 している｡ 特にヨーロッパ人居住者 リス ト及び結婚,誕生,死亡などの動静

は1865年まで続 き,その人数の増加 と共に多 くのページがそれについやされるようになった

(例えば,1863年には約270ページ,1864年には約280ページが居住者 とその動静にかかわる情

報にあてられていた)｡

(5) ラッフルズ統治以降のアルマナックについて生 じた主要な変化は次のようなものであっ

た｡

アルマナックそのもののタイ トルは1817年以降,オランダ語で ｢オランダ領東インドアルマ

ナック｣と記され､1824年以降は ｢オランダ領東インドアルマナック及び人名鑑｣ と記され,

さらに,1865年以降は ｢オランダ領東インド政府刊行アルマナック｣ と現在ふつうに用いられ

ている呼称へと落ち着いた｡名称の変化は何回かあり時とともに内容にも変化がみられたが,

アルマナックと人名録を併せ もつという基本的性格は継承されていった｡

1834年には,キリス ト教,イスラム教の月の呼称,祝 日に加えて,中国月の呼称 と中国の祝

日が記載されるようになった｡

1843年には,オランダ植民地の発展に関する簡単な年表が付されるようになり,植民地の原

住民首長の名が記載されるようになった｡

1854年はジャワ語版アルマナックが創刊された年であるが,この年以降政府刊行アルマナッ

ク中にも,ジャワ暦についての大変詳 しい紹介と解説が付 されるようになった (これだけで20

ページもが割かれていた)｡

1856年にはさらにイスラエル暦とその祝 日一覧がつけ加えられた｡つまりこの年,キリス ト

教 (西暦),イスラム暦,ジャワ暦,中国暦,ユダヤ暦の 5種のカレンダーがアルマナックに

並記されることになった｡

1858年には,暦の記載部分 (全部で75ページ),人名録部分 (全部で570ページ,この内政庁

関係名録343ページ,残 りは居住者 リス ト等)に加えて,66ページの補遺 (bijlagen)が載せ ら

れた｡補遺では当時施行されていた植民地基本法 (1848年制定,以後部分的に修正)の全文が

記載された｡この補遺部分もこれ以後次第に分量を増やしながらアルマナックの必須部分をな

していった｡

1860年版以来,1860年代を通 じて,CohenStuart(ジャワ語アルマナックの編者)が,ジャ

ワ暦 とイスラム暦について解説を付 している｡

1865年以 来植民 地 の人 口統計 が記 載 され る よ うになった｡ ヨー ロッパ 人, 原住 民

(Inlander),中国人,アラブ人,その他の東洋外国人という5つのカテゴリーが設けられ,そ
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れぞれの行政州ごとの人口数が記された｡このことと軌を一にしてそれまでの居住者名簿,結

婚 ･出生 ･死亡者名簿が姿を消 し,すべて統計で処理されるようになった｡この年,植民地に

居留するヨーロッパ人は33,194名であったと記録されており,それだけの数の人名を逐一記載

する手間とスペースがさすがに不足 していたと考えられる｡ しかしそれにはまた,ヨーロッパ

人コミュニティー自身がお互いの名前を名簿上で確認し合う状況から,もっと分節的な単位-

と変らざるをえない時代が到来 したことを,併せて示しているであろう｡ この年以来,アルマ

ナックに載る人名は政府各官庁の公務員,小数の原住民首長に限定されることになった｡

1881年にはアルマナックは2分冊となった｡補遺部分が次第に量を増 してきたのに対応 し

て,その部分を分冊としたからである｡2分冊方式は82年以降も引き継がれたが,1冊目を人

口統計,行政区一覧,補遺 (新しい条令,法令の記載)とし,2冊目を本来のアルマナックと

人名録に充てることになり,以後このスタイルが引き継がれていった｡20世紀に入る頃からア

ルマナックは益々分厚いものとなり,第 2分冊 (暦と人名鑑)だけで しばしば1,000ページを

越えるほどになった｡ そしてこのような体裁を保ちながら,この政府刊行アルマナックは植民

地支配の尽きる最後の年まで,もっとも重要な政府刊行物の一つとして刊行され続けた｡

それに対 して,ムラユ語のアルマナックはこれよりもはるかに遅れ,また民間の出版社から

出された｡Ⅱでは,先ずその概要について述べることにする｡

Ⅱ アルブレヒト版アルマナック及びバライブスタカ版アルマナック

上にみた通 り,植民地政府が200年にわたってアルマナックを刊行 してきたのに対 し,19世

紀半ば以降さまざまなアルマナックが民間の出版社からも出されてきた｡このうち,『ァルマ

ナック ･ムラユ』 というタイ トルの下で刊行 され,かつ KITLV に所蔵されているアルマ

ナックとしては,1877年以来のジョクジャカルタのブニン社出版のもの,1896年以来刊行され

たバタヴイアのアルブレヒト社販のものが19世紀中に出され,20世紀初頭にかけて刊行された

のに続き,1919年以来植民地政府文化局がスポンサーであるバライブスタカから ｢フォルクス

アルマナック ･ムラユ (ムラユ語版民衆アルマナック)｣(VolksalmanakMelajoe)が出版され

るようになった｡このバライブスタカ版はそれ以降1940年版までひき続いて出され,またはは

同時期,ジャワ語版とスンダ語版も出版された｡つまりバライブスタカは1919年以来,ムラユ

請,ジャワ語,スンダ語三種のアルマナックを,さらに1921年版からはこれにマ ドゥラ語版を

加えて毎年出版 してきたのである｡5)

5)KITLV に所蔵されているものは次のとおりである｡

volk∫almanakMelajoc.(1919-1933,1936-1940)Batavia,BalaiPoestaka.(AMBPと略称される場合があり)
volk∫almanakDjawi.(1919,1921-26,1928-33,1935-39)Batavia,BalaiPoestaka.
volkSalmanakSocnda.(1919,1921125,1927-33,1935139)Batavia,BalaiPoestaka.
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以下,上に述べた三つのムラユ語アルマナックつまりブニン社版,アルブレヒト版,バライ

ブスタカ版の概要をみておこう｡ このうち,ブニン社版のアルマナックについてはⅢ以下で詳

しく触れるので,ここでは,特にアルブレヒト版 とバライブスタカ版について述べておきた

い ｡

1. アルブレヒト版のアルマナック ･ムラユ

バタヴイアのアルブレヒト社から1896年に刊行 されたアルマナック (AlmanakMelajoe)の

うち KITLV に所蔵されているのは1896年 と97年の二年分にしかすぎないが,これはアルマ

ナック ･プリヤイ (AlmanakPriaji)とも称 されてひき続き刊行 されていたと考えられる｡ そ

れはⅠで述べた植民地政府刊行アルマナックが1898年版以降,その当時刊行されていた種々の

アルマナックの名称と出版社の一覧を記載するようになり,その中に,ブニン社のムラユ語ア

ルマナック,vanDorp社 (スマラン)のジャワ語アルマナックなどと並んで,AlmanakPriaji

(Maleisch),Albrecht& Co(Batavia),つまり ｢バタヴイアアルブレヒト社版プリヤイ ･アルマ

ナック (ムラユ語)｣と記されているからである｡ そしてこの記載欄をみていくと,このアル

マナックは1915年までひき続き刊行されていたことが知られる｡ しかし,1916年以降はその記

載欄そのものがなくなるので,それ以後の状況はさし当 り不分明であるがほぼその頃に刊行を

停止 したのではないかと考えられる｡ ちなみにまた,ブニン社版のアルマナックは1910年以降

記載されていないが,アルマナックそのものはその後も刊行され続けたようである｡6)

アルブレヒト版の編集者は F･Wiggersという人物であった｡F.Wiggers自身はかねてから

バタヴイアでジャーナリス トとして活動 し,『プンブリタ ･バタヴイ』 (PemberitaBetawi)な

どの編集に携わっていた｡彼はまた親中国派としても知 られていた｡『こヤイ ･イサ』 (1901

午),『奴隷から王様- 』 (1898年) (翻訳),『ジャワ銀行襲われる』(刊行年不明)などのムラ

ユ語の作品を残 したことでも知られている [pramoedya1982:17-20]｡

このアルブレヒト版が当時どの程度読まれていたのか,またどのような読者層がこれを購入

したのかは定かではない｡ただ,1896年,97年版にさまざまな書状の文例,とくに,役所ない

し会社勤務の人々に必要となるかも知れない文書の文例がいくつか載せられていることから,

当時のインドネシア人下級官吏や書記などを対象としてこのアルマナックが編まれたと考える

ことができるかも知れない｡

6)筆者は,ブニン社版ムラユ語アルマナックの1925年版を目にする機会をえた｡表紙に第49年度と記さ
れており,このアルマナックがひき続き刊行されていたことが知られる｡その体裁は1912年当時のも
のと基本的に同一で,｢政府刊行のアルマナックに準じて作成される｣と明記されているほか,後に述
べるタン･チュック･サン時代のアルマナックにおいて精彩を放っていたシャイ-ルはまったく姿を
消している｡(なおこのアルマナックは五十嵐忠孝氏の好意により目にすることができた｡記して謝意
を表す次第である｡)
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そうすると,このアルマナックが前述のように ｢プリヤイ ･アルマナック｣ とも称されてい

たとすれば,ここでのプリヤイは ｢ジャワの貴族｣ということよりも ｢植民地政府の原住民官

僚｣というニュアンスが強いであろう｡ それは19世紀末頃にプリヤイという語がその意味を変

えはじめた,少 くともそこに新 しい意味がつけ加えられるようになったことを示す,ごく初期

の例であるといえよう｡7)

ところでここに挙げられた文書,文例 ･文案は以下のようなものを含んでいた｡民法上の訴

状の文例 (あるイスラム教徒キダンなる人物が,商品の代金を未納にしていることを訴え出る

訴状,借金未返済者の拘留を要請する訴状,差 し押さえを要請する訴状),昇進を願い出る書

状の文例 (すでに15年間書記として働 き,何の失敗 もおかきなかった,ついては昇進をお願い

したい云々),病気による休暇願いの文例 (医師の診断書つきで,2カ月間東ジャワの高原の

保養地 トサリでの休暇を届け出る)及び休暇延長願いの文例,オランダ領東インドでの滞在許

可を願い出る文例 (このケースはあるアラブ人で税金をもっと払いますからぜひ滞在許可を下

賜 して下さいというもの),逆に税金の軽減を願い出る文例などであった｡

そこには,公文書を扱うことを必要とする制度と法令が次第に出来上 りつつあったこと,そ

れに呼応 して公文書になじもうとする人々が確実に増え始めていたことが明示されている｡ そ

れはまた,公文書とお上が結びつき,これを願い出る者は ｢Lもべ｣として振る舞うことが次

第に常態化 していくことでもあった｡例えば訴状の冒頭はつねに ｢この卑 しきしもべ何某は

......｣("Hambajangamatlaif,‥.M)で書 き始められ,一つの常套句 (クリシェ)として確立

していった｡そこには, 19世紀末の植民地官僚の確立が,たんに法の支配の浸透や郵便 ･鉄道

等のインフラス トラクチャーの発展だけでなく,日常生活のさまざまな局面で公文書が重要な

意味をもつとともに,そこに ｢お上としもべ｣の間の脆拝の構造があわせて進行 していく時代

であったことが,ゆくりなくも示されている｡

このアルマナックが当時の状況を反映させているもう一つのことがらは,書籍の出版広告で

ある｡アルブレヒ ト版の巻末には自社の出版広告が載せ られている｡ 正式には Albrecht&

Rusche,Batavia-Soloとあ り,ソロ (スラカルタ)にある Rusche社 と共同出版されたもので

ある｡ 1896年には全部で132点の出版物の広告があり,すべてムラユ語の書物である｡ シンド

バット,アラデイン (絵入 り),千夜一夜 (絵入 り),サンペク ･エンタイ等の物語のムラユ語

訳 (翻案)のほか,植民地政府の法律 ･法令集 (オランダ語)のムラユ語訳 も少なからずみら

れる｡ このうち法律 ･法令集の翻訳には,オランダ領東インド統治基本法,刑法,商法,警察

法 (hukum policie),宗教法,中国人の相続等が含まれている｡

7)周知の通 りインドネシア人の編集になる最初の新聞は1907年ティル トアデイスルヨによって創刊 され

たが,それは McdanPrlj'ajiと称 した｡ここでもプリヤイは,貴族階層 と限定 しているだけでな く,植
民地政府の原住民官僚を含むより広い概念であると考えてよいだろう｡
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1897年のアルマナックにも数多 くの本の広告が載せられている｡ 前年同様の書物に加えて,

料理方法を紹介 した本や,さまざまな手紙の用法を集めた文例集の広告がみられる｡

このほか両年にわたって裏表紙には次の二つの広告が出されている｡一つは,先に述べた

rプンブリタ ･バタヴイ』 (PemberitaBetawi)という新聞の広告で購読料は年10フローリンと

記されている｡ もうひとつはTambagaKuning製の氏名印である｡これらは二つともいうま

でもなくアルブレヒト社から発売されている｡

これらの広告は物語をはじめとする読物と手紙の文例集のようなマニュアル物とに大別され

る｡とくに,先に述べたさまざまな訴状の紹介を含めて,このアルマナックによって生活の智

恵 ･マニュアルを得よう (与えよう)という傾向が認められるのである｡

2. バライブスタカ版のアルマナック ･ムラユ

バライブスタカは植民地政府が1917年に設立 した機関で,図書の選定,出版,回覧などを通

じて,原住民に良質な図書を供給することを目的としていた｡そのオランダ語名はフォルクス

レクテユール Volkslectuurで民衆図書館の意である｡ここにいう ｢良質の図書｣ とは植民地

政府から見て健全な図書ということで,植民地社会の秩序を乱すとみなされた書物は出版を拒

否されたり書き直しを命ぜられたりしてつねに政府の検閲下にあったとされている｡

バライブスタカからは,娯楽的な読物や農業,畜産などの知識と技術をひろめる啓蒙書が刊

行されたほか,インドネシア各地の民話や年代記が編纂されたり,西洋の名作が翻訳された

り,その出版の分野は多岐にわたり,その総出版点数 も植民地時代を通 じて約2,000点に及ん

でいた｡そのような出版物の一つとして,1919年版以来,ムラユ語,ジャワ語,スンダ語三種

のアルマナックが刊行されたのである｡ このうち,ムラユ語版に限って以下に概観 してみよ

う｡ アルマナックの個々の内容にわたることがらについては後日別に考察することとし,ここ

ではアルマナックのスタイルやその変遷,読者層等について述べるだけにとどめたい｡

(1) 刊行当時の状況

ムラユ語版アルマナックは正式のタイ トルを volksalmanakMelajoe｢ムラユ語民衆アルマ

ナック｣という｡volksは ｢民衆用の｣という意味と共に,Volkslectuurの Volksが重ね合わ

されていると考えられる｡

その初年度版 (1919年)は,前文で次のように刊行趣旨を述べている｡ ｢ここに Volksa1-

manakつまり 『民衆アルマナック (Almanakraijat)』を刊行することになった｡これは,オ

ランダ領東インドのあらゆる人々,プリヤイにも農民にもまた男にも女にも役立つことを目指

す｡ムラユ語だけでなくジャワ語とスンダ語のアルマナックも併せて刊行する｡ オランダでは

200年を越えてひき続き刊行されているアルマナックがあるが,このアルマナックも長い寿命

を保つようにと期待する｡｣
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初年度の総ページ数は240ページ,その後年によって増減はあるがほぼ230ページから320

ページ位の分量で推移 している｡なお初年度の定価は0.6フローリンであった｡

最初のページにオランダ女王ウイルヘルミナの写真が毎号飾られた｡その後につづ くのは年

によって異動があったが,1919年についてみると大略次のことがらが掲載されていた｡

オランダの王家と王族の誕生日｡ 祝日｡ 暦年 (西暦年,イスラム年,ジャワ年等による暦年

の表示)｡1919年のカレンダー｡

ここまでが狭義のアルマナックに当たる部分でこの部分はその後もほほ一貫 して同様のスタ

イルで掲載された｡これらはページ数にしても全体の 1割程度,残 りは実にさまざまなことが

らから成 り立っていた｡その目次をすべて紹介することはできないので,主なものまたユニー

クと思われるものに限ってその項目を書き抜いておこう｡

植民地人口統計,中央政府の機構,度量衡と換算表,郵便規則,鉄道規則,マラリヤと治療

秦,眼病,料理の手引き,家畜の飼育,茶の母木伐採禁止事項,ヤシ樹の生長,コーヒー樹の

手入れ,馬屋の手入れ,開田,質入れの規則,公務員規定,村長の義務,アルコール飲用,髪

の手入れ,肌の手入れ,子供の族,学校 (8の公立学校,24の各種技能養成学校の紹介)｡そ

の合い間に,短詩や短編の歴史物語やことわざなどが挿入されている｡

この初年度版はよく売れたらしく,1920年版のまえがさ中に,初年度版はたちまち売れ切れ

たので再版をしたと記されている｡ また写真を多用 したので今号は0.75フローリンに値上げし

たとも記されている｡

第 2年度分の目次は暦を中心とする冒頭部分だけが前年度と同じで,それ以下は,病気 ･怪

我の緊急治療法,婦人生活百科,農作業案内など構成 ･内容 とも全 く異なる記事を載せてい

る｡ ただし,前年度と同じく,生活に役立つ知識や技術の手本を与えようとする編集方針は共

通しており,このような性格はそれ以降もつらぬかれることになる｡

(2) 読者数

それではバライブスタカ版のアルマナック ･ムラユはどのような読者層によってどの程度読

まれていたのだろうか｡それを推察する手掛 りがいくつか示されている｡

先ず発行部数であるが,初年度第 2年度ともたちまち売 り切れて増刷が くり返され1920年代

を通じて急上昇 していった｡1929年の発表によればそれは次の通 りであった｡ 1919年 2万 9千

那,1925年 4万 8千部,1927年 5万 8千部,1928年 8万 5千部,1929年約10万部｡

これは驚 くべき売 り上げである｡ それについて1924年版の序文中には,｢オランダ領東イン

ドの当時の人口は約4,000万人そのうち23%は字の読み書きができ,読み書 きできるこれらの

人々の約10%はわがアルマナックを読んでいる｣と誇らし気に記されている｡実際に計算 して

みるとここにいう10%とは約92万人になる｡仮にアルマナック 1冊を10人位が目を通すとすれ

ば (その想定はインドネシアの読書状況を考えると比較的現実に近いであろう),1929年当時
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の発行部数においては100万近い人々が これ らのアルマナ ックに目を通 していた可能性があろ

う｡ まことに日を見張 るようなベス トセラー,そ して植民地政府の主導する文化政策 として大

成功であった とい うことになるだろう｡8)

さてこのような成功の理由はい くつ もあったであろう｡ 第一は内容が生活に役 に立つ もので

あったことが挙げ られる｡政府条令の紹介 をは じめ,各種の生活情報 (鉄道運賃,郵便料金,

学校情報,家事,健康,園芸,畜産,農作業等)が もられ,その合い間に軽い読み物 と詩編が

織 り込 まれているとい う体裁は,読んで利益がある,換言すれば ｢知は力な り｣ という命題 を

生活 レベルで実現 させ るものであった｡第二はバ ライブスタカという公立の出版社の もつ力の

大 きさによるだろう｡ 当時の群小の出版機関に比 して資金力 もスタッフも全国ネ ットワークも

宣伝力 も,すべてにわたって抜 きんでていた｡中で もユニークであったのは ｢タマ ンブス タ

カ｣ (Taman-Pustaka)とい う移動図書館 を設置 した ことである｡ これは車 にバ ライブス タカ

出版の書籍 を積んで各地 を定期的に巡回 し,低額の レンタル料 をとって貸 し出すシステムであ

る｡ このように して貸 し出された書籍数 を表 1に掲げる｡相当な数の書物が借 り出され読 まれ

ていたこと, また,ムラユ語,ジャワ語,ス ンダ語のそれぞれの需要の相対的な関係 とその推

表 1 バライブスタカ版図書の貸し出し数 (移動巡回方式)

1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920

ム ラ ユ 語

ジ ャ ワ 語

ス ン ダ 語

マ ドゥラ語

10,132 14,809 18,533 25,297 29,063 100,652 174,668

166,5日 156,107 226,045 294,810 281,470 494,787 588,139

29,571 45,546 38,148 86,593 92,428 111,916 165,839

4,736 6,569 13,903

合 計 206,214 216,462 282,726 406,700 407,697 713,914 942,549

出典 :VolksaLmanakMeLajoel1922:254]

8)ただしここで留意すべきことがある｡それはここに述べられている読者層がバライブスタカから出版

されたアルマナックのうちはたしてムラユ語版に限られていることなのか,それともムラユ語版のみ

ならず,ジャワ語版スンダ語版の読者を含めたその総数なのかという点である｡それを確認するため

にはムラユ語版以外のアルマナックにも日を通さなければならないが,本稿を執筆した時点ではその

すべてについてはなお未見である｡しかし1923年版,1925年版などは,各言語のアルマナックを合本

して販売されていた形跡がある｡1923年版は,スンダ語版,ムラユ語版,ジャワ語版に加えてマ ドゥ

ラ語版のアルマナックも合本されている｡(1925年版はマ ドゥラ語版を除く三言語のアルマナックが合

本されている｡)

さてこれらのアルマナックやいくつかの年度のスンダ語版アルマナックを見る限り,掲載された広

告,カレンダー,政府要人名鑑などは各版共通であるが,読み物欄 (シャイ-ル,物語など)はそれ

ぞれ独自のものが掲載されている｡そのうち,後に述べる ｢なぞなぞ｣の懸賞は各版共通で募集広告

が出されている｡したがって,ここで挙げられている読者層は,ムラユ語版に限らず各言語のアルマ

ナックすべての読者層であると判断してよいだろう｡その場合には,その内ムラユ語版,スンダ語版,
ジャワ語版などのそれぞれの読者層がどのくらいであったのかを特定しなければならないだろう｡そ

れを特定することが,可能であるか否かということを含めて,これについては今後の課題とした｡

従って以下本稿に述べるパライブスタカ刊行のアルマナックの読者層とは,ムラユ語版,スンダ語

版,ジャワ語版さらにマ ドゥラ語版のものを含めての数であるとして論をすすめていきたい｡なお以

上については五十嵐忠孝氏から貴重な資料をみせて頂いた｡
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移がみてとれる｡このようなシステムを通してアルマナックも各地に浸透 しそれがまた新たな

需要を喚起 して購買層を増やしていったと考えられる｡

第三のそしてもっとも直接的な理由はアルマナックの読者に貴品付 きでクイズを当てさせた

ことである｡ クイズは ｢なぞなぞ遊び｣の形式でたとえば1925年の問題は ｢私を見なさい,す

るとあなた自身の顔がみえます｡私は誰でしょう｣,それに対 して読者は ｢鏡｣という答えを

アルマナック中の指定ページに住所 ･氏名とともに書き込んで返送するものとされた｡

このクイズの賞品は大変よいものであった｡たとえば,1923年は 1等自転車,2等金時計,

3等金メッキペン (2名),4等辞書,5等目覚まし時計,6等 『ジャワ史』の本 (8名)であ

り,1925年には,1等は何 とフォード車 (この価格は1,825フローリンと記載されている)以

下 2等ダイヤモンド,3等自転車,4等金の腕輪,5等 ミシン,6等金時計,7等時計,8等手

提げカバン (3名),9等 目覚まし時計 (5名),10等ボールペン (6名),11等事務用カバン

(5名),12等絵入 り地図 (6名),13等銀のインク差 し,14等 『サリ･ヒンデイア』 (書籍)

(12名)であった｡

問題のやさしさに加えてこのような景品が射幸心を煽ったことは想像に難 くない｡1923年に

は正解数6,428名,1925年には回答者25,644名,正解者20,332名と報告されている｡ 先に1925

年の発行部数が4万8千部とされていたことを考えると,この応募者数は驚異的な比率である

(購買者の53%がクイズに回答 したことになる)｡また,その前年には応募者総数が余 りに多

かったので賞品の獲得者を急連40名から50名に増やしたとも記されその熱狂振 りがうかがえ

る｡

ところが,1926年を以ってクイズは中止された｡｢クイズの賞品だけが目当てでアルマナッ

クを購入する人が余 りに多い｣という教育的理由からであった｡

だが刊行当初の懸賞というこころみはこのアルマナックに対する読者の関心と需要を高める

という点で直接の要因を作ったのであり,そのことをはずみとして前にも見た通 りアルマナッ

クの売上部数はその後も伸び続けたのである｡

1930年代にこのアルマナックがどの程度売られていたのかは定かではない｡ただ,理由は述

べられていないが,1935年から再び ｢なぞなぞ遊び｣が掲載されている｡今度はクロスワード

パズルで,賞金付 きとされた｡1等1,000フローリンから7等10フローリンまで合計3,500フ

ローリンの賞金が懸けられていた｡9) ところでそれに対する回答者は1935年は約 4万 (内正答

は約 3万 2千),また1936年は約 7万 (内正答は約 4万 8千)と記録されている｡仮に回答者

9)1928年当時の通貨換算の比率がアルマナックに載せられているが,それによれば,当時1ドルが2.5フ
ローリン,また1円は1.17フローリンであった｡従って3,500フローリンといえば約3,000円｡ちなみ
に1927年当時のわが国では,国産目覚まし時計が2円15銭,白米10kgが2円30銭,国産乗用車で
1,650円程度であったから,バライブスタカの賞金は相当大きかったと考えることができる [週間朝日
1988]｡
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の 2倍の人々がアルマナックを購入 していたとすれば,1935年当時で約 8万,翌年は約14万に

急上昇 したことになるだろう｡ これらから窺えることは,1930年代前半は10万部未満で横ばい

し,後半に入って,再び懸賞をはずみとして発売部数が伸び,10数万部に達していたのではな

いかということである｡ちなみに,ムラユ語版自身の価格は1928年にそれまでの0.8フローリ

ンから0.64フローリンに値下げされて以来,1940年迄一定であった｡ 大変廉価であったという

ことができる｡ 政府がスポンサーであったこと,発売部数が多かったことに加えて,大量の広

告が掲載され広告収入がもたらされたことがその理由であろう｡

広告欄は1922年以来設けられ,年ごとに数を増 していった｡例えば1929年当時の版をみる

と,広告された件数は48件,広告欄ページ数は56ページに及びアルマナック全体の6分の 1近

く占めている｡広告の内容もさまざまで,それぞれの時代にどのような賞品がさかんに宣伝さ

れていたかということの一端をここから知ることができるが,それはさし当たり本稿の範囲外

である｡

(3) 読者層

それでは次にアルマナック ･ムラユの読者層はどのような人々であったのだろうか｡以下は

上述の読者数の場合と同じく,ムラユ語版だけに限定できず,スンダ語版,ジャワ語版さらに

マ ドゥラ語版のものを含めて読者層ということになるが,これについてはさし当たり次のよう

に推察するしかない｡

推察のわずかな手掛 りは,懸賞当選者の発表欄でそこには氏名のほか住所 と職業が略記され

ているからである｡目下筆者の手許にあるのは,1923年,1924年,1926年,1936年から1940年

までの各年に掲載された当選者のみである｡ 読者層は時代によっても変化するだろうし､地域

ごとに読者層が異なるということもあろう｡ しかしさし当たりそれらを考慮せず,ここにあげ

られた総計255名の人々について,その居住地域と職業を分類 してみると次のような結果が得

られる｡

〔居住地域〕

スマ トラ 58 (内訳 アチェ(6) 北スマ トラ ･メダン(12) 西スマ トラ(ll)

リアウ諸島(3) それ以外のスマ トラ諸地域(26))

ジャワ 112 (バタヴイア(12) 西ジャワ ･バンドン(37) 中ジャワ ･ジョクジャ

カルタ ･スラカルタ(40) 東ジャワ(23))

カリマンタン 5 (バ ンジャルマシン ボンティアナックなど)

スラウェシ 5 (マカッサル メナ ドなど)

東インドネシア 4 (スンバワ アンボン タナ ･メラ)
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これらの合計が先の255名と比べて大幅に不足 しているのは居住地を記 していないもの,ま

た,居住地が分類不能のものを含んでいるからである｡ 先にも述べた通 り,この分布をもって

全体の読者層の地域分布に重ね合わせることには無理がある｡ ただ次のような傾向をある程度

うかが うことはできよう｡

(∋読者層は植民地の全域にわたってまんべんなく広がっていた｡それはスマ トラ西北端のア

チェからイリアンのタナ ･メラにまで及んでいた｡それはバライブスタカのネットワークの広

が りを示すとともに,郵便制度 (郵便物の集配と輸送,送金)が全域にわたって円滑に作動 し

ていたことをうかがわせる｡

② このうちスマ トラ各地の読者は主としてムラユ語版を読み,ジャワ島中東部の読者はジャ

ワ語版,ジャワ島西部の読者はスンダ語版の主たる読者層であったと想定すれば,ジャワ語版

の読者層が断然多かったということになる｡

③上に述べたことを裏打ちするように,アルマナック編集部は,各地の読者がこれを求めて

いることを再三誇らかに言明している｡すでに1923年版序文中に,フォルクスアルマナックが

｢サバンからメラウケまで｣広 く知られているだけでなくオランダ領東インド以外からも注文

が きていると記され翌24年版には同じことを ｢サバンからメラウケまでクタイからクパ ンま

で｣を読者とする方針がうたわれている｡ つまり,植民地領土の全域,スマ トラのサバン (最

西端)からイリアンのメラウケ (最東端)まで,カリマンタンのクタイ (最北端)からティ

ムール島のクパン (最南瑞)まで,すべてをおおうということである｡

④このことは1926年になると別の,しかし注目すべき言葉で表現されるようになる｡ その年

の序文には ｢(このアルマナックが)インドネシアの住民によってます ます好まれるように

なってきている｣[volkSalmanakMclajoe(AMBP)1926‥1]というように ｢オランダ領東インド

HindiaBelanda｣でなく ｢インドネシア｣という語が用いられているのである｡ 同趣旨のこと

は1928年版序文にさらに明確に次のように述べられている｡ これはアルマナック刊行の趣旨を

あらためて再確認したものである｡

｢フォルクスアルマナックは,インドネシアの全ての民族 (segalabangsa)にとって心臓に

当たるものであるが,バライブスタカはたんにそれだけに満足 しているのではない｡さらに盟

むべ きことは,すべてのインドネシア人 (semuaoranglndonesia)がますます数多 くのフォル

クスアルマナックを読み,ひとりひとりがこれを知るようになることである｣[volk∫almanak

Melajoe(AMBP)1928:1]. くり返すまで もなく,ここでも ｢原住民｣ (bumiputra)という従

来のそ してオフィシャルな呼称に代えて,インドネシアという語が用いられていることにな

る｡

次に当選者 として掲載された人々のうちその職業を記載されたものについて,分類をしてみ

ると次のような結果がえられる｡
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〔職業別分類〕

生徒 ･学生 30 (中学生 高校生 師範学校生徒 その他の専門学校生徒等)

教師 44

校長 ･視学官 6

書記層 23(各職域において書記 秘書 司書 会計係と記載されているもの)

政庁の役人 13 (各省庁を職業として記してあるもの 軍人 警官 ジャクジャカル

タの王宮付き役人を含む)

村落レベルの役人 ･村長 18

公営質屋勤務 3

その他の役人 8 (電話局 電報局の勤務 港湾主任等)

年金生活者 1

会社員 4

企業主 農園主 3

商店主 4

商人 7(本屋 衣服商 バザール商人)

その他の専門職 8 (運転手 自転車修理 ラボラトリウム 建築 ･設計技術者)

(なお,中国名を持つ者10名がこの中に含まれている｡)

これから,読者層全体の性格を推察することはさらにむつかしいが,次のような傾向がうか

がえるかもしれない｡

①学校の教師,校長,学生生徒など教育関係者が全体の半ばに達 している(上表に従えば,

176人中80名がこれに該当する)｡

②これにひき続いて教育職以外の公務員 (中央 ･政府 ･村落レベルを含める)が多数を占め

る (上表では書記層から年金生活者までの66名がこれに当たる)｡つまり,日常的に ｢書 き言

葉｣(公文書,教科書,筆記,ノー ト等)にふれている人々,換言すれば公文書を扱うことを

職業にする人々ないしその予備軍 (学生生徒)がアルマナック読者層の大半を占めていること

になる (上表に従って単純に考えれば176人中の144人,つまり82%がこれに当たる)0

(参しかし,数は多 くないものの読者層はさらに広 くさまざまな人々を含んでいる｡商店主

(その多 くは中国名を持つ人々),運転手,商人などの個人業主がそれである｡
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(4) アルマナックの性格と機能

このようにして推察された読者層は,それでは何故かくも熱心にアルマナックを手にしたの

だろうか｡値段の安さや懸賞金付 きであったこと,さらにさまざまな読者投書欄を設けていた

などが考えられよう｡ とくに投書欄についてみると,アルマナック編集部は当初から,投稿と

くに写真の投稿をさかんに募っていた｡これに対 して多 くの反応があり,また読者投稿の記事

と写真が紙面を飾ることもしばしばあった｡このような,読者と出版社 との交流がアルマナッ

クへの需要を高めていたことは想像にかたくない｡

しかしより重要な理由は次のところにあったといえよう｡それは一言でいえば,このアルマ

ナックが,もはや本来のアルマナック (磨)としての機能や年報という機能よりも,当時の植

民地社会において生活上役に立ちかつ公的に認められた知識を碇供するという機能を果たして

いたということである｡

このように述べるためにはアルマナックの内容に触れてみなければならないだろう｡ それを

逐一することは別の機会に譲るとして,少なくとも目次及びいくつかの掲載記事から窺えるの

は,次のような特徴である｡

何 よりも先ず顕著なことはすでに再三述べてきたように,このアルマナックが生活上のマ

ニュアル (手引き)としての性格を強 く示していることである｡ それは,個人個人が生きてい

く上での主要な第一の関心を ｢日々の安穏な生活｣を維持 しさらには ｢よりよい生活｣を実現

することに向けているところで成立する｡ 出産,育児,病気や怪我の治療,料理法,子弟の教

育,衣服の裁断,家事,その他実に細部にまでわたる生活上の知恵 (例えば1924年版の ｢家庭

生活の必要｣ Keperluanrumahtanggaの欄には,ランプの光を明るくする方法,ヤシ油の保

管方法,自アリ駆除,玉子を落として割った時の処理,アイロンのかけ方,長 く使わなかった

布が黄ばんだ場合の手当て,ボールペンの保存,靴の手入れ,銀細工の手入れ,サどの取 り

方,等々が載せ られている [volkSalmanakMelajoe(AMBP)1924:Ⅲ～Ⅳ])についての記述が

アルマナックの中心をなしている｡ それは厳密にプライバシーの空間であってそれをここちよ

く維持するための手引 きが示されている｡ そこでは,｢日常生活の必要｣ (Keperluansehari-

hari)という言葉がキーワードとしてくり返 し用いられているのである｡

次に,毎号多 くのページを飾 りしかも年ごとにその量を増やしていく広告欄が,このプライ

バシーの日常生活をより快適にするものとして展示されている｡

このような生活上のマニュアルの延長として,社会生活上の知識が提供される｡ 銀行,公営

質屋,鉄道運賃表 (旅客,貨物双方),郵便に関するさまざまな情報に加えて,度量衡,通貨

の交換比率などの一覧が表示される｡ これらもほとんど毎号のアルマナックに掲載されてい

る｡ そこでは,値段表 (tarif)と計測単位 (ukuran)とが, くり返 し用いられるキーワー ドで

ある｡
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やや図式的にいえば,このような日常生活,その延長としての社会生活のその外側にこれを

とり巻 くようにして,オランダ領東インド植民地政府が厳然 として存在 しているという構図

が,アルマナックには明示されている｡ それは,各年度の巻頭に必ずおかれているウイルヘル

ミナ女王の肖像写真,王族の名鑑一覧とそれに関わる写真,植民地総督 (写真付き)以下植民

地高位高官,植民地各行政区の主要な官吏の人名録である｡ このような個々の人物名の次に,

植民地政府の制定した主要な法律と条令が掲載され,併せて,税金支払いについての情報が毎

号のように掲載されている｡

このような構図には,植民地社会の安定性と不動性がゆくりなくも示されているといってよ

いであろう｡ 変わらざる王家と王族,政府の構成,ゆるぎない規則,それらを前提として交通

と通信のネットワークが円滑に作動 し,借用経済が成 り立ち,生活の向上に資するさまざまな

商品が市場に出まわる｡そしてそういうものに取 り囲まれて,安定 した個々の家庭が無数に存

在することになる｡ アルマナックは,このような個々人に有益な ｢知識｣pengetahuanと ｢技

能｣kepandaianを提供することを主目的とするものである｡ だから,創刊以来の方針,｢すべ

ての人々に役立つこと｣[vuksalmanakMelajoe(AMBP)1919:1]また,すべてのインドネシア

の人々が ｢もっと多 くの知見 (ilmupengetahuan)を持つこと｣[AMBP1928‥l]は,各年度

の編別構成とその内容とにおいて見事にいかされ,つらぬかれたといってよい｡

アルマナックそのものが植民地社会の ｢秩序と安定｣のミニチュア版として作られていると

いうことを逆説的に示 しているのは,ここにみられる徹底的な非政治性,非歴史性である｡ こ

のアルマナックが出版されていた1919年頃から1940年頃までのインドネシアは,いうまでもな

く,内に激 しいナショナリズムと反植民地運動がもえさかり,スカルノ,タン･マラカ,ハッ

タ,シャフリル,チプ ト･マングンクスモをはじめとするす ぐれた民族指導者が続々と登場

し,そしてこれらの人々が次々と逮捕され流刑されていった時代であった｡まだ国際的状況も

第二次世界大戦-向かって,とくに,日本の脅威が次第に深刻に感ぜられる時代であった｡

しかし,アルマナックが出版されていた全期間にわたって,そのような動きに触れた記事は

まったく見事なくらい,どこにも見当たらない｡それは,KITLV に所蔵されている最後のア

ルマナックである1940年版においても同様である｡

しかしながらそのことはアルマナックがナショナリス トの政治運動に直接に敵対 していたと

いうことではない｡それはアルマナックの非政治的 ･非歴史的な性格を終始一貫示 していたこ

とであったと述べてよいだろう｡

アルマナックが何よりも目指 したのは,既に述べた通 り,生活の役に立つ ｢知識と技能｣を

読者に提供 し伝達することであった｡そこに認められるのはすぐれた啓蒙主義的な性格であっ

た｡ここでいう ｢知識と技術｣とはたんに役に立つだけでなく,植民地社会の秩序と安定とい

う観点からみて無難なもの,さらに ｢秩序と安定｣に対する読者の志向性を強めるものであっ
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た｡いわば,公定で公認の ｢知識と技術｣がそこに盛 り込まれていたのである｡

何よりも顕著であったのは,不安やおそれをかき立てるような記事や情報がまったく載せら

れていないことである｡ 怪我や病気も,それらの応急処置が示され,それが治療されるのに必

要な技術が手際よく示されているのであって,それ以上でもそれ以下でもない｡いわば隈なく

明るい透明な光の中にアルマナックのすべての記事が定置され,だから読者は,おそれやおの

のきとは無縁で, したがってまた楽 しみやかなしみの心性 とは無縁のところで,このアルマ

ナックを読み,そこから知識や技能を学びとったのであろう｡ しかも又,生活の知恵が本来青

くまれ引き継がれていく ｢語 りの言葉の世界｣から離れて,その一つ一つが ｢書 き言葉｣とし

て表現され他のさまざまな情報 と組み合わされて提供されたのである｡ ｢知は力なり｣という

命題における (知)が,そこでは,文字を読むこと,学ぶことに結び付けられた｡公定のそし

て消毒済みの知識をそのままで吸収 しようとする優等生の群れがこのアルマナックの読者と二

重映Lになっていた｡その限りで,バライブスタカのアルマナックは,植民地政府の文化政策

の核心を示すもの,そして,文化事業 (プロジェクト)という観点からして,みごとな成功を

収めたものであったということができるであろう｡

それでは,本来,暦を意味し転 じて年報としても用いられるものとしてのアルマナックの機

能はどういうことになるのか｡

歴史意識の全き欠如ということがアルマナックにおいて示されるという矛盾をどう考えるべ

きなのだろうか｡

ここで興味深いことは,非政治性,非歴史性ということが,アルマナックが本来もっている

厳密な時間概念によってバランスをとられ,そこで二つが相殺されていることである｡ 毎年の

アルマナック編成はほとんど同一であり,しかも,そこに年々の時代の変化,世界の変化を示

すものは皆無である｡まるで時間そのものが停止 しているかのような編成と内容であるのに対

して,冒頭の数ページを埋める暦- キリス ト暦,イスラム暦,中国暦によるそれぞれのカレ

ンダー,それぞれの祝祭 日,その年の日食の予告等が,きわめて厳密な,したがって無機質的

な仕方で 1年また 1年と推移 していることを告知している｡

このような時の推移は,正確無比に記されているというまさにそのことによって,時の経過

とはそもそも何を意味するかという,その意味を剥奪 している｡この無機性と,先にみたアル

マナックそのものの非政治性 ･非歴史性とは,このようにして見事に互いに調和 している｡ た

しかに,年々の人口の変化,年々の法律条令の改訂や増加,郵便制度や鉄道の拡大等が時の変

化 とともに起 き時とともに発展 していることを示 しているかのように見える｡ しかし,人事

録,条文と数字 (peraturan,ukuran,tarif)とは,いずれも文章としてでなく一覧表として示さ

れ,その擢示のされ方は,カレンダーが示されるのと同一のスタイルである｡ だから,とも

に,時が経過することの意味,変化や発展の相貌はひと言 も示されないし,また示す必要 もな
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いことになる｡

20年余 りにわたって刊行され続けたこのアルマナックを通してみて,それにもかかわらず時

が経過 したことを実感させるものが一つだけある｡ それは,ほかならぬウイルヘルミナ女王の

肖像写真である｡毎年巻頭を飾る写真は,時々替えられている｡ その時々の変化は少なくて

ち,20有余年を経ると,1919年当時のまだキリリとした感 じの若き女王 (当時39歳)と1940年

当時のふっくらとした威厳をたたえる女王 (当時60歳)とは,たんに女王自身というよりも,

一人の女性の上に流れていった歳月の長さを白から示 している｡そしてこのような変化だけ

が,このアルマナックにおける時の推移を感 じさせるのである｡

しかし,次にみるブニン社のアルマナック ･ムラユは,それが時の変化を生き生 きと示すと

いう点において,バライブスタカのアルマナックからは大いにかけ離れていた｡そこでⅢとⅣ

では,何がどのように異なっていたのか,また何故そのような違いがこれら二つのアルマナッ

クの間に認められるのかという点について検討 してみたい｡

Ⅲ ブ二ン社版ムラユ語アルマナック

以下にブニン社版のアルマナック ･ムラユについてやや詳 しくみていきたい｡先ずⅢでは

1880年から1912年にかけての編成が年ごとに概観され,このアルマナックの読者数,読者層,

販売ネットワーク,販売政策などが考察される｡ また,アルマナックの出版とともに導入され

た時間概念について論ずる｡

1. 体裁 ･内容の概観

ブニン社版ムラユ語アルマナックのうち KITLV に所蔵されているのは,1880年から1883

年まで,1889年から1899年まで,1901年から1904年まで,1906年,1908年から1912年までの各

年である｡初期の3年間 (1877年から79年まで)と中途の数年問 (1884年から88年まで,1900

午,1905年,1907年)は抜けているが,先にみたアルブレヒト版がわずか 2年間分 しか (1895

年と96年)残されていなかったのに対 して,比較的全体を通観することができる｡

所蔵されているうちもっとも初期の1880年からみていこう｡ 縦 15.5cm,横 12cm の小型版

で,表紙には,オランダ語 を用いて ｢ムラユ語アルマナック (MaleischeAlmanak)1880年

(第4年版)｣と記 され,そのす ぐ下に ｢スラカルタの F.L Winter編,H.Buning (ジョク

ジャカルタ)の出版｣と記されている｡

編者として記載されている F.L Winterの祖父は当時の著名なジャワ語学者,ジャワ学者で

あった｡祖父は CarelFrederikWinter(1799-1859)といい,ジョクジャカルタで生 まれスラ

カルタで生涯を閉じたユーラシアン (欧亜混血)であった｡ジャワ語とオランダ語のバイリン
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ガリス トとして早 くから認められ,オランダ人ジャワ学者J.F.C.Gericke(1800-57)の片腕と

して,『ジャワ語-オランダ語辞典』の編纂に大きな貢献をした [土屋 1984:76-一117]｡

しかし孫の F.L.Winterがどのようにしてこのムラユ語アルマナックの編集にかかわるよう

になったのか,またとくにジョクジャカルタのブニン社とどのような関係をとり結んでいたの

かを明かす手掛 りはほとんどない｡ただ,後にも述べる通 り,F.L Winterの名は1889年当時

のアルマナックの表紙からは姿を消 し,それに代って TanTjiookSanという人物が編集を一

手に引き受けるようになる｡ 彼はおそらくごく初期の間だけこのアルマナックとかかわったの

であろう｡

それでは F.L Winter編のアルマナックはどのような編成をとっていたのであろうか｡1880

年のアルマナックから順次みていこう｡

先ず暦の欄が冒頭の24ページにわたって掲載される｡ そこでは,中国年,pramataMangsa,

Wuku,1809年ジャワ暦の月,市場暦 (pasaran),日 (Ari),オランダ暦の順序で,暦日が並べ

られている｡10)

次は祝 日一覧である｡オランダ人 (bangsaWolanda),イスラム (bangsalslam),ジョク

ジャカルタとスラカルタ,中国人 (bangsaT〕ina)の順序で祝日が記載される｡

その次に,官吏の氏名の後につけられている略号の説明欄が設けられている｡その後120

ページ以上にわたって,植民地政府の高位高官,原住民首長,中国人マイヨ-ルとカピタン等

の人名録が掲載され,分量的にみても,アルマナック全体の 7割近 くに達 している｡

その後には2編のシャイ-ルが掲げられている｡シャイ-ル (Syair)とは,4行 1連,各連

ごとに各行が韻を踏んでいくという形式で,古典ムラユ文学の韻文の-形式である｡ 長短はさ

まざまであるが,ここに載せられているのは,33ページ200連を越える長大なものである｡

この詩編をもってアルマナックは終わるが,最終ページに1880年の食の予測が示されてい

る｡

1880年版のアルマナックのこのような編成の骨格はそれ以降も引き継がれていくが,年に

よって変化をみせる部分もある｡ そこで,それ以降についても以下にその編成を概観 しておこ

う ｡

1881年版では,見開きページにオランダ王女の線描画が載せられている｡以下は前年と同じ

編成で,その後に,ナポレオンⅢ世についてのシャイ-ルが載せられている｡ このシャイ-ル

は次年度への続き物である｡さらにマルク諸島の人々のパントゥン (伝統的な四行詩)が載せ

10)pramataMangsaはジャワの農事暦,Wukuは30日7回つまり210日を1単位とするジャワの編年シ
ステムで,WatuGunung王,Sinta姫,Landep姫及び王とsinta姫の間に生まれた27人の男児が,
毎週 7日ごとにひとりずつ天国に呼び寄せられるという rパララトンj中の物語に由来する [宮坂
1984:36-37]｡ジャワ暦は1633年以来スルタン･アグンによって採用されたもの,市場暦は1過 5日
の周期でくり返されるものである｡
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られている｡

1882年も同様の編成である｡ 見開きページの口絵には,中国の王 (清朝) とトルコのスルタ

ンの線描画が載せられている｡ 四つの詩編が載せられているほか,ブニン社自身の出版物の広

告欄が設けられている｡

1883年も編成の骨格は前年までと同様である｡口絵に措かれているのは,マンクヌガラ家の

王子とバクアラム家の王子｡一方はスラカルタ他方はジョクジャカルタに所在する小王家の第

一王子がそれぞれ掲載されていることになるOこの年は長編の詩が一編,これはアラブ文字か

らの翻訳であると記されている｡ また,前年にひき続いて出版広告が載せられている｡12点す

べてがブニン社の出版物で,莱,料理,暦日表,ワヤン物語,原住民用法律書に関する書物が

含まれている｡また,この内,薬 ･医療関係のものが 4点と数の多いこと,8点はジャワ語

(したがってジャワ文字)の書物であることが注目される｡

さてブニン社版アルマナックはその後 5年間 (1884年から88年まで)が欠けているのでその

間の変化は定かでないが,1889年以降についてみるといくつかの変化が示されている｡

1889年 (第13年次)の表紙には,先ずムラユ語で AlmanakBahasaMelajoeと記されその次

にオランダ語による表示がくる｡ また,この年以来,F.L Winter編という記載は見当らない｡

その点が一番大きい変化である｡ それに代って,この年に掲載されたシャイ-ル3編のうち最

初のものである ｢シャイ-ルで綴る｣ (Syairyangmengarang)中に,TanTjiookSanという

人物名が記載されている｡ これは,ジャワの詩形式でいうsandiasmaによるもので,ひとつ

の詩の中に特定の人物名やことがらが織 り込まれていくものである｡19世紀のジャワの詩聖と

請われたロンゴワルシト (1802-73)が得意とした技法であった [土屋 1984:125n]｡

｢シャイ-ルで綴る｣という10連から成る詩の各節の冒頭の文字を一語ずつとり出して綴 り

合わせていくと,"TanTjiookSanJangMengarangAlmanakDiJokja"つまり ｢タン･チュッ

ク ･サンがジョクジャカルタでアルマナックを綴 ります｣という文章になる｡ だからこの号を

以て,タン･チュック ･サンがアルマナックの編纂を引き受けることが,シャイ-ルの形式で

明示 されたことになる｡ 事実この翌年の1890年以降1904年に至るまで,毎号の表紙に Tan

¶iookSanの名が記された｡彼はこの15年近 くの間このアルマナックにかかわる最 も重要な

人物となった｡

さて,タン･チュック ･サンとはいかなる人物であったのだろうか｡プラナカン (インドネ

シア化 した中国人)であることは確かだが,それ以上のことは今のところ筆者には判然としな

い｡したがって,さし当りはこのアルマナックをひもときながら推察せざるをえない｡

先に述べたシャイ-ルは,タン･チュック ･サンとアルマナックとの関係をおぼろげではあ

るが次のように伝えている｡
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タン･チュック ･サンがいまからアルマナック ･ムラユを綴る｡ 彼は又ジャワ語版も綴

る｡ そのためにすでに2年間仕事をしてきた｡これまで読者は沢山の誤 りがあるので読む

のも一苦労であったが,これからは誤 りを正し,批判されることのないようにしたい｡実

際のところ余 りの誤 りの多きにもう発行をやめようということになったが,編者を代える

ことで刊行 を続ける結果 となった｡ とはいえ新 しい編者 もまだ慣れぬことが多い｡神

(AllahTuhanYangMahaKwasa)の授けを得て,読者が読むに楽しく,お金の損をした

ことにならぬようにしたい｡

このアルマナックが買われ,そして楽 しく読まれますように,読者にご挨拶を申し上

げ,誤 りはどしどし指摘されるよう願う次第である｡

シャイ-ルの上に Sandiasmaの形式を踏んでいるから内容に無理や歪みが生 じていること

はやむをえない｡しかし,上に書かれた内容はほぼ事実を伝えていると考えてよいであろう｡

とすると,タン･チュック ･サンはこれまでのアルマナックの質の向上を図るために,ブニン

社から請われて編集の仕事に携わるようになったということになるだろう｡ ただ,それが前任

者の F.L Winterとの交代なのか,また仮 りにそうだとしても,アルマナックの質の悪さがそ

の交代の理由なのか否かということになると走かではない｡しかし,このシャイ-ルが示 して

いるのは,F.L Winterの時代 とは異なってもっと高いレベルのアルマナックを作ることに対

する満々たる自信である｡ そしてそれ以降のアルマナックは,彼のそのような自信が決して的

外れではないということを示 していた｡その点についてはⅣで詳しく述べることにして,さし

当りは年々のアルマナックの概要を追っていくことにしよう｡

タン･チュック ･サンが編集するようになって以降も,編成の基本型は従来 とは変わらな

かった｡ 1889年についてみれば,それまで巻末におかれていた日食の予告が冒頭のページに

移ったほかは不変で,その後は,オランダ,中国,ジャワの暦,祭日の一覧が続き,それから

200ページ余 りにわたって,植民地政府にかかわる人名録が掲載された｡先ず,官吏に冠せら

れるさまざまなタイトルの解説があり,ついで総督以下の高位高官,全ジャワの裁判官,ジャ

ワ及びマ ドゥラのウェダナ (郡長),外島 (具体的な地域は,スマ トラ,ポンチアナック,バ

ンジャルマシン,マカッサル,アンポイナ),中ジャワ四侯国の王 ･王族 ･軍人 ･高官,中国

人マイヨ-ルとカピタン,外島各地域のラジャ (土着首長),これらの人名が記載された｡

そのあとに,先に述べ られたものを含めて 3編のシャイ-ルが載せられていた｡巻末の数

ページはブニン社の出版広告で18点の書籍が広告されていた｡この内ジャワ語の書物が14点,

ロンゴワルシ トの作品 2点が含まれていた｡なお,広告欄には ｢迅速出版の H.Buning,ジョ

クジャカルタ｣とあり,つづいて ｢上記の出版社では,オフイス用のさまざまな事務用品,書

物その他を販売するほか,以下のようなジャワ語及びムラユ語の本の印刷を行っております｣
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とあり,出版とともに書籍文房具の販売も扱っていたことが知られる｡

なお,それまで掲載されていた口絵はひき続き見開きページを飾った｡この年1889年には,

ジョクジャカルタ王家スルタン･ハマンクブオノ8世の写真が掲載された｡

1890年｡この年から表紙の体裁が少 し変化する｡オランダ語の表記が消え,Almanak

BahasaMelajoeという表記だけとなる｡ また第14年度版という表記 もオランダ語からムラユ

請-と変 り,その下に ｢タン･チュック ･サンによって綴られた｣ とムラユ語で記されてい

る｡ 表紙の一番下は,｢ジョクジャカルタの H.Buning氏の印刷所で出版される｣ とこれもム

ラユ語で表記されている｡ つまり,表紙から一切のオランダ語表記が消えムラユ語表記に統一

されたのである｡

この年の内容は人名録の部分までは前年と同様であるが,その後にジャワ及びマ ドゥラの鉄

道時刻表と鉄道運賃が32ページにわたって掲載されている｡1890年当時のジャワ島は,さかん

に鉄道建設がすすめられていた時期であり,鉄道延長キロ数にして約 900km 程度が開通 して

いた (鉄道は1867年営業を開始 した)｡また,1890年当時にこの鉄道を利用 した旅客のべ数は

約600万人であった｡これらは植民地時代の鉄道網の完成する1924年当時の鉄道延長キロ数

4,200km,また1920年当時の旅客のべ数7,200万人に比べるとまだはるかに僅かであったが,し

かし,このアルマナックはいち早 く,鉄道情報を提供 したことになる [土屋 1988:159-162]｡

このあとにシャイ-ル3編が掲載され巻末にはブニン社刊行の出版広告が載せられる｡ 書物

は14点,半ばはジャワ語で記されたものであるが広告欄はすべてラテン文字が使われるように

なっている｡これは前年まで,ジャワ語の本はジャワ文字で広告されていたのに比して新 しい

変化である｡

なお本号の裏表紙にはプニン社が扱っている次の品目-の注文広告が載せられている｡それ

らは,領収書,請求書,招待状,質草岐,名刺,住所入 り封筒,各種のノート (注文に応 じて

どの様式でも可),各サイズ各色の用紙,ペンとインクなどの筆記用具などであり,ここから

ブニン社が出版以外に各種の事務用品の製造と販売を営んでいたことが分る｡

1891年｡編成は前年と同様｡口絵にはジョクジャカルタ ･ハマンクブオノ7世の王子の写真

が掲げられている｡ 鉄道時刻表 も前年と同様で,そのあとに4編のシャイ-ルが載せられる｡

このうち最後の 1編は混載詩で類い詩 5編が含まれている｡ブこン社の本の広告27点と事務用

品の注文制作の広告も前年と同様である｡

1892年｡口絵はボロブ ドゥル寺院の写真,人物以外が用いられるのはこれが最初である｡ 以

下の編成は前年と同様,ブニン社の本の広告,事務用品の注文の勧誘がその後に続き,鉄道時

刻 ･料金表はその後にくる｡ これは1890年12月15日現在のものと注記されている｡ 全部で40

ページに及び鉄道のネットワークが次第に拡大していく状況が反映されている｡ 巻末に長編の

シャイ-ル 1編が38ページにわたって載せられている｡
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1893年｡口絵はオランダのウイルヘル ミナ王女 と覚 しき人の写真｡以下の編成は前年と同

樵,ただ最後にジャワのレジデンシー (州)の区分とそれぞれの人口が掲載される｡ シャイ-

ル 3編が載せられ,広告欄があり,巻末に鉄道時刻 ･料金表が載せられている｡ なお本の価格

は値下げしたと述べ られている｡実際料理の本が 4フローリンから3フローリンへ下がってい

るのを始め軒並み 2割以上価格が低下 している｡

なおこの年か ら表紙下段の H.Buning社の前 に付 されていた tuan (氏)が とれて firma

(商会)に変わり,｢FirmaH.Buningの印刷所出版｣ と表示されるようになった｡11)

1894年｡口絵の写真はスラカルタ王家の当主ススフナン10世が載せられている｡10世が1893

年に即位 したことを記念 して掲載 したものであろう｡ 実際,アルマナック中には黒わく広告で

1893年 3月17日午前 7時にススフナン9世が65歳で逝去 したことが示 され,それを悼むシャ

イ-ルが載せ られるとともに,ほどな くして 3月30日に挙行された新王の即位式の華やぎを

歌ったシャイ-ルも併せて載せられている｡

なおそれ以外の情報は前年と同様である｡ 巻末にすでに述べたシャイ-ルを含めて 3編の詩

が載せ られている｡

1895年｡編成は前年 と同様｡口絵写真はスラカルタのクラトン (王宮) と思われる｡ 鉄道案

内は掲載されず,シャイ-ル 2編が載せ られている｡ その内 ｢ロンポック戦争のシャイ-ル｣

は47ページに及ぶ長編詩である｡ ブニン社出版の書籍27点が巻末に広告されている｡

1896年｡口絵写真は植民地総督フアンデル ･ヴェイク (vanderWijck,在任1893-99)｡以下

の編成は前年と同じ｡巻末 6ページにわたってブニン社の出版広告 と営業品目の紹介,これも

例年通 りである｡44ページにわたる長編のシャイ-ルが掲載されている｡

1897年｡口絵写真は ｢シャム国王殿下｣チュラロンコン,これはチュラロンコン王が1896年

にジョクジャカルタを訪問したことと関連 して載せ られたと考えられる｡ 事実その訪問の様子

を伝えるシャイ-ルが掲載されている｡ 以下の編成は前年と同じ｡シャイ-ルは上に述べたも

のを含めて 2編が掲載されている｡

1898年｡口絵写真はウイルヘル ミナ女王｡この年に即位式が行われた｡女王を請えるシャ

イ-ルほか 1編が掲載されている｡以下の編成は前年と同じである｡

1899年｡口絵写真はジョクジャカルタ王家の王子｡以下の編成は前年 と同じOシャイ-ル 2

編が掲載されている｡

1900年｡欠号｡

1901年｡口絵写真は総督ローゼボーム (Roseboom,在任1899-1904)｡以下の編成は1899年

ll)Buning社がジョクジャカルタの有力な出版社であったことはその多様な出版物からみても充分に窺
える｡しかしこの出版社の由来などは不明な点が多い｡Buningが個人企業として行っていたものが,
1893年当時に彼が死去したか何か別の理由によって経営主体から退き,それとともに商会形式をとる
ようになったことも考えられるであろう｡
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のものと同様｡長編詩 1編が掲載されている｡

1902年｡口絵写真はウイルヘルミナ女王とへンドリック殿下がそれぞれ左右 1ページずつに

掲載｡以下の編成は前年 と同様｡長編詩 1編 (前年来のつづ き物)の完結編が掲載されてい

る｡巻末にジャワ語の本の広告のほか,金銀細工 (バタヴイア及びスラバヤ) と薬品 (スマラ

ン製)の広告が載せられている｡ブニン社以外の広告が初めて現れるようになる｡

1903年｡口絵写真はジョクジャカルタ王家の王子｡以下の編成は前年 と同様｡シャイ-ル

1編が掲載されている｡巻末にはブニン社に新 しい活字版 と6台の印刷機が購入されたことが

広告 されている｡

1904年｡口絵写真はジョクジャカルタ王家の王子｡以下の編成は前年 と同様,シャイ-ル

1編が掲載されている｡他にスマラン製のタバコの宣伝,ブニン社自身の広告が載せられてい

る｡

この年の巻末にはそれ以外になお二つの注目すべ き広告が現れている｡

ひとつは,rレトノドゥミラJ (Retnodhoemilah)の購入を勧誘するものである｡ この新聞は

1895年に創刊 されたがその当時の編集者は F.L.Winterであった [Nagazumi1972:179m]O と

ころが1901年以降は,後年 (1908年)プデイ ･ウ トモを設立 してインドネシア民族覚醒の父と

仰がれることになるワヒデイン ･スデイロフソド (M.Ng.WahidinSudirohusodo,1857-1916)

が,編集長をつとめることになった [ibid.:26]｡

さてこの広告欄には次のようにみえている｡ ｢『レトノドゥミラJを読 もう｡ 美 しい装丁と楽

しいよみ物｡2ページ立てで,ジャワ語 とムラユ語並置の新聞｡ジョクジャカルタとスラカル

タの王宮の中でも読まれている｡購読料は3カ月につ き3フローリンで前払い｡毎週,祝 日以

外の火曜日と金曜日に発売｡広告掲載料 も廉価｡編集長スデイロフソド｡発行はジョクジャカ

ルタ H.Buning商会｣｡

このような記述から,ブニンが一方でタン･チュック ･サンというプラナカンを編集者とし

てアルマナックを刊行 し､他方ではジャワ貴族の末端に連なるワヒデイン ･スデイロフソドを

編集長として FレトノドゥミラJ紙を刊行 していたことが分かるO それは民族意識の先覚者が

先ず出版社 と結びついて活動 していたこと,さらに,彼 とプラナカンとが出版活動の場を共有

することで,間接的 ･直接的に結び付いていたことを示 している｡

さて1904年版 に載せ られた広告で もうーっ注 目すべ きものは最終ページの ｢宝 くじ｣

(Loterij)である｡ そこには次のようにある｡

くじ番号 6437｡ジョクジャカルタブニン商会刊行のアルマナック ･ジャワもしくはア

ルマナック ･ムラユを購入 したものは宝 くじを 1枚を得ることができます｡賞品は下の通

りで,1904年 4月 1日に抽選を行います｡
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宝くじの賞品

l等金時計 (価格50フローリン),2等銀時計 (価格20フローリン),3等銀時計 (価格

12フローリン),4等目覚まし時計 (価格10フローリン),5等ペン立てセット (価格7.5フ

ローリン),6等ペ ン (価格 5フロー リン),7等ペ ン立て (価格 5フローリン),8等

1ダースの紙及び封筒 (価格2.5フローリン),9等 『クヒヌール』 (KitabKoehinoer)全

2巻｡

抽選の結果は追って 『レトノドゥミラ』紙上で発表します｡また,当選者 ･当選番号を

知 りたい方は,切手同封の上お申し込み下さい｡

さらにこの年のブニン社刊の書物の広告中には,従来からくり返 し広告されてきた料理の

本,薬の本,政府の主要な条令のムラユ語訳,ジャワの年代記 と歴史物語のほか,F.L

winter著 『オランダ人のしきたりと礼儀』 (1フローリン),F.Schulze著 『ロンボク戦争』

のムラユ語訳 (2フローリン)などの広告がみられる｡ このうち,前者は後年,1908年及び

1909年にあらためてアルマナックに転載されたと考えられる (後述)｡

ひき続いてブニン社アルマナックの概要をみていこう｡

1905年｡欠号｡

1906年｡口絵写真は,植民地総督ファン･ヒュ-ツ J.B.vanHeutsz(185卜1924)｡ 彼はア

チェを征服後総督に就任 (1904-09) した｡ちなみに写真に付された称号は SriPadukaYang

DipertuanBesarJ･B･vanHeutsz,Governeur-GeneraaldiHindia-Nederland(オランダ領東イン

ド総督J.B.ファン･ヒュ-ツ大官閣下殿)とあって大仰である｡

次にこの年の表紙からタン･チュック ･サンの名前がなくなり,その部分には ｢御総督府

(KandjengGouvernement)刊行のアルマナックにもとづ く｣と記されている｡さらに Buning

から商会伍rma)の名が消え株式会社 (N.V.voorheenBuning)に代った｡

目次より前の見開き部分に,1905年の宝 くじの当選者10名が発表され,次回 (1906年)の当

選者も迫って 『レトノドゥミラ』紙上に掲載予定とある (これについては後述)0

さてそれ以下の内容 もそれまでと比べて多少変化してきている｡ 例えば1904年版では従来通

り,日食の予告,祝日,西暦 (オランダ),中国,ジャワのカレンダー,星の名前と意味,そ

の後に植民地政府の人名録が続いていた｡それに対し1906年版では,日食の予告,祝日のあと

に,ポンチョ･ス ド (pontjo-sudo),チョンドロ ･ウク (tjondrowuku)など,占いと日の良し

悪 Lに関する情報が載せられている｡ しかしそれ以後の編成は従来と同様である｡ そのあとに

シャイ-ル 1編が掲げられている｡

巻末部分は従来通 り広告欄に充てられているO自社出版の書物,事務用品,『レトノドゥミ

ラ』の広告のほか,バンジャルヌガラにプニン社の代理店が開設され,ブこン社の商品のほか
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各種のアルコール類の販売も行っている旨が広告されている｡

最終ページは,1904年のものと同様に ｢宝 くじ｣ の広告が載せられている｡ 賞品が少 し変化

し,1等は宝石 (価格75フローリン)で以下12等 (2フローリン)まで,賞品の価値と賞品数

がともに少し増 したことが知られる｡

1907年｡欠号｡

1908年｡口絵写真はジョクジャカルタのバク ･アラム王家 7世｡日次内容は前年と同様で,

日の占いや吉凶が示され,そのあとに大量の人名録が載せられている｡

しかし,この年のアルマナックにはいくつかの変化がみられる｡

第-は宝 くじの景品がさらに増えて読者の射幸心を煽るようになっていることである｡裏表

紙の広告によれば,1等賞はガメラン (楽器)1セット (価格500フローリン)ととびぬけて豪

華となり,2等はグラムフォン (｢話す機械｣と注釈が付されている｡70フローリン),以下宝

石や金時計やブニン社刊行の FブスタカラジャJ全10巻など,24等までさまざまに魅力のある

賞品が並べられている｡なお1907年の宝 くじの当選者も最終ページに載せられている (これに

ついては後述する)｡

第二の変化はこの頃からアルマナックの広告欄が大いに増加したことである｡それはブニン

社関係の広告が増えたこととそれ以外の各種の広告がともに増えたことによる｡ ブニン社刊の

出版では,ジャワの物語集成である 『ブスタカラジャ』 (ジャワ語)全10巻が完成 し全巻割引

き20フローリン (各巻別では2.5フローリン)で発売する旨の 1ページ大の広告が載せられて

いる｡ちなみにこの販売方法で興味深いことは,全巻購読者に対 して福引きくじを設けたこと

である｡1等ダイヤモンドカット (200フローリン),2等自転車 (100フローリン)以下 7等ま

で賞が揃えられている｡ただし,このくじ引きは全巻250セットが販売された場合とするとい

う但 し書きが付されている｡ 販売促進とくじとを巧みに結び付けていることがよく分かる｡

ブニン社以外の広告で興味深いのはサングラスの広告でニッケル製3.5フローリンから14金

22.5フローリンに至るまで各種のグラスがとり揃えられている｡ 販売店はジョクジャカルタの

薬局店である｡賞品の中に自転車が入っていたことを合わせて,ジョクジャカルタの街に次第

に新 しい商品が日常化 してくる状況がうかがえる｡

なおもうーっ,生命保険の広告が日をひく｡ これはハーグに本店をもつ保険会社の支社がス

ラバヤに開設されたことを伝える広告である｡

第三の,そして最も大きな変化は,これまでアルマナックの最終部分に必ず掲載されていた

シャイ-ルが,少なくとも筆者の手許にある1912年迄の分についてみる限 り,この1908年を

以って姿を消 したことである｡とはいえ,アルマナックから読み物欄がまったく姿を消したわ

けではない｡シャイ-ルに代って通常の散文が載せ られるようになったのである｡1908年に

は,｢オランダ人のしきたりと礼儀｣と題する一文が載せらた｡筆者は F.L.Winterで長さは
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88ページ,これはおそらく1904年の書籍広.告中にあった同名の本 (定価 1フローリン)を,ア

ルマナックの方-転載 したものであろう｡ これは,翌年 も連載され 2年で完結 した｡

1909年｡口絵写真はジョクジャカルタ王家の王子の結婚 (1907年 8月16日)時のもの｡以下

表紙とそれにつづ く編成 も1908年のものを踏襲｡

前年にひき続いて広告欄が増加 し,各種の売薬,洗髪剤 (ふけ取 り),サングラス等が広告

されている｡このうちサングラスは利用者からの ｢賞講のことば｣が載せられて品質保証をし

ている (プロポリンゴ,マゲラン,スラカルタ,ボンドウオソの利用者)0

また前年にひき続いて ｢オランダ人のしきたりと礼儀｣が載せられ,これとは別に,パウコ

ン (Pawukon),すなわちジャワの210日のサイクル (7曜×30日)のそれぞれについての吉凶

の解説の連載が始まっている｡

1910年｡口絵写真はウイルヘルミナ女王の夫君と子供たち｡以下の編成は1909年と同様｡前

号にひき続 きパウコンの解説,別に ｢プルギオ物語｣(HikayatPergiwa)が掲載されている｡

これはワヤンで演ぜ られる物語である｡

ところでこの年広告欄に現れた商品は次のようなものであった｡万年筆ケース,印字セッ

I,ゴム印,インク消 し,各種の薬 (ペカロンガン),バティック (ペカロンガン),自動車 ･

自転車,白髪染め,香水,サ ングラス,時計 ･宝石 ･銀細工,メガネケース,整髪剤,避妊

莱,しみ ･そばかす取 りクリーム,せ き止め,塗布油,各種の書物 (料理,薬,ムラユ語-オ

ランダ語,オランダ語-ムラユ語辞典等)

なお1910年版の巻末部分には,｢商人リス ト｣が載せられている｡どのような基準で選ばれ

ているのか判然としないが,ジャワ島から46名,外島から9名の名が挙げられている｡ 氏名は

すべて中国名である｡

また1909年の ｢宝 くじ｣ の当選者一覧が掲げられている｡ これによれば,当選者は100名に

増えている (これについては後述)｡なお当選者の掲示のあとに次のような興味深い ｢お願い｣

が記されている｡

このたびの1909年版アルマナックの賞品をまだ受け取っていない方は,至急申し込んで

ください｡1910年 1月 1日までに受け取 られない場合には,賞品の一部を,ジョクジャカ

ルタのブデイ ･ウ トモ本部並びに中華会館 (TiongHoaHweeKoan)に寄付致 します｡ブ

ニン株式会社｡

そしてこれに呼応するようにして,裏表紙の ｢宝 くじ｣ の欄外にも,1910年用のものについ

て同趣旨の告示がなされている｡なおこの時点での賞品は100人に対 して総額2,000フローリン

に達 していた｡
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さらにこの年初めてごく簡単なプニン社の由来が広告 された｡それによればブニ ン社は

(1910年から数えて)45年前に設立された印刷所で,1883年のアムステルダムの万国博で表彰

された実績をもつ｡ジャワのプリヤイと植民地政府をお得意様 としている｡ スタンプのことな

らどのような相談にも応 じるのでご愛顧願いたい,とのことであった｡

1911年｡口絵写真は植民地総督イデンブル7,この人は1909年に総督に就任 した｡それに続

く編成は前年と同様であるが,新たに ｢ジャワ医学校｣(DoktorJawa)の卒業生名簿が記載さ

れている｡連載物としてパウコンのほか ｢スルヤウイセソ物語｣が載せられている｡

前年にひき続き ｢商人名鑑｣として22名の名前があげられている｡すべて中国名でジャワの

各地に在住する者が含まれている｡そ して標題が ｢商人にしてこのアルマナックの販売代理

人｣とされているので,これらの人々がブニン社のネットワークを作 り上げていた人々である

ことがわかる｡おそらく1910年の ｢商人リス ト｣も同趣旨のものであろう｡ とすると中国系商

人がその当時作 り上げていた緊密なネットワークの具体例を知るための良い手掛 りとなるだろ

う ｡

この年 も多様な広告が載せ られている｡ブニン社製のさまざまな事務用品 (製図用具,文

箱,名刺,招待状,スタンプ,インク等)と書籍のほか,ブニン社で販売する中国茶の広告が

載せられている｡ 中国茶の広告は他にもいくつか出ているがいずれも ｢にせ物｣に注意された

いと記されている｡

1910年用の宝 くじの当選者100名の名前も発表され (後述),又,賞品を受け取らない場合に

はブデイ･ウトモ及び中華会館-の寄付にまわすという公告 も前年通 りである｡

1912年｡口絵はスラカルタ王家のバクブオノ10世｡内容構成は前年 と同じ｡｢プラボクスモ

物語｣とパウコンの連載という形式 も,1908年以来不変である｡

広告欄はブニン社の事務用品と書籍を中心 とする｡ 書物のバラエティーが増え,各種の辞

輿,オランダ語教本,さまざまな翻訳物 (『ドンジュアン物語』,『モンテクリス ト伯』,F千夜

一夜物語J等)に及んでいた｡

この年度のアルマナックも宝 くじの当選者100名を巻末に発表 している｡

以上が1880年から1912年まで30数年間にわたるブニン社版アルマナック ･ムラユの概要であ

る｡ 次には,ここから知られる限りにおいて,アルマナックの読者,スポンサー,販売政策等

について考察 してみよう｡

2. 読者,スポンサー,販売政策

上に概観 してきたブニン社版アルマナック ･ムラユを成立させていた背景はどのようなもの

であったのだろうか｡アルマナックをみる限 りではそれを窺わせる手がか りはきわめて少な

い｡また,その手がかりにしても,推察の域を出ないおそれもある｡ しかし,一応次のことが
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らを手がか りとしてみることができるだろう｡

(a) ブニン社自身の性格,広告主

(b) ブニン社の販売代理店のネットワーク

(C) 宝 くじの当選者名簿

(1) ブニン社の性格と広告主

先に述べられているところに従えば,ブニン社は1865年当時にジョクジャカルタに設立され

た [AMB 1910]｡Buningとはこの設立者にして経営者の名前ではなかったかと思われるが,

もしそうだとしてもどのような人物なのかは不分明である｡ プラナカン (インドネシア化 した

中国人)ではなく,オランダ人か欧亜混血の何れかであった｡おそらく欧亜混血ではなかった

であろうか｡

ブニン社は早 くから印刷機械を導入するとともに,各種の文房具,事務用品の販売で成功 し

ていたと思われる｡1883年のアムステルダム博覧会で表彰されたというから,ヨーロッパとの

ネットワークもできていたらしい｡しかしこのブニン社 (のちに商会さらに株式会社 となる)

の主要な活動はジョクジャカルタであり,中でもジョクジャカルタやスラカルタの王宮 (クラ

トン)や植民地政府などの御用商人としての地位を固めていたと推察される｡

それと関連して,ブニン社が1878年以来アルマナック ･ムラユを,さらに1895年以来 『レト

ノドゥミラ』を刊行出版 したことは興味深い｡先ず,アルマナック ･ムラユ及び 『レトノドゥ

ミラ』の当初の編集責任者は F.L Winterで,この人は,オランダのジャワ学形成に多 くの貢

献をなした C.F.Winterの直系の孫であった｡先に述べた通 り,C.F.Winterは彼自身欧亜混

血で,19世紀半ばのジャワにあって,一方ではオランダ人ジャワ学者 Gerickと緊密に手を携

えてジャワ古典文学 ･言語研究の基礎を固めた｡その貢献の大きさから生前 ｢オランダ王立ア

カデミーのジャワ研究にとっての栄養源｣ と言われるほどであった｡さらに,C.F.Winterの

父親もまたオランダ語-ジャワ語通訳官を勤めていた｡そのため C.F.Winterは子供の頃から

ジャワ人社会とくに王宮によく通 じなかでもスラカルタ王家付 きのプジャンガ (詩人)として

誉れの高かったロンゴワルシトとは生涯にわたって深い親交を重ねていた｡ジャワ語 ･ジャワ

文学についてこの詩人から知識を得る一方,生活上の援助を含めてさまざまな相談にも乗って

いたらしい.この意味で,C.F.Winterは,オランダ語 とジャワ語という二つの言語をつなぎ

その間を自在に往来することのできる人であった [土屋 1984:76-96]｡

さて,F.L Winterはその直系の孫 として Winter家の少なくとも四代にわたる職業を継い

だことになる (なお,F.L Winterの父と叔父も,C.F.Winterの仕事を継いで通訳官ないし

語学教師として活躍 していた)｡すなわち一方でオランダ社会に通 じて,既に述べた 『オラン

ダ人のしきたりと礼儀』を著す一方,自らはジャワに居て,アルマナックや新聞の編集に携っ
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ていたのである｡ ただ,祖父の世代 (C.F.Winterは1859年に死去 している)と異なるのは,

F.L Winterが活躍する19世紀未から20世紀の初めになると,ジャワ語だけでなくムラユ語が

次第に大きな役割 りをしめるようになってきたということである｡それは,中ジャワの文化的

中心であるジョクジャカルタやスラカルタにおいても,ムラユ語版のアルマナックが出版さ

れ,また,つい一世代前ならジャワ語の新聞だけが刊行されていた一一一例えばスラカルタで刊

行された 『ジュルマルタニA,『プロマルタニ』 という新聞はいずれもジャワ語版であった-

のに対 し,『レトノドゥミラ』のようにジャワ語 ･ムラユ語併用の新聞が刊行 される時期で

あった｡ブニン社 とF.L Winterの結び付 きには,ジョクジャカルタにおいて出版言語として

のムラユ語が浸潤 し始める状況が示されている,といってよいであろう｡

次に注目されるのは,タン･チュック ･サンがある時期にアルマナック ･ムラユの編集を委

託されそれをとり仕切ったことである｡ 少なくとも彼の名が最初に現れる1889年からその名前

の消える1906年までの18年間,ブニン社刊のアルマナック ･ムラユはタン･チュック ･サンと

ともにあったといってよいだろう｡

タン ･チュック ･サ ンがどのような人物であったのかは,F.L Winterの場合よりもさらに

定かでない｡先にみたように,1887年当時からアルマナックの編集とかかわり,それを本格的

に委せられたのが89年以降であること,そして前任者との交代の理由が,本人の述べるところ

に従えば,ムラユ語の誤 りや編集 ミスを正すためであることが窺えるのみである｡

しかし,この交代によってもたらされたのは,アルマナックの中に,同時代の時代状況とく

にその当時のジョクジャカルタに住む人々が共通に経験 したことを詩形式で表現 し掲載 してい

くという,まことに斬新なスタイルであった｡これについては章をあらためて詳説 してみた

い ｡

ブニン社がタン･チュック ･サンを編集者 として据えたのは,そのような意味で成功を収め

ただけでなく,当時の植民地社会とくに中ジャワの中国系住民 (プラナカン)とブニン社 との

関係を一層強めたことであろう｡その点は,20世紀になると具体的にはっきりと示される (本

辛 (3)で述べる)0

さて,ブニン社のもう一つの特徴は,すでにみた通 り,『レトノドゥミラ』 という週 2回の

新聞を併せて発行 し,その編集には当初は F.L Winter,1901年以来はワヒデイン ･スデイロ

フソドが当ったことである｡ ワヒデインは永積が見事に説き明かしているように,ジャワのプ

リヤイ (貴族)の末端に連なって王宮世界-の大いなる崇敬の念を示 しながら,聡明で勤勉な

少年としてオランダ語教育を受けて医師の資格を得るという点で,19世紀末の時代の先端に立

つエリートでもあった｡彼は,さらに多 くのす ぐれた資質のジャワ人少年たちに勉学の機会を

与えようと考え,そのための奨学金制度を作 り上げようと努力 した｡1905年からは特に活発に

な り,『レトノ ドゥミラ』紙上にもしばしばそのためのキャンペーンが載せ られた｡このよう
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な活動の成果が,1908年に至ってブデイ･ウ トモを生み出していくことになる [永積 1980:

99-134]｡

そのようなワヒデインがブニン社と深い関わりをもっていたことは興味深い｡つまり,ワヒ

デインにおいてもブニンにおいても,まことに多重な言語空間と文化空間とが幾重にも重ね合

わされ,その重なり合いのところで互いに手を携えている状況がうかがえるからである｡ それ

らは,ジョクジャカルタやスラカルタの王宮,これに系譜上つながるジャワ人貴族,そこを往

来するプラナカンや欧亜混血の御用商人,植民地教育制度の中で育ちつつあるエリート,植民

地制度を担う官吏らの世界が,出版を通 して幾重にも重なり合っているのである｡

1910年当時から,宝 くじの賞品の一部を引 き取 り手がない場合に,ジョクジャカルタのブ

デイ･ウトモ本部及び中華会館-寄付すると公告されているのは,ブニン社とこのアルナマ ッ

クのもつネットワークの重層性をはからずも示 していたということができよう｡

(2) 販売ネットワーク

それではブニン社のアルマナック ･ムラユの販売はどのように行われていたのであろう

か｡12) 直接店頭で購入する場合 と郵送する場合があった｡ところで,肝心のアルマナックの

価格であるが,筆者の知る限り不明である｡

店頭購入について参考になるのは,先にも述べた,1910年と1911年の両年にわたって掲載さ

れている ｢商店リス ト｣である｡ このリス トのうち1911年のものは ｢アルマナック｣販売代理

店を兼ねると明記されているので,それを1910年についても適用して考えてみると,その当時

の販売取 り扱い店,換言すればブこン社が有 していたネットワークの様相が知られるであろ

う｡

以下に両年にわたって示された商店名の地域 と商店の種類をまとめてみよう｡ なお,商店

(商人)名はすべて中国名であり,両年の合計は69店である (但 し両年にわたって掲載されて

いる5つの商店は除 く)0

〔地域〕

ジャワ島 (合計 61店)

ジョクジャカルタ 1店

中ジャワ 38店

スラカルタ(4) スラゲン(6) マゲラン(6) パチタン(1) ウオノギリ(1) バ

タン(l) クドゥス(2) ペカロンガン(2) テガル(3) クル トソノ(1) バニュ

12)以下の記述も,注8)で述べたことと同様にブニン社刊行のアルマナックのうち,ムラユ語版とジャ
ワ語版の双方を念頭においている｡ただし,筆者が当面目にしているのはいうまでもなくムラユ語版
のものだけであるから,これを通して全体を推測するということになる｡
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マス(2) ジェパラ(1) カランガニヤール(1) ボヨラリ(1) クトアルジョ(2)

トゥマングン(2) ラッセム(1) チェリボン(1)

東ジャワ 17店

クデイリ(3) トルンアダン(2) シンゴサリ(1) クパンジェン(1) マデイウン

(1) ジョンバ ン(2) プロポリンゴ(1) スラバヤ(1) ポジョネゴロ(1) パ

ティ(2) シドアルジョ(1) ボロン(1)

西ジャワ 5店

バタヴイア(1) バンドン(1) ボゴール(2) インドラマユ(1)

ジャワ島外 (合計 8店)

トゥルクブ トン(スマ トラ) パダン(スマ トラ 2店) ポンチアナック(カリマンタ

ン) クタイ(カリマンタン) タンジュンピナン(リアウ諸島)

(他にカリマンタン島に2つの代理店がある)

これらの一覧が示 している通り,アルマナックの販売網はジャワ島各地域の大小の都市にわ

たってひろがっていた｡また,一部はスマ トラやカリマンタンにまで及んでいた｡その全てが

中国系の名前を冠する商店であり,この販売網が華南のネットワークであることを示 してい

た｡

一方,このアルマナックの代理販売店が実際に営んでいる営業品目もきわめて多様であっ

た｡その主なものを拾い上げてみると次の通 りである｡

タバコ商,葉巻商,薬品業,雑貨,布地,文房具,貿易,パ ン食品,家具,バティック布

地,書籍,ヤシ酒販売,飲料販売,印刷所,パサールの雑貨商,等｡

このようなさまざまな商品を取 り扱う華商が,アルマナック ･ムラユの代理店も兼ねるとこ

ろに彼らのネットワークの広さとその商業活動の自在さが窺えるであろう｡

(3) アルマナックの読者層 (宝 くじの当選者)

ブニン社版のアルマナックを購入 し購読 していた読者はどのような人々であったのだろう

か｡また,その数はどの程度に連 していたのであろうか｡

それを探るための一つの手がかりとして, 1906年, 1910年, 1911年, 1912年のアルマナック

に発表されている宝 くじの当選者名簿を用いてみよう｡そこには当選順位に従って,氏名,

｢アルマナック番号｣,場合によっては当選者の職業が記されている｡ 掲載の時点でまだアルマ

ナック編集部に連絡のない者は空自とされているので,当選者全員が記載されているわけでは

ない｡記載者数は,それぞれ, 1906年版に22名,10年版に84名,11年版に74名,12年版に91名

の合計271名である｡

このわずか271名を通 して,アルマナック全体の読者像を探ることはもちろんできない｡た
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かだかある種のイメージがつかめるという程度であろう｡ しかしさし当 りはそれによってイ

メージを描 き出してみよう｡

〔地域別分布〕

当選者の住所を地域別に分けてみると次のようになる｡

ジャワ島 (合計 207名)

ジョクジャカルタ 24名

中ジャワ 95名

東ジャワ 63名

西ジャワ 17名

バタヴイア 8名

ジャワ島外 (合計 27名)

これらの人々の居住地を示すと次の通 りである｡

マ ドゥラ島 6名

スマ トラ島 10名

パレンバン(3) コタラジャ (アチェ州) シグリ (アチェ州)デイリ

パダン(2) パダン ･シデンプアン パンカ島

その他の諸地域 11名

バ リ島 ポ ンチアナック スラウェシ島 (2) ロンボク島(2) マカッサル(3)

マナ ド バ ンジャルマシン

これらの分布がアルマナックの現実の読者層の所在地をある程度にせよ反映していると仮定

すれば,次のような傾向を認めることができよう｡

(丑読者は植民地の全域に及んでいる｡ 西はスマ トラのアチェから東はスラウェシ島のマナ ド

まで広範囲にわたっている｡

(9ジャワ島,とくにジョクジャカルタと中ジャワに集中している｡ それに次いで東ジャワが

多 く,中東部ジャワで全体の8割弱を占めている｡

(勤これらの住所を個別にみていくと,都市部が圧倒的に多い｡しかし,大都市に加えて中小

都市,とくに,県庁所在地,郡庁所在地のような都市 も散見される｡

なお,1912年版には同じアルマナック ･ムラユについて,別の会社 (ジョクジャカルタの

J.vanGorkom 薬局)がスポンサーとなって24名に銀時計及びニッケル時計が賞品として出さ

れている｡ それを地域別にみると次の通 りである｡

ジョクジャカルタ 1,中ジャワ 6,東ジャワ 2,西ジャワ 1,マ ドゥラ島 (バ ンカラ
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ン) 1,ロンボク島 (マタラム) 1,イリアン (マノクワリ) 1,スラウェシ島 (バラン二

パ) 1,スマ トラ (ブキイテンギ,ケタウン) 2,バンカ島 (ムントク) 1

これをみると全体の傾向は先と同じく,インドネシア全域に及んでいる｡ イリアン,バンカ

良,スマ トラベンクルー地方 (ケタウン),ロンボク島など思わぬ地域からの当選者 も散見さ

れる｡

〔職業別分布〕

次に当選者とともに記された職業をもとにそれを集計 してみると次のような結果が得られ

る｡ なお,すべてについて職業が記載されているわけではない｡また,集計中には,∫.van

Gorkom薬局をスポンサーとする当選者も含まれている｡中国名をもつ者が27名ある (これ

らのほとんどは職業の記載がなく,記載されている場合 も商人 berdagangないしhandelaar

とあるにすぎない｡これらのほとんどが商業従事者と考えてよいだろう｡ 但 しひとりだけ

wijkmeester(中国人居住区差配人)がみられる)｡他に G.E.V.YonMauw というドイツ人

風の名を持つ者 1名が記載され,職業はクラークとある｡

それ以外の人々についての職業は多岐にわたっているので,具体的なイメージを得るため

に,複数回出てくるものから順に掲げ,次いでそれをカテゴリー別にまとめてみよう｡

記載された職業一覧 (数字は人数,記載されない場合は 1名,なお必要に応 じて原語を挿

入した)

副部長 10,郡役所勤務 8,原住民書記官 7,測量師 7,郡長 5,原住民巡査部長

(inlandschesergent) 5,副郡長書記 5,アヘン局助手 (helperOpiumregie) 5,助教師

5,村長 4,アヘン局役人 (mantri) 4,村の水利役人 (mantriulu-ulu) 4,地方裁判所

書記 3,下級役人 (mantri) 3,原住民車掌 3,副県長付 き役人 Gurupatih) 3,公営

質屋勤務 3,苦力頭 (mandor) 3,公営質屋書記 2,警察署勤務 2,教師 2,村役

人 (bekel) 2,アヘン販売役人 (mantripenjualcandu) 2,郵便配達人 2,年金生活者

2,(元県長及び郡長),監督官 (コントルール)付 き役人 2,県長,副県長,ジョクジャ

カルタ王家付,バクアラム王家付,マンクヌガラ王家付,ラボラトリウム勤務,師範学校

教師,検察局書記,眼科医,バティック販売業者,医師養成学校 (STOVIA)学生,県知

事付 き役人,徴税人,カンポン長,県知事書記,砂糖工場金庫番,鍵番 Gurukunci),村

の書記,電話局勤務,鉄道書記,職長,コーヒー園書記,刑務所看守,村長付き書記

さて上に掲げた職業の一覧から浮かび上ってくる当選者 (そしてそれを拡大 した読者)の像

は次のようなものである｡
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(D郡長 wedana及び副郡長,郡役所勤務など,郡レベルに関わるインドネシア人役人の数が

顕著である｡(28名)

(9さまざまな職域の書記層が数多 く含まれている｡(17名)

(勤アヘン局にかかわる人々が11名みられるO

(彰それ以外にも,各種の下級役人が相当数含まれている｡

G)村落レベルの役職者 (村長,水利役人等) も10人程度みられる｡

(む測量士,教師,眼科医等の専門職,ジョクジャカルタの各王家の関係者,年金生活者など

も含まれている｡

上に掲げた人々には,現実のアルマナック ･ムラユの読者層を多少なりとも反映しているで

あろう｡

華人 (多分プラナカン)は全体の 2割程度でそれ以外はインドネシア人からなる｡ このアル

マナックの刊行や販売の過程で華人の商業ネットワークが存分に活用される一方,現実の読者

の圧倒的多数はインドネシア人自身であったことを示 している｡

これらのインドネシア人読者は,原住民エリートの中間層 もしくはやや下層を構成する人々

であった｡また,大都市に居住する官吏よりも,中小都市の中下層役人の方が多 くみられた｡

そこから窺えるのは,次第に裾野を広げていく植民地行政のネットワークにおいてその末端

を担うインドネシア人の俸給生活者の間に,このようなアルマナックが次第に浸透 してい く状

況であろう｡

それではジャワの各地でアルマナックを読んでいた人々はどの くらいの数に達していたので

あろうか｡その手掛 りを与えていると思われるのは,ほかならぬ宝 くじの当選番号である｡ こ

れらの番号は,1冊 1冊のアルマナックに付されたものである｡ もしこれを 1冊目から始まる

通し番号であると想定すれば,各年の当選者番号のうちもっとも高位のものがその年の販売部

数の近似値を示 していると考えてよいだろう｡

そこで上に述べてきた各年の当選番号のうち最小のものと最大のものを示すと次のようにな

る｡

6

9

0

-

年

90

90

91

91

=
H

=

:

:

最小番号 最大番号

3,425

753

6

79

7,630

39,115

45,600

51,742

ここに示されるように,最小当選番号 として 1桁台,10桁台,100桁台があることは,これ
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らの番号が 1から始まる通し番号であったことを十分に予想させる｡とすれば,1909年当時に

おいては,少なくとも39,115部以上は販売されていたこと,同様にして1910年には45,600部以

上,1911年には51,742部以上が販売されていたと想定することができよう｡

これらの販売部数はおどろくほど大きな数字である｡先にみた,バライブスタカ版のアルマ

ナックと比 しても,販売部数においてひけを取らない｡

これが示 しているのは,ブこン社のアルマナックが出版産業として大成功を収めていたこ

と,営業的にみて大いにもうかるものであったということであろう｡ブこン社のアルマナック

が,原住民の官吏層を中心に全国各地で読まれ,その読者数も数万人に達 していたことには,

いくつかの理由が考えられる｡

すでに見たように販売ネットワークが広範囲にでき上っていて入手しやすかったこと,宝 く

じのような営業政策が成功を収めたことが先ず考えられよう｡

しかしもっと基本的な理由は,このアルマナックが毎年便利で役に立つ情報を盛り込んでい

たということに尽きる｡

第一はいうまでもなく暦と年間行事にかかわるさまざまな情報である｡

第二はアルマナックの中心部分をなす人名録の有用性である｡

これら二つの情報が読者の役に立つものであったことはいうまでもない｡しかしそれに加え

て,アルマナックに付録のように付されていた読み物欄 も読者の興味を喚起 したことであろ

う｡ 以下はこれらの点について述べてみたい｡そのうち,筆者の関心は最後の点,特にタン･

チュック ･サンが編集を担当した時期に掲載されたさまざまなシャイ-ルにあるので,その点

を特に論じてみたい｡

しかしⅣでそれを論ずるに先立って,このアルマナックで示されている ｢暦｣のありようを

紹介 し,｢暦｣をめぐる時間と空間の意味について考察しておきたい｡

3. アルマナックをめぐる時間と空間

(1) 時間の区分と並列- カレンダーの意味論

本稿のⅠ,Ⅱですでにみたのと同様に,ブニン社アルマナックも冒頭部分はその本来の機

舵,とくにカレンダーに充てられている｡

いま1903年についてその部分をみると次のようになっている｡この編成は他の年においても

同様である｡

1903年における日･月食

1903年には4回にわたって日食 ･月食があるが,ジャワ島とマ ドゥラ島からは二度だけが

観察される｡
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1. 部分月食｡4月12日ボンの日曜日,早朝 5時42分｡

2. 部分月食｡ 10月 6日クリオンの火曜日,夕8時48分から12時 2分まで｡13)

時間はすべてバタヴイア時間による｡

次に祝祭 日の一覧が次の通 り示される｡

○オランダ人祝祭 日｡ 1月 1日の新年,8月 2日のエンマ王女の誕生 日,8月31日のウイルヘ

ルミナ女王の誕生日,これ以外はすべてキリス ト教の祝祭日 (4月10日, 12日,5月21日,

31日, 12月25日)

｡イスラム人 (bangsalslam)の祝祭日｡

イスラムの祝祭日 (年間6日)が掲示｡

○スラカルタ及びジョクジャカルタ王家の誕生 日と即位 日｡

スラカルタ王家のバクブオノ10世の誕生日及び即位 日,ジョクジャカルタ王家のハマンクブ

オノ7世の誕生日及び即位日,同じくジョクジャカルタ王家王子ハマンクヌゴロの誕生 日及び

即位 日,スラカルタのマンクヌゴロ王家 7世の誕生日と即位 日とが,この順序で掲載されてい

る｡ 従って,カレンダーの順序とは異なっている｡

○中国人祝祭日｡ 年間12日の祝祭日が記載されている｡

これらのうち,イスラム,ジャワ (スラカルタ及びジョクジャカルタ),中国の祝祭 日はそ

れぞれの暦 日 (イスラム暦,ジャワ暦,中国暦)で記されているので,それぞれが西暦の何月

何 日に当たるのかが末尾に示されている｡つまり,西暦を基準にしてそれぞれ異なる四つの暦

日が結びつけられていることになる｡

西暦を基準にして異なる暦を並列するところにアルマナックの第一の意義があった｡

そのことは,祝祭日に続いて示されている月ごとのカレンダーにおいても同様である｡ 表 2

に示 したのは, 1903年 1月のカレンダーである｡

ここから知られるように,Januari1903 (1903年 1月) という枠が先ず決められる｡ 一番左

端の欄はその月の 1日から31日までであるが,それは ｢オランダの目付け｣(tanggalOllanda)

と記されていることに注目されたい｡つまり,この日付けを基準単位にして,ジャワやムラユ

の七曜,ジャワの市場暦,ジャワの占いのサイクル,中国暦,ジャワ暦,イスラム暦が比較対

照されるとともに,一枚の紙の上に横並びにして並置され,それが一目瞭然のうちに見通され

るようになるのである｡ 換言すれば,それぞれ別の暦,したがって別の時間区分に従って生 き

てきた人々の時間が,西暦 (つまりはオランダ人の暦)によって結合される｡ それは別の世界

を流れていた時間が,一定の換算率で換算され七均質化されることである｡ このような時間の

13)ボン及びクリオンはジャワの5日制市場暦の名称｡これは次の5日をもって構成される｡Wage,
Kliwon,Legi,Paing,Pon｡
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表 2 1903年 1月のカレンダー

ー｣PロOq･ gq I)P≡J Hari. Pasaran. i TaoenTjinaI)jiem-Ien TaoenDjawa Pranoto
P P一書 ⊂ )(一戸r 2453. Be1832.TaoenArab Mongso○ FO C )(1 MahaRadja ta°en

PE3【⊃-P (1- .-PES KongsoeXXVⅠⅠⅠ. 1320. 60.

1* a○D●Kemis Paing ?ヨ& 3 ー｣ 1* 班PDi ll VH

2 Djoemahat ron 4 2 12 (43)

3 Saptoe Wage q' 5 3 13

4 Minggoe Kliwon 6 4 14

5 Senとn Legi Sa. 7 Lp.ち 5 15

6 Slasa Paing a渇PT.. 8 良くつ 6 16
7 Rebo ron Q亡も3 9 lC) 7 P一･.･.■ 17

8 Kemis Wage OもS53 10 i(ー(つ 8 /{ヽNLDヽ_■.. 18

9 Djoemahat Kliwon 73ミさ ll (u⊂) 9 Doelkai 19
10 Saptoe Legi さaSL 12 ＼Ji_T!-●P 10 20

ll Minggoe Paing 13 ll 21

12 Senとn ron 14 12 22

13 Slasa Wage 15 13 23

14 Rebo Kliwon ～TFS 16 14 24

15 Kemis Legi ､とき哩.てヽ 17 15 25

16 Djoemahat Paing 18 16 26

17 Saptoe Pon 19 17 27

18 Minggoe Wage 20 18 28

19 Senとn Kliwon 21 19 29

20 Slasa Legi 22 20 30

21 Rebo Pains a≧ 23 21 31

22 Kemis ron 24 22 32

23 Djoemahat Wやg6 25 23 33

24 Saptoe Kliwon 26 24 34

25 Mimggoe Legi 27 25 35

26 Senとn Paing 28 26 36

27 Slasa Pon ⊆ゝ3Sh 29* 27 37

28 Rebo Wage 邑垂 30 28 3829 Kemis Kliwon 1* 29 39

30 Djoemahat Legi 2 lC) 1 40

J
A

N
U
A
R
t

t9
0
3
.

出典 :〔AMB1903]

均質化が,植民地支配の均質的な拡大と深化,とりわけて植民地官僚制の拡大と深化にとって

必須の条件であったことはいうまでもないだろう｡ 人々が同一のタイムスケジュールによって

生活を区切っていくことは,官僚制が作動する上で最も重要なことだからである｡ このことは

又,等質で一律な公文書が公共性を持つ上での必須条件でもあったから,時間の均質化という

ことは,そこで均質な公文書が還流するということと分ち難 く結び付いていたであろう｡

154



土屋 :アルマナック ･ムラユ論

アルマナック ･ムラユの ｢アルマナック｣が示すのは,時間の均質化と等質な公文書の還流

という19世紀末頃から次第に顕著になっていく状況であったということができるであろう｡

(2) 官僚共同体の時間と空間

アルマナックが上に述べたような均質化 ･等質化 と結びつ く以上,アルマナックが植民地官

僚制の担い手たちに何 よりも先ず用いられたこともまた,理の当然であった｡

すでに再三みてきた通 り,アルマナックの本体部分,全体の 8割近 くは植民地政府の行政と

それを担う人々の人名録で占められていた｡

1903年版アルマナックについてその編成をやや詳 しくみると次の通 りである｡

人名録の部分は,39ページから257ページまで220ページに及びこの年の仝ページ数の81%に

達 している｡ 人名録はオランダ本国植民大臣,植民地総督以下の次の職域に及び,それぞれに

ついてその就任年月日が末尾に記されている｡ それらの職域は次の通 りである｡

◎オランダ中央政府

◎オランダ領東インド中央政府

総督

東インド会議 (RaadvanHindia-Nederland)

陸軍

海軍

◎ジャワ及びマ ドゥラ政府

バンテン州 (セラン,アニヤル,パ ンデグラン,チャリンギン,レバ ックの各県)良

官,副理事官,県長,副県長,郡長の名を掲載｡この内,県長以下はインドネシア人｡そ

の人数は合計で26名,各県平均 5名のインドネシア人名が記載されている｡

以下バンテン州とほぼ同様の編成で各州の人名録が掲載される｡ それらを州ごとに記載

すると次の通 りである｡ なお末尾に付 した数字は,オランダ人名を除 く名前を数え上げた

人数,カッコ内はその内,中国名やアラブ系住民として記載された数を集計 したものであ

る｡

この内,中国名は中国人居住区のマイヨ-ル,カピタンなど,アラブ名はアラブ人居住

区の通訳官,代理官などとして記載されている人々である｡

(各州別の人名録記載人数)

バタヴイア州 (バタヴイア,メステル ･コルネリス,タンゲラン,ボゴール,クラワ

ンの各県) 77(33)

プリアンガン州 (バンドゥン,チアンジュル,スカブミ,スメダン,ガルー ト,スカ

プラの各県) 71(3)

チェリボン州 (チェリボン,インドラマユ,マジャレンカ,クニンガン,チアミスの
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各県) 47(10)

ペカロンガン州 (ペカロンガン,バタン,テガル,プマラン,プレベスの各県) 48

(9)

スマラン州 (スマラン,サラティガ,ケンダル,デマ ック,グロボガン,パティ,ク

ドゥス,ジュパラの各県) 74(22)

レンバン州 (レンバ ン, トゥバン,ポジョネゴロ,ブローラの各県) 38(8)

スラバヤ州 (スラバ ヤ,シ ドアルジョ,モジョクル ト,ジョンバ ン,グレシック,シ

ダユ,ラモンガンの各県) 56(16)

マ ドゥラ州 (パメカサン,スメネップ,バンカラン,サムパンの各県) 35(7)

パスルアン州 (パスルアン,バンギル,マラン,プロポリンゴ,タラクサアン,ルマ

ジャンの各県) 49(ll)

ブスキ州 (ボンドウオソ,ジュンブル,パナルカン,バニュワンギの各県) 27(3)

バ ニュマス州 (バニュマス,プルオクル ト,プルポリンゴ,バンジャルネガラ,チラ

チャップの各県) 31(1)

ケ ドゥ州 (マゲラン,デマングン,プルオルジョ,ク トアルジョ,クブメン,カラン

ガニヤール,ウオノソボの各県) 54(8)

ジョクジャカルタ州 4(3)

スラカルタ州 12(6)

マデイウン州 (マデイウン,ガウイ,マゲタン,ポノロゴ,パチタンの各県) 31(3)

クデイリ州 (クデイリ, トゥルンアグン, トゥレンガレック,ガンジュック,ブリタ

ルの各県) 42(4)

以上がジャワ及びマ ドゥラ政府 として記載された内容の概要である｡ このうち,ジョク

ジャカルタ,スラカルタの 2州については,相当に詳 しい人名録がアルマナックの後半部

分に掲載されている (後述)｡

ひき続いて人名録は次の構成で掲載されている｡

◎ジャワ及びマ ドゥラ島のコントローラー (監督官)

合計164名の監督官及び33名の監督官候補 (Aspirant-Controleur)の氏名｡これらはすべ

てオランダ人である｡

◎オランダ領東インド最高裁判所

◎ジャワ司法会議 (RaadvanJustice)

これらの二つはいずれも植民地司法制度の中枢 を担 う人々で,すべてオランダ人であ

る｡
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◎ジャワの弁護士及び訴訟代理人

54名の名簿で,すべてオランダ人である｡

◎ジャワ及びマ ドゥラの地方裁判所 (Landraad)

これ ら各州の各県 ごとに設 けられてい る裁判所で,裁判長,検事,宗教裁判官

(penghulu),裁判官付書記 (Grifher)等の名が記載されている｡ 裁判長と裁判官付書記は

オランダ人,それ以外はインドネシア人であり,また,オランダ人はいくつかの裁判所を

兼務する場合も多い｡これらの裁判所は原住民裁判所と呼ばれたもので,通常の裁判 (氏

法,イスラム法等)はここで取 り扱われた｡以下に各州ごとに,記載されたインドネシア

人を集計 してみよう｡

バンテン州 9,バタヴイア州 12,プリアンガン州 17,チェリボン州 10,ペカ

ロンガン州 15,スマラン州 26, レンバ ン州 12,スラバヤ州 21,マ ドゥラ州

16,パスルアン州 16,ブスキ州 12,バニュマス州 15,ケ ドゥ州 19,マデイウン

州 12,クデイリ州 14｡

ジョクジャカルタとスラカルタの二州は州裁判所扱いとされ,5名のインドネシア人名

が載せられている｡

これらの地方裁判所関係者のうちインドネシア名の総数は231名となる｡

人名録はひき続いて ｢外領｣ (ジャワ及びマ ドゥラ以外の植民地領土)の地方行政組織が取

り扱われる｡ こちらは,記載方式がジャワに比べて簡単であり,又,中国人やアラブ人の名が

多 くなる｡それは,中国人居住区の長,アラブ人社会の長の名がそれぞれの行政区ごとに必ず

記載されているからである｡ その概要を以下に記そう｡ カッコ内は先と同じく中国名,アラブ

名の数を示す｡

◎外領植民地政府

西スマ トラ州政府 (Gouvernement) すべてオランダ人,パダン低地 10(9),パダ

ン高地州 (Residentie) 1(1),タパヌリ州 4(4),ベ ンクルー州 2(2),ランボン州

2(1),パ レンバ ン州 8(7), スマ トラ東沿岸州 21(19), アチェ及 び周辺政府

(Gouvernement) 3(3), リアウ及び周辺州 (Residentie) 13(13),バ ンカ及び周辺州

18(12),どリトン副州 (Assistent-Residentie) 8(5),西ボルネオ州 20(17),南及び東

ボルネオ州 35(ll),メナ ド州 38(6),セレベス及び周辺政府 (Gouvernement) 83

(13),テルナテ州 7(4),バリ及びロンポック州 51(6)

これらの外領の政府機構に関わる人名録中原住民合計は324名,内中国名 ･アラブ名の

者は133名である｡

これにひき続いて外領の司法制度の名鑑が掲げられる｡

◎原住民裁判所の関係者は223名,中国名の者 7名を含んでいる｡
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次は視学官,各地の師範学校の学校長,教務主任等の主たる教育関係者の名簿が掲げられ

る｡

◎原住民教育関係 合計 32名

この後に,マ ドゥラ島の軍組織 と将校団39名 (すべてインドネシア人)及び,名誉将校 とし

て将校位 を得たスラカルタとジョクジャカルタの王族たち17名の名前が記 されている｡

さて,この後はスラカルタ,マンクヌガラ,ジョクジャカルタ,バクアラムのそれぞれの王

家の王族,王宮役人,所領地の官吏,王宮付 き裁判所関係者,王宮付 き軍隊の将校,警官等の

名前が逐一記載され,その数は次の通 り多数に及んでいる｡ 各王家ごとに一括 してその数を示

すと次の通 りである｡

スラカルタ王家 289名

マンクヌガラ王家 110名

ジョクジャカルタ王家 374名

バクアラム王家 32名

これらの合計数は805名,そのいずれもがさまざまなランクの貴族称号をもつジャワ人であ

る｡

これをもって長大な人名録は終るが,なお末尾に,この 1年間の変更の補遺として65名の人

物の名が載せられている｡ 内 1名は中国名を有 している｡

以上に示 した人名録についてそこに掲載されたイン ドネシア人の総数は,2,419名｡このう

ち中国系,アラブ系の人々の数は288名である｡これらに加えてオランダ人の官吏名が示 され

ている｡ その概数は400名程度であるから,およそ,3,000名の官吏がこのアルマナックに載せ

られていたことになる｡

このうち,オランダ人 (各種の中枢官僚 と監督官など)がこのアルマナ ック ･ムラユを座右

に置いていたとは考えられない｡何故ならば別にオランダ語版のアルマナックが刊行 されてい

てはるかに詳細な名簿が掲載されていたからである｡

こうしてみると,およそ2,500名程度の原住民官吏とこれらの官吏の毎年の動向 (人事異動)

に関心を寄せる人々が,このアルマナックの第-の読者層であったことになるだろう. 先にも

述べた通 り,1910年当時において6万部 ものアルマナックが販売されていたとすれば,それは

年々増大する植民地官吏そのものがアルマナックへの強い関心 をもち続けたことを示す｡

それは,アルマナックに掲載された人名録の全体の中に自分自身や親族関係であれ単なる利

害からであれ自分の関係者の相対的な位置を兄い出し,それぞれに ｢所 を得ている｣ことを了

解 し (満足すると不満であるとを問わず),それを通 して,｢官僚共同体｣の存在 とそれ-の帰

属意識とを確認する場であった｡
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アルマナックはその意味で植民地政府の姿と形を官僚名簿 という具体によって示す もので

あった｡その示し方は,一冊の本のうちに ｢書き言葉｣ を通して行われた｡オランダ国旗 (≡

色旗)や豪壮な総督官邸が植民地国家の共同性をシンボルとして示すものであったのに対 し,

こちらは同じ共同性を具体的な人の名前の連なりとそのピラミッド構造によって示 していた｡

共同性はこのようにして植民地をおおい始めていたのである｡

Ⅳ シャイールとその時代

次のことに先ず留意 しておきたい｡それは,今まで述べてきたようにアルマナックがたんに

官僚とこれをとりまくエリー トたちの人名録であるだけなら,おそらくこれほどに販売はされ

なかったであろうということである｡ブニン社版のアルマナック ･ムラユを特徴づけこれに読

み物としての魅力を与えていたのは,巻末部分を飾っていたシャイ-ルないし物語形式の散文

であった｡

それはブニン社のアルマナック ･ムラユだけでなく,アルブレヒト版,バライブスタカ版の

いずれにも掲載されていた｡それらの一覧を表 3に掲げよう｡

ここに掲げられた作品群のうち,量的に多いだけでなく読み物としてももっとも興味深いの

は, 1889年から1904年にかけてブニン社版アルマナックに掲載されていた30数編のシャイ-ル

であった｡

そこで,Ⅳではこれらのシャイ-ルについて論 じてみたい｡

1. タン ･チュック ･サンのシャイール

これらのシャイ-ルは,タン ･チュック ･サンが編集に携わって以来登場 し,彼が編集から

退 くとともに姿を消す｡そして,すでにみたようにタン･チュック ･サ ンはその登場 ととも

に,自らの自信を披涯するように一編のシャイ-ルを編んでいた｡それは,これらのシャイ-

ルがすべて彼自身の手によって編まれたことを強 く示唆 している｡ その一つ一つを詳 しく論ず

ることは後日に譲るとして,ここでは先ず,その主要なものについて,シャイ-ルの主題を概

観 しておこう｡

1889年

osjairjangmengarang (｢シャイ-ルで綴る｣)は,｢タン ･チュック ･サンがジョクジャ (カ

ルタ)でアルマナックを綴る｣を sandiasmaの形式で織 り込んだもの｡その内容について

はすでにⅢ-1で見た通 りである｡

｡sjairhaladanja...(｢ジョクジャカルタの強盗団の悪業についてのシャイ-ル｣)は,タイ

トルの通 りかつてこの街を跳梁抜屈した強盗団についてのシャイ-ルである｡
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表3 rマルマナック ･ムラユJに掲載されたシャイ-ル等の一覧

Almanak-Melajoe(Albrecht& Rusche,Batavia-Solo)

1896

1897

SjairDjoeranganBoedimanAliasDjohorMa-anikam denganSultanJahja(Terpetikdari

boekoesjairhoeroefArab)Terkarangoleh"Boeli-Boeli." pp.1-80

l̂manakBahasaMelajoe･MaleischeAlmanak(H･Buning,Djokjakarta)

1880

SairtJeriteraSechFritsdiOwenwar･ pp･140-172･

IbaraqatJeritadimoekadenganpenghadjaranpenlngatbaik･ pp･173-1771

1881

TjeritadariperhallelakoenjaEugeniePermeisoeriSriBagindaMahaRadjaNapoleonIII

ditanahkaradja左ndiFrankrijk･ pp･142~169･

1882

TjeritaSriMahaRadjaWatoeGoenoeng. pp.164-169.(Sair)

Tjeritanjaanakmiskin. pp.1691173･(sair)

TjeritanJatemPatJangdinamakankedoengPengatendinegeriSoerakarta. pp･173-175･

Kiriman. pp.176-183.(sair)

1883

SairSakintinboean,Tersaliendari padaaksaraArabkepadaaksaraWolanda,olehA.

Frans. pp.157-181.

1889

SjairJangmengarang･ Pp･255-256･

SjairhaladanjadoerhakaketjoediDjokjakarta･ pp･2571273･

SjairTanSha-GoNio. 274-319.

1890

SairKembangtx)eatmengiboerkanati, pp･I-19.

SairKomediDjepang･ pp･211281

Sairtoegoeran,koetika SriPadoekaKandjeng Sultan diDjokjakartamerajaken hari

islamnjaPoetrandaKandjengGoestiPangeranAdipatiAnon HamangkoeNegoroSoedibjo

RodjoPoetroNarendroMataram (KroonprinsdiDjokjakarta). pp29-43.

189l

SairBallon. pp.237-254.

Sairkatjintaan･ pp･255-263･

SairBalesanSoerat. pp.263-267･

¶ampoerbawoer(terkarangolehpembantoり .WJ.),Sewaktubinimoedajangtidasetia

padalakinja･ pp･268-269.

goena-goena･ pp･270-273･

pe- ainan. pp.273-280･

kapertJaJa-an･ PP･277-283･

1892

SairSonglb･ pp･220-257･

1893

SairNasehatbaik･ pp･238-256･

SairKomedieStamboel. pp.2561273･

Pantoenpenghiboeran･ pp･273~280･
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表 3 つづき

1894

SairmangkatnjaKeizerSoloIPP･1-15･

SairberdirinjaKeizerSolo･pp.15-22･

PontoenbalapanKoedadiDjokjakarta･ppl23-34･
1895

SairPerangdiLombok･pp･1-46･

SairakengoenaperlngetanpadasekalianhambaAllah,terkarangolehpembantoedi

MadioenTioKiatGing･pp･47~52.
1896

SairHongkiauw-Lietan.pp.243(1ト44.
1897

HoeboengannJaSjairHongkiauwILietan･pp･51-52･

SairkadatengannjaSri BagendaRadjaSiam dinegriJogjakarta,koetikapadahari

Djomahat26Juni1896･pp･53-641
1898

SairakenperpoedjiandankahormatanbageiSriBagindaMahaRadjaWILHELMINA,

Janghendakdipermakotakendantersilakandiatastachtakaradja益ndinegriNederland･

pp.259(1ト24.

PantoenPemghiboeran.pp･1-6･

1899

sairKatjinta益n(Daripembantoe)･pp･269-277･

PantoenPenghiboeran.pp.278-280･

1900 lacking
1901

HubunganSairOw-Pekl〕oa･pp･260~275･
1902

TamatnjaSairOw-PekTjoa･pp･260-317･
1903

SairMinoemanKeras･pp･258~272･
1904

SairMadat･pp.262-288･

1905 lacking
1906

SjairTauladan･pp･2671299･

1907 lacking
1908

(prihalnjaadatsopandanlembagadartbangsaWolanda)pp.1-88.(karangan)
1909

(prihalnjaadatsopandanlembagadaribangsaWolanda)pp.89-145.
1910

(HikajatPergiwa)pp.80(I)-66.(karangan)
1911

(HikajatSoerjawis6sa)pp.106(1)-65.(karangan)
1912

(HikajatPrabakoesoema)pp.1-72.(karangan)
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表 3 つづき

VolkJalmanakMelajoc(BalaiPoestaka,Batavia-C)
1919

Sja'irger6tanapl･PPl16711681

0

1

2

3

2

2

2

2

9

9

9

9

1

1

1

1

Sja'irpertimbanganTjintailahtanahairdantJlntailahbangsa.pp･220-234･
1924

Kenang-kenanganpadatahoendoeapoeloeempat(1924),Djaini,Balikpapan.

pp･164~165･

Sja'irVolksalmanak.(kirimanTani-Widjaja,klerkAdv.enProc.Batavia)pp.166-168.

VolksalmanakKeloearanBalaiPoestaka(Boechari,Pino.)pp.168-173.

DjawabanTeka-tekiVolksalamanak1923･pp･173-176･
1925

Salatiga,demikianlahdjawabantaka-tekiVolksalmanaktahoendoeapoeloeempat(1924)
1926

Postspaarbank(kirimankadiroen,Weltevreden)pp.40145.

Sja'irtlgaSedjalan･pp･231-232･

PantoenKerontjong.pp.2321236.(St.P.B.)

Theoriedanpraktijk.pp･236-237･
1927

0ntwikkeld(St.P.B.)pp.206-210.
1928

Sja'irberkirimsoerat.pp.31-35.
1929

Sja'irJ･M･Dr･TagoresampaikepoelauDjawa.pp.122-127･

Sja'irBalasan.pp.131-134.
1930

RindoekanMadjoe,0,SoematraTanahAirkoe!olehOr･Dt･R.Mandank. pp.204-205･

AksinjaKasimBaba.(S.Haroen,SbalaiPoestaka)pp.207-218.
1931

1932

1933

1934&1935 lacking
1936

SjairLahmoe'ddinmendjoealiboebapanJa･PP･239-314･

7

CO
9

0

3

3

3

4

9

9

9

9

1

1

1

1

(注) Almanak-Melajoe(Albrecht版), AlmanakBahasaMelajoe(Buning版) [AMB], VolkJalmanak
Melajoc(BalaiPoestaka版)の各号より作成｡

〇年度が空自のものは,シャイ-ル等が一切掲載されていないことを示す｡

Olackingとあるのは,その年度の Almanakが欠号のため未見であることを示す｡
｡(題名)(karangan)とあるのは,シャイ-ルないレ マントゥンの詩形式でな くて散文体であること
を示す｡

01896年のシャイ-ル掲載のページが243(1)-44とあるのは243ページ目から新 しいページが始まって
44ページまで掲載されたことを示す｡他の年度についても同様である｡
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そこで語られているのはおおよそ次のようなことがらである｡

かつてジョクジャカルタの街には強盗団が跳梁 していた｡悪行の限りを尽 くして金持ち

の家を襲い人を殺 し火を放った｡大胆不敵でわがもの顔,しまいには強盗へ入る予告文を

あらかじめその家-放 り込み,その通 り押 し入って金品を強奪 したために街の金持ちは夜

になると息をひそめ夜の街にはひと一人出歩かないようになった｡狙われた家はこれを防

ぎ抵抗する術 とてなく,それはあたかもはやり病いのひろがるのにも似ていた｡

強盗団はいくつもくり返 して現れた.一つの強盗団が捕まえられ姿を消すや,たちまち

別の強盗団が跳梁 した｡現れては消えまた立ち現れるさまは,ちょうど火事がくり返 し街

を焼 くのに似ていた｡

なかでもジョヨ･ユ ドを首領とする強盗団の極悪非道振 りはすさまじかった｡役人と

追っ手とをいくたびも煙に巻き, くり返 しくり返 し街を襲った｡ついにオランダの官憲が

これを補えるために街に現れた｡さすがにオランダの大官たちの力の前にはこの一味も抗

し難 くすべて捕えられた｡首領ユ ドは王宮前の広場で公開の絞首刑 とされることになっ

た｡朝 6時牢獄から出されたユ ドは6時半柱にゆわえられた｡その直前ユ ドは絞首台を目

にして不敵な笑いを浮かべた｡大勢の見物人とオランダ人をはじめとする高位高官が見守

るなか,朝 7時にユ ドを乗せていた床が落ち,たちまち宙づ りとなって息絶えた｡

こうして街を不安と恐怖におとし入れていた強盗団は根絶やしにされた｡闇の世が終わ

り光が訪れたのである｡

osyairTanSha-GoNio(｢タン ･シャとゴ ･ニオのシャイ-ル｣)は福建省出身の青年タン･

シャと娘ゴ ･ニオが国を出てからさまざまな苦労に出会い,最後に結ばれるまでの長編の恋

愛詩である (本稿では,詳細は省略する)｡

1890年

この年は3編のシャイ-ルが載せられている｡

osairKembang(｢心楽 しませる花々のシャイ-ル｣)は題名通 りさまざまな花を請えるシャ

イ-ルである｡ここには,ジャスミン,ラン,バラ,チェンバカなどジャワ人に親 しい花だ

けでなく,牡丹のように中国にあってジャワでは見られない花々を含めてそのかぐわしい香

りやあざやかな色を一つ一つはめ請えている｡

osairKomediDjepang (｢日本か らきた演劇団のシャイ-ル｣) ち, タイ トル通 りその当時

ジョクジャカルタを訪れた劇団についてのシャイ-ルである｡

日本から歌劇団 (コメディ)がやってきた｡興行主は福山といい,横浜からきた｡王宮

前の広場にテントをはって日夜興行を続けた｡ジャワ人はもちろん中国人,インド人,オ

ランダ人の老若男女がひきもきらずに見物に訪れ,興行成績 も大変よさそうだ｡この歌劇
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団はいろいろな町の広場で興行を続けながらジョクジャカルタまでやってきたものだ｡こ

こへ来たのは9月14日のことであった｡

その舞い方はとても見事で曲芸にすぐれ大きなハシゴを片足で上げ,また小さな子供が

ハシゴをするする昇って舞いを舞う巧みさは息をのむほどだ｡また女劇団員はこの上なく

美 しい｡

こうして12日間興行を続けやがて別の国へと旅立っていった｡

osairtoegoeran(｢ジョクジャカルタのスルタンが王子の割礼儀式を祝うシャイ-ル｣)

これは1889年 9月16日に始まって9月30日迄 2週間にわたって続いた,割礼の儀式にとも

なう王宮前広場の賑わいを綴ったものである｡ちょうどその頃,先にみた日本の歌舞団も興

行中で,広場はランプの光とガメランの調べと屋台と見物人たちで連夜みたされた｡王子は

当時16歳,何十年に一度の大きな祝祭の催 しであったと述べられている｡

1891年

osairBallon (｢気球のシャイ-ル｣)

これは当時ジョクジャカルタでアドバルーンの興行が人気を集めていたことを歌ったシャ

イ-ルである｡

ジョクジャカルタにあるバク ･アラム王家の王宮前広場で,巨大な風船が揚げられた｡

これに乗って雲まで上るのは,GladijsvanTassel嬢である｡ この興行は8月31日に行わ

れ,切符はすべて売 り切れた｡広場には,ジャワの貴族と庶民,オランダ人の高位高官,

中国人をはじめすべての民族が見物にやってきた｡切符は 1等から3等まで分かれ,いよ

いよ気球が上る頃には,楽団が景気付けの演奏をくり返した｡

｢雲でのコメディ｣ (Komediawan)ともいうべきこの興行のクライマックスは,およ

そ,3,000フィー トも上ったかと思われるその高みから,Gladijs嬢がパラシュー ト (原文

では傘 payungと表現されている)で地上-舞い降りるところであった｡

この一部始終はおよそ20分間,1,300フローリンの収入がこの 1回の興行であったとい

う｡ Gladijs嬢はその翌 日,次の興行地シンガポール- と出発 したが,そのあとしばらく

ジョクジャカルタの街では,子供たちが風船作 りに熱中したことであった｡

osairKatjintaan (｢恋のシャイ-ル｣)とsairBalesanSoerat(｢返し文のシャイ-ル｣)

これらの二つのシャイ-ルは,付け文とその返 し文という関係で二つで一本のシャイ-ル

をなしている｡ そしてそれぞれが,恋文のサンプルをなしている｡ ある少女に恋い焦がれた

若者からの恋文と,それに心を動かされた少女の返信である｡

oTjampurbawoer(｢混載｣)｡ここには,いくつかの短いシャイ-ルが混載されている｡ なお

これらのシャイ-ルについては,∫.WJ.なる人物の助けを得て創 られたという但 し書きが
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付 されている｡

このうち ｢夫に従わない妻｣ は,夫が働 きに出ている間,浮気に身をやつ して夫をないが

しろにする妻の話｡｢グナグナ｣ (秘薬)は,夫を妻の意のままにする秘薬の物語｡14) ｢ヵ-

ド遊び｣は,オランダ人,ジャワ人,中国人を問わずに熱中し,大金を賭けるカー ド遊びを

歌ったもの｡ ｢信仰｣は神 を信ずる人々についての話, また最後の ｢教訓｣は,サタンの甘

い誘いに欺かれてはならないこと,神を信ずべ きことについての教訓のシャイ-ル｡

1892年

この年は SairSonglb (｢ソンロのシャイ-ル｣)という長編が一つだけ掲載されている｡

oSairSongl～,

このシャイ-ルは中国から題材をとる.Songliem と Aijgiokの間に生 まれた songlらとい

う男の子が,父亡 きあと次第に出世 してい く物語｡生みの母 と育ての母 との間の孝養を軸に

展開されてい く｡

なお,このシャイ-ルの冒頭に,シャイ-ル中の綴 り字などに間違いがあっても,読者で

判断 して意図を読みとってほしい,これからも読者の楽 しみのためにシャイ-ルを綴ってい

く,という趣旨の詩句がみられる｡作者 タン ･チュック ･サ ンが次第に自信を深めている様

子がうかがえる｡ また,綴 り字が当時まだ安定 していない状況がここには同時に反映されて

いる｡

1893年

この年は三編のシャイ-ルが掲載されている｡それぞれに以下のようなテーマが扱われてい

る｡

osairNasehatbaik(｢良き忠告のシャイ-ル｣)

これは,子供の朕のために読んで聞かせることを意図して書かれたシャイ-ル｡良い友達

を選びなさいという忠告にはじまって,この世でアッラーの代 りになっているものは両親で

あること,だから必ず孝養 を尽 くさなければならないこと,早起 きをし,いつ も身だしなみ

を整え,歯みがきをおこたらず,衣服をいつ も洗濯すること,学校へは一番に出かけてよく

学び,帰 りも道 くさを喰わずにまっす ぐに家に帰 り,帰ったら先ず両親に挨拶をし,読み書

き計算の復習をするといった徳目が具体的に記されている｡ それが,教育のために出しても

らったお金を無駄にしないことであ り,後の日肉体労働者 として苦労 しなくてすむことでも

14)グナグナは,当時のニヤイ小説の中にしばしば登場し,ニヤイ (現地妻)がトゥアン (旦那)を意の
ままに操るための秘薬とされた｡例えば ｢ニヤイ･ダシマ物語｣ (1896年作)は,グナグナをめぐる
世界のおどろおどろしさをよく伝えている [土屋 1987]｡
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あると述べ られている｡さらに,成人 したら親-の恩返 しをし,礼儀正 しくし,老父母を養

うことが説かれている｡

osairKomedieStamboel(｢コメディ ･スタンプルのシャイ-ル｣)

これは先の ｢気球のシャイ-ル｣や ｢日本歌舞団のシャイ-ル｣ と同 じように,当時の

ジョクジャカルタで興行 したコメディ ･スタンプルの様子をシャイ-ル形式で綴ったもので

ある｡

なお,コメディ ･スタンプルは1891年にスラバヤで結成 された歌劇団｡劇団の中心人物

は,マヒュ-というフランス人の血筋を引 くユーラシアンとヤップ ･ゴアンタイというスラ

バヤ生まれのプラナカンであったという｡ スタンプルという劇団名はイスタンブールに由来

するとされ,舞台の上ではエキゾチズムにみちた衣裳や装置 とともに,東西古今の人気の高

い物語が自在にアレンジされて くりひろげられた｡また,バ ックミュージックとして当時バ

タヴイアなどの大都市で流行 しはじめていたクロンチョンが用いられ,コメディ ･スタンプ

ルの興行 とともにクロンチ ョンも各地にひろまっていったといわれる [土屋 1988:170-

173]｡

このシャイ-ルは1892年当時ジョクジャカルタへ きたこの劇団のことを歌っているので,

結成のその翌年,まさにごく初期の地方興行の様子を窺うことができる｡ シャイ-ルはその

様子をおおよそ次のように述べている｡

現代風のコメディがジョクジャカルタ-やってきた｡コメディ ･スタンプルといい,ス

ラバヤのヤップ ･ゴアンタイが設立 した｡舞台主任はマヒュ-ですべての演目をとり仕切

り,別に,フアンデルラーン (vanderLaan)も舞台監督をつとめている｡

演ずるのは男女の芸人,いずれも演技にす ぐれ見た目もうるわしい｡8月 4日に舞台作

りが始まり,王宮前広場の一角が柵で囲われ大テントが張られた｡座席が しっらえられて

チケットも用意された｡チケ ットは値段によって等級が分けられた｡

初演の夜,舞台の始まる前に音楽が奏でられた｡これはオランダ風の音楽とは別でイタ

リアの音楽であった｡舞台上の演目は千夜一夜物語を題材 としたものでこのジョクジャカ

ルタではもちろん初演であった｡ 物語はシティ ･スニンパル姫をめ ぐって展開された｡

(このあと,シティ ･スニンパル姫の物語のあらす じが記される｡ タミール王の姫 として

生 まれたヒロインが,悪魔の誘いを断るが好計にはまって森 をさまよう｡ 苦難の末アッ

ラーの慈悲をえて,ペルシャのスルタンと結ばれる｡シャイ-ルはなおおおよそ次のよう

に続けられる｡)

演目は毎晩変わり,見物人も毎夜ひきも切 らずやってきた｡コメディ ･スタンプルはム

ラユのコメディで多 くの美女がこれに加わった｡なかでもシティ ･スマンダリを演 じたの

はとりわけ美 しく,このためかある夜ふっつ り姿を消 し二度と姿を現 さなかった｡これと
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は別に中国人の楽団員がひとりこの期間中に死亡 してスタンプル劇団は大きな損失をこう

むった｡でもジョクジャカルタでの興行は20日間に及び劇団は大きな利益をあげたことで

あった｡

ジョクジャカルタでの興行を終えてのち,劇団はスマラン-向い,さらにバタヴイアへ

と向かうことになっている｡ また来年もぜひこの街へ戻ってきてほしい｡

スタンプル劇団は立ち去ったけれども人々はいつまでも興行を忘れず,舞台で歌われた

スタンプルの歌を人々はいつまでも口ずさんだ｡歌は甘美で,多 くの人々に愛唱された｡

スタンプルはオランダ人を含めてあらゆる人々に愛好されすすんで金を払って見物に訪れ

た｡これらがスタンプルのシャイ-ルである｡(なおここに述べられているスタンプルの

歌とは,スタンプル劇団によって作られていったクロンチョン,つまりクロンチ ョン･ス

タンプルのことであろう｡)

opantoenpenghiboeran(｢こころ楽しませるパントゥン｣)

ここでは,シャイ-ルに代えてムラユ世界の伝続的な詩形式パントゥンが用いられてい

る｡ それは,四行一連の韻の踏み方において,第一行と第三行,第二行と第四行がそれぞれ

韻を踏むものである｡

パントゥンの内容は軽いことば遊びで,-行目と二行目で歌われたことを三行目と四行目

が展開するものである｡ 内容は男と女の心理のやりとりや軽い警句などから成 り立っている

が,当時の食生活の変化を反映させるような品々が所々に織 り込まれている｡コーヒー, ミ

ルク,チーズ,パンなどがそれである｡

1894年

この年には2編のシャイ-ルと1編のパントゥンが掲載されたが,そのいずれもがその当時

のジョクジャカルタでおきた出来事を題材としている｡

o sairmangkatnjaKeizerSolo(｢ソロのカイゼル崩御のシャイ-ル｣)

このシャイ-ルは1893年 3月に逝去 したソロ王家のバクブウオノ9世 (在位1861年-93年)

を追悼するもので,それをめぐる情景はおおよそ次のように述べられている｡

バクブウオノ9世が病いに倒れた時,多くの治療師と医師が祈 りを捧げ手を尽 くしたが

病いは篤かった｡王子 と王女 も日夜快癒を祈った｡ しかし,3月17日金曜 日朝,9世は御

年65歳にして神に召された｡在位の間正義の心で国を治められた王は天国-昇ったが,級

に残された者たちの悲 しみは尋常ではなかった｡王宮に悲しみがみち人々のすす り泣きが

つづいた｡民もまた王の死を悼んだ｡

太陽もこの正義の王の死を悼んで雲にかくれたために昼もなお夜のように暗 く,冷たい

風が吹きつのった｡街の人通 りも絶えた｡
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総督府 もまたカイゼル閣下 (KeizerRadja)の死を悼み生前の功績を称えた｡カイゼル

は生前から多 くの勲章をオランダ総督府から授与されていたのである｡

翌土曜 日は葬礼の 日,王の棺 は王子 と高位高官によって担われ,人民たち (rajat-

rajatnja)も葬列に加わった｡衛兵が列をなし礼砲がひびき数百人ものハジが付 き従って

祈 りを捧げた｡それを見守る人々は数千人,ために道路は境に包まれまるで戦場の煙のよ

うであった｡しかしあたりは悲しみに包まれ涙を浮かべる者も数知れずあった｡マンクヌ

ガラ王家の前にさしかかると王家付 きの軍隊が現れ,礼砲を鳴らして軍隊式の弔意を表 し

た｡

葬列が駅-到着するとそこでも数千人もの人々が最後の別れのために集まっていた｡特

別列車が用意され棺はこれからジョクジャカルタ-と向かうのである｡列車は10数台,先

頭車両に遺骸が安置され,お付きの人々が後部車両をみたしていた｡

葬列の列車は出発 したちまちスピー ドを上げて西に向った｡途中クラテン駅 (スラカル

タとジョクジャカルタの中間駅)に停車するとそこでも数百人もの人々が哀悼の意を捧げ

るべ く集まっていた｡やがてジョクジャカルタへ着 くと数千人からの人々がこれを出迎え

ていた｡これらの人々で トゥグ駅 (ジョクジャカルタ中央駅の別称)は一杯であった｡

ジョクジャカルタ王家のスルタンもカイゼル逝去の報に接 してただちに弔意を表 し,人

民に命 じて遺体を駅まで出迎えるようにせ しめた｡列車から下ろされた遺体は衛兵に守ら

れるなか,カンポン･チナからカマルボラを通 りそこから東-向って直進した｡道の両側

は街の人々で埋まり,物売 りまで現れていた｡遺体はその夜コタ ･グデ (ジョクジャカル

タ東南方 7km のところにあるマタラム王国ゆかりの古都)のメスジッドで一夜を過ごし

た｡

翌朝,先王たちの眠るイモギリの丘へと到着した (イモギリはマタラム王国ゆかりの墓

地,ジョクジャカルタ,スラカルタの両王家ともこのマタラム王国から分立 したものであ

る)｡丘の頂きまでは傾斜がきつ く難渋 したが,12時には遺体はついに頂上まで運び上げ

られた｡ハジたちの祈 りを受けイスラムの導師たちによって,古式にのっとって無事に埋

葬されたのである｡

osairberdirinjaKeizerSolo (｢ソロのカイゼル即位のシャイ-ル｣)

これはタイ トルのようにスラカルタ (ソロ)に新 しい王 (ここでもカイゼルという語が用

いられている)が即位する状況を述べたもので,前のシャイ-ルと一つになって,1893年 3

月当時のスラカルタをめぐる一連の物語となっている｡ 即位の様子はおおよそ次のように歌

われている｡

ソロの大王が逝去 して以来街は静寂に包まれたままだ｡ 13日間にわたってガメランの響

きもまるでない｡だが慈悲深いアラーは人民の悲 しみをみて,再びよろこびを与え給 う
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た｡

新王の即位式は日柄 もよい 3月30日木曜 日と定められ,人民はその日に向けてよろこび

を取 り戻 し始めた｡ 日もまた光を増 して雲にさえぎられず,即位式のために多 くの人々が

スラカルタへやってきた｡それは数十年に一度 という慶事であった｡

すでに早朝から人々が街に溢れ中でもアルンアルン (王宮前広場)は人の群れで埋め尽

くされた｡衛兵はすでに勢揃いをして銃剣を掲げ旗 を上げ,ガメランの演奏が くり返 され

た｡

昼近 く理事官閣下 (KandjengResident)がその日王位に就 くカイザルに挨拶を送 り,カ

イザルもまた答礼をした｡その後新王は馬車に乗 り,その後を王族,高官,オランダ人の

役人たちが続いた｡見物の人たちで埋 まる中を行 くと,祝砲が打たれガメラン音楽がひき

も切 らずに鳴 り響いた｡馬車の列は街中をゆっくりと行 き,大勢の見物人の目を楽 しませ

た｡こうしてすべての人々が新王に対する神の加護 と末長い健康 とを祈った｡

この新王は第10代のカイゼル (バクブウオノ10世であるという意味)で,ほっそ りとし

た身体に気品をたたえた表情,正装をして,理事官閣下 とともに馬車で進まれた｡道々に

歓呼の声 とガメランの響 くなか,昼下が りに至って馬車は次々と王宮内に入っていき,捕

待客 も帰 り始めたが人民はなお留まって新王への祝いを表 していた｡

こうして,知恵 と正義の並ぶことなきジャワの大王がここに新 しく誕生 したのである｡

写真 1 スラカルタバクブウオノ10世と理事官 DeVogel(1897年)

(lBritondeNijs1973]より)
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なおここにくり返 し登場する理事官閣下とは,当時のスラカルタ王侯領理事官 DeVogel

のことを指すであろう｡

この理事官と新王とが,1897年当時,腕を組み合っている有名な写真がある (写真 1を参

照)｡なお,このシャイ-ルの最後に示 されている ｢知恵にみち高慢でない｣ (bidjak‥.

tidadjoemawa)とは,のちこのバクブウオノ10世 (在位1893年-1939年)に奉 られた別称

で,王は ｢知恵ある王｣ (ratuwicaksana)とも称され,半世紀近 くにわたってスラカルタ王

宮の安寧を実現 した｡しかしその背後にオランダ植民地政府がぴったりと付き,王宮は植民

地政府に支えられながらこれと協働 してスラカルタの秩序を作 り上げたのである｡即位式に

おける理事官に腕をとられた写真は,両者のこうした関係を象徴的に示すものであったとい

えよう｡

opantoenbalapanKoeda (｢ジョクジャカルタの競馬についてのパントゥン｣)

パ ントゥンの形式でうたわれたものだが,先のパントゥンが特に何かを物語ることがな

かったのに対 し,こちらは当時のジョクジャカルタで見られた新 しい出来事,すなわち競馬

の状況を伝えたものである｡ その内容も興味深いのであらましを以下に述べておこう｡

競馬はスラカルタでいち早 く始められたがジョクジャカルタでもその例にならい,もっ

と良いものを作ろうとした｡こちらではスラカルタよりも3年遅れたが,会員が募られ資

金が集まって,デマンガン村近 くに馬場が造成された｡元は水田であったが見事な競馬場

に変 り,｢マタラム競馬会｣ (wedloop-SocieteitMataram)と命名された｡

最初の競技会の日は三日間と定められて準備が進んだ｡それは1893年10月28日の土曜日

から30日の月曜日にかけての三日間であった｡

街 もこの話題でもち切 りとなった｡スルタンも持ち馬を出走させることに決めたほど

で,王族,高官も開催を待ち遠 しく思っていた｡

土曜 日は朝から大勢の人々が見物にやってきた｡デマンガン村は街から20パール (1

パールは約 1,500m)ほど離れていたがある者は馬車で別の者は歩いてそこに集まった｡

王宮も街もこの日はひっそりとし,店もすべて閉めて,街中が競馬の見物に出かけたよう

であった｡ また役所も閉められ役人たちでさえ見物に行ってしまった｡

スルタンは軍服姿で乗 りつけ,王族貴族も一斉にひき続いた｡馬車の後ろには数百もの

乗馬隊が続いた｡ジョクジャカルタの理事官閣下はもちろん,スラカルタからも理事官閣

下が王子とともにやってきた｡デマンガンの村にオランダの大官,王と王族,貴族と従

者,人民が集まり,鮮やかな色彩 と華やぎに包まれて,まるでそこに一つの国ができたか

のようであった｡

オランダ人,王族らはそれぞれに出走馬を連れてきていた｡また見物人もすべての民族

からなっていた｡ガメランが響き歌声が高 く流れた｡
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9時頃に第 1レースが始まった｡出走馬は 5頭で飛ぶように走 り,優勝馬にはスルタン

からの賞金200 (ルピア)が与えらえた｡優勝馬は Beautyで,次の Nellyには50ルピア

が与えられた｡以下,第 2レースは4頭が出走,Carmenが優勝 して400ルピアを得,

Mascotteには80ルピアのプレミアが付けられた｡以下第 3レースは9頭で勝ち馬は Gay-

time,賞金は500ルピア,KiahiSaroeTomoにプレミア100ルピア,第 4レースは5頭出

走で勝ち馬は Karel,賞金は250ルピア,Naughtyにプ レミアがついて50ルピア,第 5

レースは10頭出走で勝ち馬は Herman,賞金は250ルピア,二着は Andjaniで50ルピア,

第 6レースは5頭出走で勝ち馬は Esclarmonde,賞金500ルピア,Arlequim にプレミアが

付いて100ルピア,第7レースは Aleidaが勝ち300ルピアの賞金を得,parasietにプレミア

が付いて60ルピア,第 8レースは勝ち馬に75ルピア,プレミアが25ルピアであった｡賞金

にはスポンサーがつきスルタンをはじめ,栽培会社や有力貴族が賞金を出した｡

この日はこれで終 り,来賓 も一般の観客 も浦足 して帰っていった｡翌 日も翌々日も競馬

が行われ,毎夜街では祝宴が張 られ,電灯 (lampoeelectries)の光に照 らされて街は明る

く輝いていた｡

1895年

この年は 2編のシャイ-ルが掲載されている｡

osairPerangdiLombok(｢ロンポ ック戦争のシャイ-ル｣)

これは,ロンポックをオランダが征服するまでの長大な叙事詩で46ページに及んでいる｡

物語はロンポック島に住むササク族が悪虐なロンポック王に反乱を起 したことに始まり,サ

サク族を助けようとするオランダ,バ リの諸王 と結んでこれに対抗するロンポックの王,王

の再三にわたるオランダに対する裏切 り｡ そしてオランダが神の授けを得てロンポックの首

都マタラムを攻めこれを制圧するまでを,綴ったものである｡

オランダによるロンポックへの干渉は19世紀半ばから始まっていたが,このシャイ-ルは

1894年のロンポ ック出征を題材にしたものと思われる｡15)

osairakengoena… (｢アッラーの僕に役立つシャイ-ル｣)

このシャイ-ルはマデイウンの TioKiatGingの援けを得て綴 られたと注記されている｡

1896年

この年は長編のシャイ-ル 1編が掲載されている｡すなわち sairHongkiauw-Lietan (｢ホン

キャウ-リタンのシャイ-ル｣)である｡中国の物語に由来するが,本稿では詳細は省略する｡

15)このシャイ-ルはのちにブニン社から1巻本として刊行された｡

TjeriiaPekerdjadnPrangLombok･ Yogyakarta,Buning.(1906?)
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1897年

この年は前年に掲載されたシャイ-ルの続編のほか,当時のジョクジャカルタでの出来事を

綴ったシャイ-ル 1編が掲げられている｡

oHoeboengannjaSjairHongkiauwILietan(｢ホンキャウーリタンのシャイ-ル｣続編)

これは文字通 り前年のシャイ-ルの続きである｡

osjairkadatengannyaSriBagendaRadjaSiam… (｢シャム国国王のジョクジャカルタ訪問の

シャイ-ル｣)

シャムの国王チュラロンコン大王 (在位1868年-1910年)は,15歳で父王モンクットの後

を継いだが,ジャワ,シンガポール,インド,ビルマを旅行 し植民地統治の実情を視察 し近

代西欧文明の吸収につとめたという｡ ジャワを訪れたのは1896年 6月のことで当時チュラロ

ンコンは53歳の働 き盛 りであった｡このシャイ-ルは,国王がバタヴイアからさらにジョク

ジャカルタ-まで足 を伸ばされた時の様子 を,ほぼ次のように述べている｡ なおこのシャ

イ-ルの全体のタイ トルは次の通 りかなり長いものである｡

｢1896年 6月26日金曜 日,ジョクジャカルタを訪問されたシャム国国王陛下のシャイ-

ル｣

冒頭に国王の正式の称号と誕生 日,王妃の名と誕生 日,第一王子の名 と誕生 日が記され

る｡

ジョクジャカルタ御訪問の知らせはすでに数週間前から届いていた｡御宿泊所 と定めら

れた トゥグ駅の迎賓館は美 しく飾 り立てられ,オランダ国旗とシャム国旗が掲げられた｡

シャム国旗は自象をシンボルとしていた [現在のタイ国旗とは別]｡

旗はシャム国旗が真申にオランダ国旗が左右に立てられ,それぞれ客 と主人であること

を示 していた｡館の中もすぼらしい家具で飾 られ賓客の訪問を待っていた｡金曜日の夕方

4時になると数千 もの人々が トゥグ駅に集まってきた｡老若男女すべての民族が王を一目

見ようというのであった｡お迎えするのは,副理事官閣下と監督官閣下ですでに トゥグ駅

に控えておられた｡

お召列車 も美 しく飾られ,シャムの音楽が絶え間なく奏された｡王 と王妃が列車より降

り立つと,少女が二人花を献げた｡それから王と王妃は馬車に乗った｡副理事官閣下が向

い合わせに座った｡王様は洋装で表情に輝 きがあ り沿道の歓呼を受けていた｡王妃 も洋装

でダイヤのネックレスが光っていた｡

トゥグ駅の館には理事官閣下,師団長閣下,ジョクジャカルタ王家の王子,マンタブミ

王子,バクアラム王子らが出迎えに上っていた｡馬車がお着きになると先ず理事官閣下が

ご挨拶 された｡王はことのほかごきげんうるわしくお出迎えのひとりひとりに返礼をなさ

れた｡
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翌日は土曜日,理事官閣下が先ず館にこられ,程なくしてスルタンもお出になられた｡

スルタンのお出ましはお客に対する最大の表敬,やがて王はクラトン (王宮)へと案内さ

れた｡

シャム王の乗られる馬車は四頭立て,王はいたく滴足されて沿道の歓呼に笑顔で応えて

おられた｡王宮ではスルタン自らが案内に立ち一つ一つ宝物をお見せ したOそのあと王は

バクアラム家へ も訪れ (両王家の間の距離はわずか 1km 足らず),そこでも王宮内を案

内された｡その夜はそのあと ｢Rumahbola｣(宴会の館)で大宴会が続けられた｡スルタ

ンもバクアラムも理事官閣下もこの宴に加わり,シャム王がお戻 りになったのはもう明け

方近くになってからのことであった｡

シャム王が街に滞在中はいつも見物の人々が絶えず王のおよろこびの様子もひとしおで

あった｡王はボロブ ドゥルとプランバナンの両寺院,それにタマンサリ (ジョクジャカル

タの最初の王宮,水の宮殿と呼ばれ地下道が巧みに作られている)も訪れ,地下の建築物

を一つ一つご覧になられた｡

シャム王とジョクジャカルタの王族との間にはさまざまな記念品がやり取 りされ,又,

シャム王は王族にシャムの勲章を賜わった｡日はたちまち過ぎ王がお発ちになる日,スル

タンは駅までお見送 りになり,握手をされて旅の無事を祈られた｡

1898年

この年はシャイ-ル 1編とパントゥン1編が掲載されている｡

osairakenperpoedjian...(｢オランダ王国の玉座-お就きになられるウイルヘルミナ女王陛

下を敬い称えるシャイ-ル｣)

このシャイ-ルはタイ トルの通 りウイルへル ミナ女王-の項詞である｡ ウイルヘルミナ

(1880-1962年)は,1890年に王位を継いだが母親エンマの摂政期を経て1898年に正式に即位

しその後1948年迄王位に就いていた｡ オランダ植民地支配の最後の時代 と重なった女王で

あった｡従ってこのシャイ-ルは,この年正式な即位が予定されていたウイヘルミナに献げ

たのである｡

項詞は,もし卑俗なムラユ語や市場用ムラユ語 (mel亘ioepasar)が交ってしまいましたら

何とぞお許しあれ,という断 り書きから始まる｡そのあとで,ウイルヘルミナの生い立ちが

述べられ,その女王たるにふさわしい資質が並べたてられる｡ 賢くこころやさしく外国の言

葉もよく理解され正義に厚 くヨーロッパの王室王族のおもてなしにも欠くるところなくとい

うように美点と美徳がうたわれる (賢 く聡明な,pandaidanbidjaksanaという語が リフレ

インされる)｡

続いてこの年 (1898年)8月31日,18歳の誕生日に挙行される即位式についてその様子を
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あらかじめうたい上げる｡ 即位式の衣裳については,この年のアルマナックの見開きに掲げ

られたウイルヘルミナ女王の写真によってどうか想像されたいと述べている｡

また即位式にはヨーロッパ各地の王族が列席すること,このオランダ領東インドからも,

ボルネオはクタイのスルタン,スマ トラはシアック ･スリ･インドラプラのスルタン,ソロ

のスナン,マタラム (ジョクジャカルタ)のスルタンらの諸王,陸海軍の将校すべてがお祝

いに参上することがうたわれる｡だが追って沙汰があり,総督のおられるバタヴイアにくる

だけで十分とのこと,そこで東インド各地の王族大官がその日はバタヴイアに集まるように

なるかも知れない,もう少 し様子をみてみようということで,このシャイ-ルはとじられて

いる｡

opantoenpenghiboeran(｢こころ楽しませるパントゥン｣)

これはパントゥン形式で兵士の位が上ってついにオランダ領東インドの総督に至 りそこで

活躍する様子を軽妙に綴ったものである｡

1899年

この年は,比較的短かいシャイ-ル 1編とわずか3ページたらずのパントゥン1編とが掲載

されているに過ぎない｡

osjairKatjintaan(｢恋のシャイ-ル｣)

このシャイ-ルは別の者の援けを得て綴られたと注記されている｡その別の者が綴った

シャイ-ルはある美少女を見初めたものであるが,作者が特異な立場にあることが興味深

い｡内容はおおよそ次の通 りである｡

私 [シャイ-ルの作者]は T.K.G といい,もう長いことM町に住んでいる｡ 家は市場

の北側の俺 しい貸 し家で,今は職もない｡前はアヘン請負の使い走 りをなりわいとしてい

た｡金はなくても気分は王様,それではつれづれにシャイ-ルを綴 りましょう｡

ある日散歩をしていて中国人街に足を入れたところ一人の少女を見かけた｡ほっそりと

した美少女で顔かたちは人形のよう,歯は白くかがやき肌は白く黒目が深 く澄み,どこの

国にもこれほど美 しい娘がいようとも思われない｡髪の毛,指輪,何 もかもが私の心をか

き立てそれからというもの片時もその面影が離れない｡どうかその娘がわが家を訪れるよ

うにと神に祈 り,祈祷師をやとったが詮ないことであった｡そこで-通の手紙を書き届け

ることとした｡もう一週間,夜 も眠れず食事ものどを通らず身はやせ細るばかり,どうか

哀れとおぼしめして返事をください,それが恋文の趣旨であった｡

[これに対 して次のような返信が,パントゥンの形式で綴られてきた｡]

あなたの手紙が本当ならどうか身をもって示 して下さい｡それなら私もそれにお応えし

て,朝に夕べにあなたの来るのをお待ちしておりましょう｡
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opantoenpenghiboeran (｢こころ楽しませるパントゥン｣)

17連からなる短かいパントゥンで言葉遊び以上のものではない｡ただ最後の連に,スマラ

ンから汽車に乗って塩魚が運ばれてくると述べられ,列車がまさに人や貨物を運び始めた時

代の一端がはからずも窺える｡

1900年

この年は欠号｡

1901年

この年は,SairOw-PekTjoal編のみが載せられているが,これは続編とされている｡ そ

こで,このシャイ-ルが1900年以来連載されていたことがわかる｡

1902年

この年も,sairOw-Pekl〕oal編のみが載せられている｡完結編であり,3年続きの長編の

シャイ-ルであった｡

1903年

この年はシャイ-ル 1編だけが掲載されている｡

osairMinoemanKeras(｢酒を飲むシャイ-ル｣)

これは15ページにわたって酒を飲むことの功罪を綴ったもの｡ 罪を述べるのはともかく功

についても仔細に述べ,最後にはいくつかのブランドを並べ立てて宣伝までしているところ

が,まことにユニークである｡ このシャイ-ルの内容はおおよそ次の通 りである｡

酒を飲むことを厳 しく禁じている宗教もある｡しかし酒が好きな者は少なからずいる｡

それが現代というものだ｡酒を飲んでも酔ったり怒ったりしてはならない｡それは争いの

因になる｡ 酒は飲み方一つで毒にもなれば薬にもなる,友ともなれば敵ともなる｡ 専門の

医者も同じことを言っている｡酒が寿命を縮めるという医者もいれば,酒は体をさっぱり

させ恐れを取 り去 り寿命を伸ばすという医者もいる｡

医者ですら見解が定まらないのだから筆者 もどちらとも言いかねる｡ ただ,いつも酒を

飲む者にとって酒の功罪は何かを綴ろう｡酒の好 きな者は性格が悪 くなり体 もおかされ

る｡ 酒で顔を赤 くし大声を出し周 りの人の悪口をいい争いごとをひきおこす｡金を使い尽

くし妻に当り散らす｡酒を飲んで笑いころげるようであればそれはもう神をおそれぬしる

Lである｡ 酒が度をすぎれば,話 し始めてとどまることなくまた支離滅裂となる｡まこと

に酒は邪悪なものである｡
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それでは酒の効能は何であろうか｡酒はほどほどに飲み酔うこともなければ,人から怖

れをとり去る｡ だからオランダ (Kompeni)も兵士の勇気を増すために酒を用いた｡戦闘

の際には酒が嫌いでも無理に飲ませて士気を高めた｡ひとたび飲めば進んで戦場へ出,死

をも怖れずに敵と闘った｡

酒はまた客のおもてなしにも欠かせない｡とくに祝い事の時に酒はつきもので,これな

しでは大勢人が集まっても宴会は寂 しいものになってしまう｡ さらにまた話し合いの時に

も酒があれば,話がはずみよい考えも得られる｡

医者もいうように,健康になりたければ,酒も決して悪 くない [｢ただし金曜日は除く｣

と但 し書きがある]｡毎日適度に飲んで食欲を増そう｡ 適量ならば昼間から飲んでも構わ

ない｡ヨーロッパ人もしていることだから｡食事の前にジュネヴァ [オランダ風ジン]を

飲んで魚を食べれば,気分壮快になること請け合いである｡ジュネヴァはどれでもよいの

ではな く,値段は高 くてもA.V.H.印を選ぼう｡ また,ブランデイならば ｢三つの櫓｣

(tongtiga)がよろしい｡

これで終えよう [先に ｢こんなお酒のシャイ-ルなどめったに綴られることもない｣と

記されている]｡これは人を教え訓すのではなく,｢現在行われていることをありのままに

に物語っただけである (Kamitjeritateroesdanterang,Jangterlakoezamansekarang)｣O

1904年

この年も前年にひき続いてシャイ-ル 1編だけが掲載されている｡

osairMadat(｢アヘンのシャイ-ル｣)

前年にひき続いて ｢めったに綴られることもない｣ シャイ-ルである｡ このシャイ-ル 1

編を以って,タン･チュック ･サンの名はアルマナック ･ムラユ (ブニン社版)からはふっ

つ りと姿を消 している｡1905年が欠号なので,もう一年何らかのシャイ-ルが彼によって綴

られた可能性は残されているにしても,さし当りこのシャイ-ルを以ってタン･チュック ･

サンの執筆活動は終ったと考えてよいだろう｡ これもさることながら,内容 もまことにユ

ニークである｡そのあらましを以下に述べよう｡

アヘンのシャイ-ルを綴るのはそれを命 じる者また禁ずる者が居るからではなく,｢現

代のあ りよう｣ (adanjazamansekarang)を読者にはっきりと知ってもらうためである.

どうぞ最後までお読み頂きたい｡

さてアヘンは国の禁ずるところとなり,ほう大な利潤は政府の独占となった｡これまで

請負権 (pacht)は中国人の手中にあり,大金持ちが生まれていた｡ 政府が警戒 していて

も請負権が売買されさらに何倍 もの利潤が生み出された｡

バ リ島からは闇のアヘ ンが流れ込んで正規 (asli)のアヘンと混ぜ合わされ,街に出
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廻っては巨大なもうけとなった｡そこで闇のルー トを監視すべ く警察はスパイを放ったが

摘発はまるで成功 しなかった｡スパイはあらゆるところに入 りこんだが専売業者はもっと

すばや くこれに対抗 したからである｡ 政府はこれがうまくゆかないと知るや方針を変え,

政府自身が専売業者になることに決めた｡こうしてアヘン取締局 (Opiumregie)が設置さ

れた｡それ以降アヘンの専売は政府の独占となる｡ 政府は人民の苦 しみに意を払い,中国

人だけがもうけを得るのを防ごうと考えた｡

この結果,政府のアヘン関係役人がもうけを得るようになった｡一方,それ以来中国人

は苦況に陥 り,失業 し没落する者が相次いだ｡村-入ることを禁ぜ られ通行制限を受けた

ち まち蓄 え も尽 きて しまった｡ もし落 ちついて考 えるな らば,｢お上｣ (Ka叫ieng

Gouvernement)は大変残酷だ｡アヘ ン条例によってよろこぶ者 もいたが不幸になった者

もいるのだから｡ひとりを助ければひとりは死ぬという諺の通 りだが,まことに中国人は

この条例によって辛酸の極みに立っている｡ しかし嘆いたとして益 もない,これも定めな

のだろうから｡

同じ国民なのに土地の子 (bumipoetra)はもっぱら愛され中国人はまるでまま子のよう

に憎まれている｡

政府がアヘン専売を始めてから密輸業者は恐れたが,やがて大胆となり警察の目をかす

めて密輸を続けた｡捕まるのは小物ばかりで,大物は悠々と仕事を続けた｡アヘン条例が

政府に損失をもたらしていることは明らかだ｡お上の目的は,アヘンから利潤を上げるこ

と,人民が吸いすぎないように防ぐことであったのに,アヘン吸飲者によれは政府公認の

アヘンは味がおいしくなっていて,今までよりも吸飲量が増えたという｡ また,密輸は

益々横行 している｡これはいずれもお上の意に反したことである｡

アヘンはどの民族も好むが,中でも中国人とジャワ人は老若を問わずとりわけアヘンの

好きな民族だ｡どんなに高 くてもこれを手に入れて薬の代 りとする｡アヘンの効用は大き

いから,これを禁じても吸飲はなくならない｡

アヘンを吸うと白い煙が上 り,それで金がなくなっても,心は満たされる｡ アヘンを吸

えば病は消える｡ 嫌なことは忘れこころははばたく｡ アヘンは高価だからめったに買えな

い｡人はそれぞれ制禦 してこれを吸引すればよい｡

アヘンの害を言う人もいる｡ これをやると顔は青白く体は痩せこけ寿命が縮まり生 きる

屍のようになるという｡ これはアヘンを憎み悪口を言い続けてきた者たちの言葉だ｡その

人たちはしかし黒と白の区別が付かず,よってきたるところが正確に分っていないのだ｡

アヘ ンを売る家 (アヘン窟)は柱 も壁 も清潔だ｡アヘンを攻撃するのは愚かな考えであ

る｡

アヘンの効用といえばヨーロッパでは太 りすぎた人は痩せるためにアヘンを吸飲すると
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いう. 一体アヘンを吸うことのどこが悪いというのかOアヘンを吸うか否かはそれぞれの

選択にまかされていることなのだ｡

アヘンを吸えば早 く死ぬという非難も正 しくない｡人は誰でも死ぬのであるし,死は身

分の上下なくすべての者の上に必ず訪れる｡ 問題は十分な資金 もないのにアヘンを吸い続

けることだ｡前借 りをして借金に苦 しんだり,金欲 しさに強盗や殺人に走ったりすること

になる｡ これに対 して十分な資金を持つ場合にはこのような問題は生 じない｡

そうであるとはいえ,まだ若い人々はアヘンをやめるべきであろう｡ もし吸っているな

らばその量を減らすべきである｡お上は人民がアヘンを吸いすぎないようにと,アヘン条

例を制定 し,人民を借金から解放 しようとした｡条令によりアヘンに薬が混ぜられてペル

シャのアヘンとは異なるものとなり,又,薬にかかわる医者たちは収入を得ることとなっ

た｡

さて,現にアヘンを吸っている者はそれを味わうのもよいし,吸飲量が増えないように

気を付ければよい｡また,お上は人民に慈悲をかけておられるのであるから,アヘンがも

とで問題を起こしている場合には,アヘン吸飲は罪悪であってただちにこれを止めるべき

である｡

アヘンのシャイ-ルはここまでにしよう｡ 作者は何 も忠告を与えようなどと大それたこ

とを思っているわけではない｡読者 (toewandanbaba)に平安があ りますよう｡ それか

ら,もしこのシャイ-ルに誤 りがあったり不足のところがあれば,どうぞ読者自身で直し

たりつけ加えたりしてくれるようにお願いします｡

前にも述べた通 り,この1904年版のアルマナックをもってタン･チュック ･サンの名前は姿

を消す｡1年おいた1906年版のアルマナックは表紙に ｢このアルマナックは植民地政府のアル

マナックに従 う｣とのみ記されているだけで編者の名はまったくみられなくなるのである｡ し

かもまた1906年にシャイ-ル 1編が載せられているが,それ以降はシャイ-ルそのものがアル

マナックに載せ られなくなる｡従って1904年はブニン社版アルマナック ･ムラユにとって大き

な転機 となったと述べてよいだろう｡ また,タン･チュック ･サン自身にとってみれば,｢ア

ヘンのシャイ-ル｣は彼の最後の作品となったと考えてよい｡あるいは逆に,このシャイ-ル

を記 したからかあるいは別の理由があってのことかはともかく1904年以後タン･チュック ･サ

ンがアルマナックの編集から手を引 くかそこから立ち去らざるをえない何らかの事情があった

のかも知れない｡

このことを含めて,これまでに概観 してきたシャイ-ルについてどのような特質を指摘する

ことができるであろうか｡以下にそれをまとめてみたい｡
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2. シャイールの時代

(1) 同時代性

これまでに概観 してきたシャイ-ルはそのテーマに従って次の三つに大別することができ

る｡

第一は外国とりわけて中国に素材を求めそれをムラユ語でうたったもので,長編のものが多

い｡

第二は恋歌,花,カー ド遊び,人生の知恵などをうたったシャイ-ルもしくはパントゥン

で,比較的各年にわたって掲載されている｡

第三は,その年ごとにジョクジャカルタの街で経験 された出来事 をシャイ-ルの形式でう

たったもので,これは数も多 くほとんど各年にわたっている｡ この第三のシャイ-ルこそ,ブ

ニン社版アルマナックを特徴づけこれに読み物 としての魅力を与えていたといってよいだろ

う ｡

すでに見てきた通 り,タン ･チュック ･サンは1889年にアルマナックの編集に携わるさいに

自らの登場をシャイ-ルに綴 り,それ以後次々と同時代のジョクジャカルタの街そのものを

シャイ-ルで表現 して きた｡それらは,先ず何 よりも, 日本人歌劇団の興行,気球の一大

ショー,コメディ ･スタンプルの大興行,三 日間にわたる競馬の競技会のように,その当時

ジョクジャカルタの街の人々がいずれも初めて見聞した出来事,つまり時代の先端にある風物

を綴っていた｡これらを通 じて, 19世紀の終ろうとする頃,ほとんど毎年のように街の空気を

浮 き立たせ しばらくの間ひとしきり人々の共通の話題になっていたことがらがジョクジャカル

タを訪れていたことが知られるのである｡

これと並んでジョクジャカルタがジャワの王都でもあるということをおのずと浮かび上がら

せるようなシャイ-ルも精力的に綴られていた｡東隣 りに接 しているスラカルタ王家の当主の

逝去 と新 しい王の即位式,そしてそれがジョクジャカルタの街でどのように見られていたのか

という様子,シャム王チュラロンコンのジョクジャカルタ訪問,ジョクジャカルタ王家で行わ

れた割礼の大祭礼,ウイルへルミナ女王-の頒詞などがそれである｡ これらはいずれも,その

年ごとに起 きていた王と王族たちの重要儀礼であり,王家や植民地政府の威光と栄華を称える

ものであるとともに,それがどのようにしてとり行われたのかを ｢街の風景｣ として綴ったち

のであった｡

またロンポック戦争のシャイ-ルも植民地政府の ｢正義の闘い｣が植民地の秩序 と安寧をも

たらすに至るまでについて,逐一うたい上げたものであった｡秩序 と安寧の回復という点でい

えば, 1889年に綴ったジョクジャカルタの強盗団についてのシャイ-ルも同様の主題を扱って

い た ｡

これらはテーマそのものが同時代性を示 し新 しい風俗をうたうことで,アルマナックのアル
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マナックたるゆえん,すなわち,年々歳々の人々の生活を彩 りこれに区切 りを与えている事象

をもっともよく提示するものであったといえよう｡ アルマナックの冒頭におかれたカレンダー

が無機質的に時間を分割 し,唯一の普遍的な時間の単位にそれぞれ個別の暦を変換 してしま

う,つまり,西暦 (これはわざわざオランダ暦と命名されていた)を基準として他の暦が位置

づけられ,まるで一本の棒が同じ速さで無限に伸び続けるように時間を定位するのに対 し,ア

ルマナックの巻末におかれたこれらのシャイ-ル群こそは,この棒のように伸びる時間に,読

時記としての区切 りと意味を与えるものであったということができるだろう｡暦がジョクジャ

カルタの街の人々の共通の経験と結びつき,生活暦としての性格が示されていたといってもよ

い ｡

これらのシャイ-ルが個々具体的に示 している事象をつらぬくのは,王宮と王宮前広場 (ア

ルンアルン),イモギリの聖地,水の宮殿など,ジョクジャカルタを一つの都 として作 り上げ

る上での中枢である｡しかし,その上に重なり合うようにして,汽車, トゥグ駅,迎賓館,戟

馬場,クラテン駅など,まさに当時の最先端の技術と文明の装置がくり返 し語られる｡ソロの

王の棺を運ぶのも,シャム王をジョクジャカルタまで運ぶのも,当時開通されたばかりの鉄道

であり,それなくしてこれらの巨大な出来事がジョクジャカルタの街にやってくることはあり

えない. 王宮前広場の大天幕,高 く上がる気球,そこから舞い下 りてくるパラシュー ト,異国

(日本)の不思議な見世物,聞き慣れぬしかし何やらハイカラな名を付けられて疾駆する馬,

スラバヤで結成されたばかりのハイカラな歌劇団の華やぎ,それらのいかにも心の浮き立つよ

うな物珍 しく新 しい事象が街でおきる｡一年経てば何か新奇なことが必ずおきる,という時代

の販わいと華やぎとを,これらのシャイ-ルは見事に伝えている｡ しかもそれは,そもそも同

時代性をうたうことをテーマとしない恋歌や忠告のシャイ-ルの片々にも,おのずから示され

る｡例えばそれらは,スマランから貨車で魚が運ばれることであったり,コーヒーやミルクの

ような飲み物であったり,チーズやパンのような洋風の食べ物であったり,子供が毎日通う学

校であったり,そこで用いる読本であったりする｡

またこのような出来事がそれぞれに華やぎをもつのは出来事自体のはなやかさに加えて,実

に多 くの見物人が街に溢れ出てそれを目にしていたということによる｡ それぞれのシャイ-ル

は,見物人や観客が老若男女道路を埋めたり新設の駅前広場に集まったり,王宮前広場に溢れ

たりしている様子を克明に表現 している｡ 時として,シャイ-ルの主人公は観客自身にほかな

らないことが示される｡

それとともに注目すべきことは,これらの観客,見物人がつねに多数の (というよりも当時

のジョクジャカルタの街を構成していたすべての)民族集団から成 り立っていたことが示され

ていることである｡王族と人民 (rakjatの語が頻用されている)として表現されているジャワ

人,中国人,オランダ人はもとより,Kodja人として示されるタミール人,アラブ人もその都
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度シャイ-ルの中に登場する｡それは,これらの事象が民族や階層の差異を越えて共通の話題

となっていたことを示 しているであろう｡

別言すればこれらのシャイ-ルは,当時の人々の話題が年ごとに新しくなる状況,そしてそ

の話題がジョクジャカルタという狭い範囲を越えて広がるものであった状況を示している｡ そ

れはまた,人々の ｢話 し言葉｣(lisan)の世界をシャイ-ルという ｢書 き言葉｣ (tulisan)に

よって定位 していく営みであった｡

しかし,人々の話題の中心はつねに華やかな出来事,｢近代｣の到来を告げる新 しい技術や

演芸の世界にかかわるものだけであったとは限らない｡日常生活にもっと密着 したところでは

別のことがらも話題とされていたにちがいない｡それは,生き生きと語 り合うよりもひそかに

噂話として広がっていく場合も多かったであろう｡ そしてこちらの方に噂話としての迫真性と

現実性はより高かったということもできる｡ それをよく示すのは, 1889年の強盗団についての

シャイ-ルである｡そこでの強盗団はたんに悪虐非道の徒 としてうたわれているだけではな

い｡誰でもがそれに襲われるという不可抗力性,誰でもがそれに対 して身をさらけ出している

というおそれとおののき,ひとたび狙いを定められたらそれに抗するすべ もそれから逃れるす

べも無いというまったき無力性,だからシャイ-ルの中ではこの強盗団は ｢はやり痛い｣とし

て語られまたくり返 し ｢街を焼 く火｣として語られる｡ それは,比倫として語られるのではな

く,のがれられない災禍としてそれらと等置されている｡ 遂にジョヨ･ユ ドは逮捕され絞首刑

に処せられるが,その直前に至ってなおこの首領は不敵な笑いを浮かべている｡ ユ ドが逮捕さ

れ,オランダの力によって秩序がもたらされた,闇が尽きて光がやってきた (｢闇から光へ｣

という倫理植民地政策のイデオロギーが,その政策が唱道される20世紀以前,10年以上も前に

このシャイ-ルで用いられていることに注目されたい)と述べてこのシャイ-ルは終るが,そ

れにもかかわらず,ユ ドの不敵な笑いは,シャイ-ルのそのような結語がいつかまたもろくも

崩れることを予告している｡ 火と病いは必ずまた起きてくると予告 している｡何故ならば,こ

のシャイ-ル全編を通じて,ただユ ドひとりだけが ｢笑う｣ことのできる主体だからである｡

このシャイ-ルには,ジャワにおけるおそれとおののきの原形質が見事に示されていると思

われる｡｢おそれとおののき｣ (ketakutan)は,抗 Lがたい力で外から闇の中からやってくる｡

｢ユ ド｣以外は誰一人として ketakutanから逃れることはできない｡それは抗 しようのない災

禍,人智を越えた定めとして了解される｡ひとはわずか壁一枚でこの力の前に身をさらされて

いる｡ 壁は薄くはかなくいつでも打ち破られてしまう｡ ｢おそれとおののき｣をめぐる原形質

とはおおよそそのようなものである｡ このようなおそれをテーマとする作品は,その後,シャ

イ-ルのみならず短編の物語や実話小説の形式で書き継がれていった｡それはたんに大衆文芸

のみならず,｢純文学｣の作品の中にもしばしば認められる主要なテーマの一つであった｡ 19

世紀以降のムラユ語,のちのインドネシア語文芸作品の最大のテーマは実は ｢おそれとおのの
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き｣に関わるものであったといってよいだろう｡ この ｢強盗団のシャイ-ル｣は 『シ ･チョ

ナット物語』や 『ニヤイ ･ダシマ物語』を経,『シティ･ヌルバヤ』から現代の怪盗クス二 ･

カス ドットの物語やプラムデイアの諸作品に至るそのようなテーマを扱った最も初期の作品で

あった｡16)

(2) 闇の世界のかがやき

｢強盗団のシャイ-ル｣が示すこのようなテーマは,タン･チュック ･サンのシャイ-ルの

もう一つの特色と関連 している｡ 上に見た通 り,ジョヨ･ユ ドをうたったシャイ-ルは ｢現に

起 きた出来事｣ Gangterlakoezamansekarang)をテーマにしたさまざまに華やかなシャイ-

ルといささか趣向を異にしていた｡それは,華やかで祝福された世界と隣 り合わせの陰の世界

をめぐるシャイ-ルであった｡そのような ｢うさんくさい世界｣は,アルマナック ･ムラユの

シャイ-ルがうたったもう一つの主要な題材であった｡ここに ｢うさんくささ｣とは,まっと

うな社会道徳という普遍的基準,また植民地政府の秩序と安寧という観点からみてそれを危う

くするという意味であるが,これらのシャイ-ルがかかれていたまさにその時代 こそは,

｢まっとうな｣社会道徳と植民地政府の秩序 と安寧 とが確立 していく時代であった [土屋

1986:226-234]｡

あらためていうまでもなく,タン･チュック ･サンのシャイ-ル中,このようなテーマを直

接扱ったものが 3編ある｡一つはいま述べた ｢強盗団のシャイ-ル｣であり,後の二つは ｢酒

のシャイ-ル｣及び ｢アヘンのシャイ-ル｣である｡強盗団についてのシャイ-ルはその後も

しばしばうたわれたり,他の文学形式 (短編物語や演芸)で扱われたが,アルコールやアヘン

についてのシャイ-ルは大変珍 しい｡況んやここで歌われているような姿勢,つまりアルコー

ルやアヘンについてその功罪を半ばずつ論ずるだけでなく,その効用についてむしろ積極的に

論ずるという姿勢は,ムラユ語のシャイ-ルとしては稀有のものであろう｡

これに関して次の二つの点を指摘することができるであろう｡

第一はこれらのシャイ-ルが,当時の時代風俗のリアリティを反映 しているという点であ

る｡ それは,汽車や気球やコメディ･スタンプルが時代の風物詩であったこととは異なる局面

で,しかもなお時代のありようを示していた｡

先ず,植民地都市の複合性 ということである｡ジョクジャカルタは王都であって王と王宮

(クラトン)があり王宮の南北にはそれぞれ広大な広場 (アルンアルン)があって王と人民と

16)それらのタイトルを示せば次の通りであるが,ほかにもこの種の作品は膨大な数に及んでいる｡

PangemanannF.D･J･ 1900･ TjeriiaSiTjonal･ Batavia.

FrancisG. 1895. TjeTiiaNjaiDasima. Batavia･

Rusli,Mh. 1922. SiEtiNurbaJa. Batavia,BalaiPustaka.

pramoedyaAnantaToer. 1950. KeluargaGeriJtya.Jakarta,Pembanguan.(押川典昭 (釈).1983.
rゲリラの家族Jめこん)

Parakitri. 1979. KusniKasdul.Jakarta,PTGramedia.
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を結ぶ空間を形成していた｡しかし同時にまたこの街 もオランダ植民地支配の下にかっちりと

おかれ,オランダ女王,バタヴイア総督府から連なる権威の体系が確立 していた｡理事官,副

理事官,監督官とその夫人と家族たち,かれらが街の一角に広壮な館を構え,目も彩な生活を

していた｡それは,この街に汽車が通 じ郵便や電信のネットワークが開かれ,自転車が登場 し

車が走 り始めるようになるとともに一層顕著になった｡これらはすべて, 19世紀末から20世紀

初めにかけてこの街で起 きたことであった｡

王と王宮がありオランダ人の高位高官が威を誇るという状況を取 り巻いて,他のさまざまな

社会集団が存在 していた｡王族とこれに系譜上つらなる多 くのジャワ人貴族たちは,王宮の一

角に溢れんばかりになっていたし,その一部はそこから出てオランダ式の教育を受け,植民地

の原住民官僚となりつつあった｡もう少 し下のランクの村落に在住する貴族層の中からは,先

にみたワヒデイン ･スデイロフソドの例が示すように,あるいは医師としてあるいは当時 しだ

いに開設されつつあった原住民学校の教師として専門職の道を進む者 も現れ始めていた｡そし

てこれら貴族層 (プリヤイ)の外側には,膨大な数の人民 (ラヤ ット)がひろがっていた｡

商業活動のネットワークはほとんど東洋系外国人,とりわけ中国系住民に握 られていた｡彼

らは現地化 しつつある人々つまりプラナカンであって,ムラユ語を話 しイスラム化 し現地女性

との通姫を重ねていた｡そのネットワークは植民地領土の全域だけでなく海外にも及んでい

た｡これらのプラナカンはその一方で, 1900年に中華会館を設立 して中国人としての自らのア

イデンティティをとり戻そうとしていた｡その背景には同じ東洋系外国人である日本人が1899

年以来ヨーロッパ人と同格の法的地位を与えらえていたこと,中国人の旅行 と居住の制限が強

化されたことなどに対する反発があった｡

さらに,欧亜混血 (ユーラシアン)のグループが居た｡このグループは一部は都市に一部は

農村にいて,オランダ風と現地風の奇妙な混合 ･混在 した生活様式を作 り上げていた｡

それではこのようなさまざまな社会集団,文化集団は,植民地都市においてファーニパルの

いう ｢複合社会｣すなわち同じ空間に存在 しながら言語的にも文化的にも交流 し融合すること

のない社会,つまり共通意思の存在 しない社会を作 り出していたのであろうか｡そこでは,貨

幣以外にこれらの社会集団を還流するものは何 もないとされていたのであるが,上に示 した

シャイ-ルはこれらのさまざまな社会集団が,いくつかのことがらに強い関心を共通に寄せて

いたことを示 している｡そしてその関心事の中には時代の進歩を映す華やかな催 し事だけでな

く,むしろ多分にうさんくさいものも又包み込まれていた｡

このような関心のありようについて,アントニイ ･デイは ｢カエロアン｣という概念を提出

して興味深い議論を展開している｡ カエロアン (kaelokan)は,｢エロック｣(elok)から派生し

た抽象名詞 (ジャワ語)である｡ エロックは ｢尋常でない｣,｢珍 しい｣,｢不思議な｣などを意

味 し,カエロアンはその抽象形 ｢不可解なこと｣,｢謎めいたこと｣ を意味 している｡さてデイ
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によれば,19世紀半ばのスラカルタで刊行されたジャワ語紙 『ブラマルタニJには ｢カエロア

ン｣ という欄が設けられ,｢街よりも田舎でおきた幽霊の話,奇形の人や動物の話,霊のたた

りやこれに題する出来事｣がしばしば掲載されていたという｡ デイはこのことを当時の新開の

読者たちの心理状況と結びつけて次のように結論 している｡ すなわち,当時スラカルタで新聞

の編集に携わった りその読者であった人々,オランダ人,ユーラシアン,ジャワ人のエリー

ト,プラナカンなどが,ジャワの ｢汎神論的世界観｣ と ｢西欧的近代世界｣のはざまにおかれ

ていたこと,そのはざまの状況にあってその何れにも完全に帰属 しえないという ｢無能性｣ や

｢(相互の)人種的 ･階層的違和感と偏見｣がこのカエロアンの世界 (つまり ｢おどろおどろし

い世界｣)-と,彼らをひきつけていったのである [Day1981:262-264]｡

ここで言われている 『ブラマルタニ』紙の ｢カエロアン｣欄は1870年代のものであったとい

う｡ とすれば,同じ中ジャワの王都でスラカルタと隣 り合わせのジョクジャカルタにおいて

ち,新開の読者 (ないし潜在的な読者層)は,ジャワの ｢汎神論的世界観｣ と ｢西欧近代世

界｣のはざまにおかれていたであろう｡ しかも,19世紀末から20世紀初めへと時代が移れば移

るほどそのはざまは深いものとなっていったことだろう｡

オランダ的な小市民の道徳観は,1870年代以降スエズ運河の開通にともなって家族連れのオ

ランダ人の数が増すのと軌を一にして,次第に植民地社会に根付いていたし,ウイルヘルミナ

女王の即位式を機に ｢植民地に新 しい倫理的方向を｣ というスローガンが唱えられたことで

｢倫理政策｣ という新 しい近代化政策が政策目標 として掲げられるようになった｡鉄道や電信,

電話,また近代学校制度や植民地行政の再編成のような一連の近代化がそれに重なり合って進

められた｡時まさに,アチェ戦争の長い闘いに決着がつき,いく度かのバリ戟争でバ リ島を服

属せ しめ,あわせてロンポック島-の支配権 も確立 して ｢サバンからメラウケに至る｣広大な

領土をもつオランダ領東インドという植民地国家が確立 しつつあった｡

このような時期,それまでの植民地社会にあまねく広がっていたいくつかの風俗や慣行は,

｢進歩 と倫理｣に反するものとして否定されもしくは特定の空間に囲い込まれるようになって

いった｡それらの風俗や慣行は,ある特定の社会集団だけでなく複数の社会集団にわたって共

通にみられた現象であり,それゆえにこれらの社会集団を相互につなぎとめさらに融合させる

役割 りを果たすものであった｡さまざまな賭博,アヘン吸飲,現地妻 (ニヤイ)などはその典

型であった｡ しかるに19世紀末以来,そのあるものは公然 と禁止され,あるものは非公然化さ

れて次第に社会の裏側へと姿を隠すようになった｡つまり先の言葉を用いれば,これらの事象

は次第に ｢カエロアン｣の世界,何やらおどろおどろしくいかがわしいもの,｢健全な社会生

活｣から逸脱 したものとみなされるようになっていったのである｡それだから,当時の ｢ニヤ

イ小説｣の流行にみられるように,それは好奇の対象となり,また,犯罪に結び付 くものとし

て語られるようになった｡ ニヤイの物語が実話の物語化でありそれがまた犯罪をめぐる物語で
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あり (しばしば)被虐の物語であるという定式化がそこではみられたのである｡

このような当時の時代風潮にてらしてみる時,タン ･チュック ･サンの一連のシャイ-ル

は,ジョクジャカルタという街における ｢はざま｣の時代のありようを見事に浮かび上がらせ

ていたということができるだろう｡すなわち,一方で ｢進歩の時代｣の事象が年ごとの風物と

して描かれ,他方ではやがて時代の裏面から消えてゆく,ニヤイや強盗団やアヘンやアルコー

ルにかかわる世界が歌われる｡ このうち,ニヤイについて付言すれば,先にみたシャイ-ルの

うち ｢愛の歌,恋の歌｣などは単に相聞歌の手引きであるだけでなく,ニヤイとなるべき女性

を探す状況として読み とることができるし,｢混載詩｣にしばしば現れる旦那 とかグナグナ

(秘薬)とかは,そのままニヤイの世界を歌ったものである｡ ここではグナグナはまさに ｢カ

エロアン｣の世界のシンボルとして描かれているといえよう｡スタンプル劇団の美女がまた夕

暮れにふいに姿を消すのもまた,このような世界のありようを示 している｡

このようにタン ･チュック ･サンの綴ったシャイ-ルの顕著な特徴は,そこで ｢カエロア

ン｣の世界が歌われていたこと,しかも,そのリアルなありようが歌われていたところにあっ

た｡そしてここで併せて注目すべきことは,これらの ｢カエロアン｣のシャイ-ルにおいても

｢時代の進歩｣(クマジュアン)のシャイ-ルと同様に,すべての社会集団,文化集団がこれに

かかわるものとしてうたわれていることである｡アルコールのシャイ-ルにしてもアヘンの

シャイ-ルにしても,そこに登場するのはオランダ植民地政府とその代理人,兵士,ジャワの

貴族と人民,プラナカンなどの社会集団である｡ というよりも,｢強盗団のシャイ-ル｣にお

いてそれが ｢はやり病｣と ｢くり返し襲う火事｣にたとえられていたように,社会集団,文化

集団の観念を横断しその上を一様におおうものとして,強盗団もアルコールもアヘンもニヤイ

もグナグナも定位 されていたのである｡ 病 も火事 も人為ではなく自然に属することがらであ

り,それゆえに,毎年のアルマナックの冒頭にその年の日食月食の予告が必ずなされるのと同

じようにして,火事も病も強盗団も必ずすべての人々の上をおおう｡ ニヤイもグナグナもアル

コールもアヘンも,すべての人々の上をおおい,すべての人々の心をそれらに結びつけるので

ある｡

このようにしてみると,タン ･チュック ･サンのシャイ-ルは,19世紀末の植民地都市のダ

イナミクス,とくに,それが複合社会として成立していたのではなく,混沌 ･融和のダイナミ

クスで働いていたことをよく示していた｡それは,わずか四半世紀後に政府公定のバライブス

タカ版のアルマナックが,一貫した秩序を示 し,ページのすみずみまで近代知の優位性がゆき

わたり, したがって,｢カエロアン｣の世界はもはやその痕跡すら留めていない状況と比較す

ると,ことごとく対照的であったといえよう｡

(3) タン･チュック ･サンの時代

第二に論ずるべきことは,タン ･チュック ･サンとはいかなる人物であったかということで
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ある｡ この人物の由来来歴については今のところ筆者には分っていない｡さし当たり推測せざ

るをえないのであるが,その手がかりは彼自身の手になるシャイ-ルだけである｡ しかしシャ

イ-ルをみていくと,この人の人物像だけでなく彼が何故1906年以降にアルマナック ･ムラユ

の編集から手を引いたのかという理由も浮かび上がってくると思われる｡ そこで以下にその点

について述べてみたい｡

重要なのは,彼の最晩期の二つの作品,｢アルコールのシャイ-ル｣ (1903年)と ｢アヘンの

シャイ-ル｣ (1904年)である｡これらの作品はすでにみたそのあらましからも知られる通 り,

酒とアヘンが健康を損ない道徳的に堕落させ頼廃の気風をもたらすことを主張 しているのでは

まったくない｡あえていえば,むしろそれと逆のこと,つまり功罪あい半ばすると述べながら

もそれぞれの効能を巧みに述べたてている｡ アルコールの場合は,オランダ人社会での飲まれ

方が一つの手本として示され,最後にはいくつかのブランド品を推賞することでシャイ-ルを

終えている｡ まことに巧みな筋立てとなっている｡

アヘンの場合にはその述べ方はもう少 し微妙で複雑である｡ それは,二つのテーマが一編の

シャイ-ルの中に決してなじみ合わないままに,混在 しているからである｡ 一つはいうまでも

なくア-ン吸飲は是か非かというテーマであり,是とも非とも断じていないが経済的に余裕が

あって自制できる者ならば結構であるとその効能を述べる一方,ヨーロッパでも用いているこ

とを巧みに織 り込んでその効能を裏書 している｡

もう一つのテーマはアヘン条令をめぐる政府批判で,こちらの方こそこのシャイ-ルが作 ら

れたそもそもの動機であったと考えられる｡ 先に紹介 したところからも明らかなように,アヘ

ン販売を植民地政府が独占したことについての,華人 (プラナカン)の側からの嘆きと恨みと

が執劫にくり返され,また屈折 した形で表現されている｡ ｢お上｣はアヘン密輸を取 り締 まり

アヘン吸飲に由来する人民の困窮を救うためにアヘンを政府専売とすることにした｡ しかし密

輸は決 してなくなっていないし,政府が薬を混入 した結果アヘンの味そのものがおいしくなっ

て人民の吸飲量は却って増加 した｡また政府専売以来,それまで販売にかかわっていた華人は

悲嘆の底に沈んだ｡これらのことについて事実を述べたり嘆きの声を発 したり ｢お上｣の措置

を評価するかにみせてそれを皮肉ってみたり,面従腹背の姿勢があらわに示されている｡

このような屈折 した状況の背後には,アヘンの利権をめぐって植民地政府と華人とが利害を

異にするという時代の展開があった｡ アヘンは19世紀のジャワにひろくゆき渡っていたが,

1808年以来植民地政府はその加工販売を請負制とした｡入札によって独占的販売権を手にして

いたのはほとんど華僑であった｡また,公認の販売ルー トに乗らないアヘン密売をどのように

して取 り締まるのかということが,植民地政府と公認のアヘン業者の双方にとって最大の課題

となっていた [白石 1992:161-168]｡

19世紀の末年に至って,このまことに儲けの多い事業について変化が生ずる｡ 一つは1890午
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当時,深刻な財政難に陥っていた政府がアヘンの利潤を直接手にしようとしたことであり,も

う一つはアヘン吸飲に対する人道主義的批判がようやく高まってきたことである｡ その両方に

対応するため政府 は華人の販売権 をとり上げて専管事業 としそのためにアヘ ン取締局

(Opiumregie)を設置することとした｡取締局は先ず,1894年にマ ドゥラ島を対象に設置され

次いで1896年に東ジャワにそして1898年までに植民地全域に設置されて政府の一元的な管轄下

におかれた [williams1961:35-42]｡ また,この取締局には新たに多 くの原住民官僚が登用さ

れることとなった｡

このような時代背景にてらしてみると,タン ･チュック ･サンがアルマナック ･ムラユの編

集に携わり始めた1880年代の末はアヘンをめぐって政府と華人のアヘン専売業者との関係が劇

的に変化を始める時代であった｡そして ｢アヘンのシャイ-ル｣は政府がアヘンを専管事業と

して以来の約 8年間の状況を綴ったものであった｡そこに示されたのは,｢時代の風物詩｣ と

いうわ くをはるかにこえた生々しい声,アヘンをめぐる華人の側の肉声そのものであ り,タ

ン･チュック ･サンは自らあたかもその専売権を剥奪されたかつてのアヘン業者であるかのよ

うにして,このシャイ-ルを綴っているといってもよいのである｡ タン･チュック ･サンの

シャイ-ルのなかでこの ｢アヘンのシャイ-ル｣だけが,奇妙に粘着的で内向性の響 きを伝え

てくるのも,たんにアヘンというテーマに由来するだけではなく,それをうたう視点のありよ

うと深 く結びつけているからであろう｡

それについては後でさらに論ずるとして,アヘンをめぐる時代状況についてなお二つのこと

に留意 しておきたい｡一つは先にも触れた通 り,アヘン専売権を取 り上げられたことを理由の

一つとして華人が自らの利益団体 ｢中華会館｣を1900年に設立したことである｡ この ｢中華会

館｣がアルマナック ･ムラユの出版元であるブニン社と結び付いていたことは,先にみた通 り

受け取 り手のない ｢宝 くじ｣ の賞品が ｢中華会館｣に寄贈されると述べられているところから

窺える｡ さて,このような賞品の寄贈先 として ｢中華会館｣とともに指定されていたのはプ

デイ ･ウ トモのジョクジャカルタ本部であった｡そして,このブデイ ･ウ トモがアヘ ンをめ

ぐって ｢中華会館｣とは対極的なかかわり方をする｡ それがアヘンをめぐって留意すべ きもう

一つの時代状況である｡

ブディ･ウトモは1908年 5月に設立されるが,この組織ではアヘン吸飲の悪習を廃止するこ

とが くり返し議論されていた｡永積昭によればその直接の発端は,オランダ人のジャワ通知識

人で植民地の神智学協会 (TheosophicalSociety)の中心的人物であったヒンローペン･ラッベ

ル トン (D.vanHinloopenLabberton)の働 きかけによる｡ジャワ人から ｢キアイ ･サントリ｣

の称号を奉られるほどジャワの文物に通じていたラッベル トンは,1909年 1月16日ブデイ･ウ

トモの会員を前にムラユ語で演説をしその中で原住民はすべてm の頭文字で始まる次の七つの

悪徳から身を遠ざけるように自己規律 をはからなければならないと強調 した｡それらは,
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main(遊び),madon(性的快楽),minum (アルコール),madat(アヘン吸飲),maling(盗

み),mada(悪口),mangani(大食)であ り,このような巧みな ｢言葉合わせ｣による禁欲

のすすめは強い説得力をもっていた｡そしてこれを受けて翌月の1909年 2月には ｢七つのM｣

という名の矯風運動がボゴールで設立 された [Nagazumi1972:7卜73]｡ ｢七つのM｣運動が

その後どのように展開していったのかは定かではないが,ここには明らかに倫理植民地政策が

原住民の道徳的向上ということがらに結びついていたこと,そしてブデイ･ウトモを始めとす

る組織がその政策に呼応 しようとしていたことが窺える｡アヘンの販売はなお続いたが,その

専売権を奪われた華人たちはやがて砂糖のプランテーションをはじめとして新 しい経済分野に

進出することになっていた｡

このことは,プデイ･ウトモも ｢中華会館｣も20世紀の倫理政策とそれぞれに対応 していた

ことを示 している｡ブデイ ･ウ トモは自らの地位の向上と道徳向上運動を担い,｢中華会館｣

は自らの経済活動に加えられた制限の撤廃を目指 していた｡そのなかで,アヘンとアヘン吸飲

は次第に否定されるべき対象となっていった｡ラッベル トンが演説した1909年にオランダは上

海で開かれた国際アヘン会議に代表団を送っていた｡この会議は医療用のものを除いてすべて

のアヘンを禁止 しようとするもので,アヘンの禁止は国際的な流れとしても強まりつつあっ

た｡

アヘンの専売権を得て富を築いてきた華人たちは,これに代わる新 しい活動領域 と新 しい

ネットワークの形成を必要としていたのである｡ そのような背景の中でもう一度,先のアヘン

のシャイ-ルとその作者であるタン･チュック ･サンのことを考えてみると,タンは19世紀末

の今やとり残されつつある華人のグループの心情と利害とをまさに代弁 していたということに

なるだろう｡ さらにいえば,タンという姓は,スマランに本拠をおいた財閥ベ一 ･タン公司と

の関係を窺わせる｡このうちタン家の方は,タン ･ビンがジャワ-きて成功 し,その子タン ･

ティアン･ティン以来アヘン請負で財をなし,タン･ホン ･ヤンの代には中部ジャワの全理事

州のアヘン請負権を手中に収めた｡タン･ホン･ヤンは1840年代には新興のアヘン請負業者

ベ一 ･イン･チュウとともにベ一 ･タン公司を設立,両家の縁組によってその紐帯をさらに深

めた｡タン･チュック ･サンがこのタン家と血統上結びついていた可能性 もあり,少なくとも

シャイ-ル作者の背後にアヘン請負業者とそのネットワークが存在 していたことは十分予想さ

れることなのである [白石 1992:165-166;Rush1990:83-107]｡

あ わ り に

上に述べてきた通 り,タン･チュック ･サンのシャイ-ルは,一方で19世紀末から20世紀は

じめにかけてのジョクジャカルタの街のその生きて動いている姿を描 き出すとともに,他方
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で,その当時のさまざまな社会集団 ･文化集団が一つの混在と融合の状況から次第にそれぞれ

の社会集団 ･文化集団として区別され ｢複合社会｣の成立をみるに至るその文化的なプロセス

を描 き出していたといえよう｡いまやまったく忘れ去られどこにもその記録が留めおかれるこ

ともないひとりの華人作家と彼の遺したシャイ-ルとは,歴史の薄明に沈んでいる一つの時代

の一つの街の姿を思いがけぬほどの新鮮さで伝えているのであり,これらのシャイ-ルの一編

一編のうちに ｢アルマナック｣という無機質の一本の棒のように伸びていく時間の流れが,実

際にはどのように流れていたのかあるいは淀んでいたのかというその時間のありようが,示さ

れているのである｡

タン･チュック ･サンの名は1904年の ｢アヘンのシャイ-ル｣をもってブニン社版のアルマ

ナック ･ムラユから忽然 として姿を消 した｡その理由も推察するよりはかない｡｢ア-ンの

シャイ-ル｣における政府批判が不興を買い,このシャイ-ルが直接の原因となって身を引く

ことになったのかも知れない｡アヘン請負業者のネットワークに支えられていたのが,政府専

管以後崩れてタン自身がもっと身入 りのよい別の仕事に鞍替えせざるをえなくなったのかもし

れない｡もっと端的に病気になったか死亡したということかも知れない｡1906年以降のアルマ

ナックはそれについては何 も語っていない｡だから,まさに忽然と姿を消したとしか云い様が

ないのであるが,上のいずれかであったにせよ又さらに別の理由であったにせよ,一つの時代

からもう一つの時代への橋渡しの役目を終えた以上,やはりそこから立ち去るのはいかにも合

点のいくことであった｡それはくり返 して述べれば,19世紀から20世紀-の橋渡しであり,請

民族の融合の時代から ｢複合社会｣の形成される時代-の橋渡しであり,｢ヤミからヒカリ-｣

をイデオロギーとする倫理政策の時代の訪れであり,そこで次々と近代的な諸団体,中華会館

やブデイ ･ウトモやイスラム同盟の生まれる時代の到来である｡ そういう二つの時代のはざ

ま,もしくは新 しい時代の訪れるその直前の薄明の時代をタン ･チュック ･サンは描き出して

たちまち消えていったのである｡ タンがアルマナックから姿を消 した1904年は,時あたかもカ

ルテイ二がこの世を去った年でもあった｡カルテイ二はタンとは別のやり方で,このはざまの

時代を生きその時代を描き出しそしてあわただしく駆け抜け駆け去っていった女性である [土

屋 1991]が,両者はまったく異なる世界に生きながら,はからず もそれぞれに ｢はざまの時

代｣の時代相を描き出したのである｡
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